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プロローグ




　アンティークの調度品が飾られた豪勢な部屋の真ん中で、私は立ちつくしていた。金縛りにあったみたいに身動きが取れない。

　目の前で悠然と脚を組むその人はおとぎ話に出てくる王子様のようだ。いや、王子というよりは大魔王様といった方が近いかもしれない。

　緋色の布が張られた重厚な椅子に腰をおろし、肘掛を使って頬杖をつき、整った顔をまっすぐこちらに向けて、射抜くように私を見ている。

　目に映るものすべてをのみ込むような瞳は深い茶色で、その佇まいは威圧感に満ちている上にどこか気品がある。

　少しでも気を緩めたら即座に魂を吸い取られそうだと思った。もちろん、そんなことはありえない。それなのに足の震えがおさまらない。

　住む世界が違いすぎる相手とどう渡り合えばいいのか。

　無計画に乗り込んできたことが今さらながら悔やまれる。

　ぎしりと椅子が軋んで、男性が立ち上がった。百八十センチ以上ありそうな長身は、ただでさえ迫力のある彼にますます凄みを持たせている。

　私を見据えたままその人はゆっくり近付いてきた。

　絨毯に吸い取られて足音は聞こえないはずなのに、一歩踏み出すごとにカツンと耳の奥で硬い音が響く気がする。

　ふいに伸びてきた長い指に顎を持ち上げられた。端正な顔に間近で覗き込まれ、心臓が痛いくらい脈打つ。

　鋭い視線に晒されながら顔を逸らすことも許されず、目線だけが交わった。唇が触れそうなほどの距離。無音の室内に自分の心臓の音ばかりが響いているみたいだ。

　できることなら逃げ出したかった。

　だけど、わかっている。

　もう後には引けない。

　体の震えが伝わってしまったのか、その人は厳しい表情にはじめて変化を見せた。口角を上げ、唇を動かす。

「選べ。一億用意するか、それとも」

　地を這うような低い声に体がびりびりと震えた。室内は空調が保たれているのに、冷たいものが背中を流れ落ちていく。

　ゆったりと余裕をもって動く薄い唇に惹きつけられて目が離せない。

「俺の妻になるか」

　そう言うと、その人は口元だけで微かに笑う。

　切れ長の目に鋭い光を湛えて死刑宣告を行うように、傲慢な御曹司様は静かに口にした。

「他に選択肢はない。さあ、どうする？」










１．傲慢プロポーズと契約条件




　通りに沿って建つ壁は何十メートルと続いていて終わりが見えなかった。個人宅とは思えない豪邸を前に足がすくむ。

　私の身長を優に超える黒いロートアイアンの門扉は植物の蔓みたいな優美な曲線の装飾が施されていて、訪問者をヨーロッパにいるような気分にさせる。脇にインターフォンらしきパネルがあるけれど、これを押したところで適当にあしらわれるとわかっていた。真正面から乗り込んでも相手にしてもらえないことは、過去の経験から実証済みだ。

　塀の高さはおよそ三メートル。その上にさらに金属のフェンスが張り巡らされている。

「たしか、こっちの方に……」

　斜めがけにしたバッグからスマホを取り出そうとした拍子にパスケースが地面に落ちた。慌てて拾い上げるとスーツ姿で正面を見据えている自分の顔が目に入る。

　一年前から派遣社員として働いている『二に條じょう物ぶっ産さんロジスティクス』のセキュリティカードだ。

　肩につく長さのボブヘアは母親譲りの赤みがかった茶色で、まっすぐ前を見ている目は真ん丸。この大きすぎる瞳のせいで本当は二十五歳になるのに何度高校生に間違えられたことだろう。生真面目な表情をしている顔の横には『瀬せ戸と口ぐち愛あい』としっかり私の氏名が入っている。

　ぐっと唇を噛んで、カードをバッグの内ポケットに戻した。

　悠長にチャンスを待っている時間は、もうない。

　塀に沿って歩き、あらかじめ下見をしておいた地点まで辿りつく。

　午後五時二十分。四月に入ってだいぶ陽がのびたけれど通りには人ひと気けがない。

　視界を薄紅色の花びらが流れて、私は顔を上げた。

　隙間なく続いていた塀が唯一途切れるこの場所には、コンクリートの一部を担うように立派な桜の巨木がそびえている。

　辺りを見回し、たくさんの可憐な花に覆われた樹木に目を戻す。ふうと息をついて、ごつごつした木肌にスニーカーのつま先をかけた。手近な枝を掴み、わずかなくぼみを足がかりにしてどうにか塀を超える高さまでよじ登った。

　明らかに不審な行為だけれど幸い目撃者はいないようだ。

　太い枝の上でひと息つき、人っ子ひとりいない通りから視線を移して息をのんだ。

　そこには呆れるくらい広大な敷地が広がっていた。手前に立ついくつかの立ち木の隙間から、芝が敷き詰められたゴルフ場のような庭園が見える。

　さすが、日本有数の資産家一族が暮らす家は伊達じゃない。

　そんな邸宅に忍び込んで、ただで済むとは思っていなかった。それでも、この家の人間に話を聞いてもらわないことには、なにも始まらない。

　思い出されるのは一週間前の狭い診察室だ。丸椅子に座った私をまっすぐに見て、担当医師は静かに告げた。まるで業務連絡をするみたいに淡々と。

『余命三カ月。もってあと半年です』

　壁も天井も真っ白なのにずんと重苦しかった診察室の空気が思い出され、また胸を圧迫する。事務的に告げられた医者の言葉が私の背中をどんと押す。

　急がなきゃ。

　巨木のごつごつした木肌に手を添えながら、足元を見下ろした。登ってきた時と同じように枝をつたって敷地内に下りられるか確認しようとした瞬間、声をあげそうになった。

　私がいる樹木のすぐ下で、男女が抱き合っていた。男性が幹に背中を預け、女性の方は彼の首に手を回している。

「な……」

　なんで、こんなところに人がいるの！

　ざっと周囲を見回す。確かにこの辺りは敷地の隅だし、ほどよく植え込みに囲まれているから、人の目を避けて男女がいちゃつくには最適の場所かもしれない。

　でもよりによって、今このタイミングでここにいなくても。

　どうせなら家の中でやればいいのに――。

　焦っている私にはまるで気付かず、女性が背伸びをして背の高い男性に唇を寄せた。その仕草にどきりと胸が鳴る。

　他人のキスシーンなんてドラマくらいでしか見たことがないし、そもそも自分自身に経験がない。

　テレビドラマの舞台みたいに豪勢なお屋敷の庭園で、唇を寄せ合う男女。妙に胸が高鳴るのは、彼らがこの完成された景色に馴染むような上品な雰囲気の人たちだからだろうか。

　年齢は私と同じくらいか少し年上程度なのに、ふたりともモデルのように洗練されていて圧倒されてしまう。

「わ」

　非日常の光景に気を取られたせいで、ぐらりと体が揺れた。慌てて目の前の細い枝に掴まった拍子にたくさんの花びらが一斉に落ちる。

　あっと思った瞬間、顔を上げた女性と目が合った。

「き……きゃあ！　誰っ？」

「あっ」

　騒がれたらまずい！

「あの、私は怪しいものじゃなくて」

　女性の視線を追うように男性がこちらを振り仰ぎ、出かかった言葉が途切れた。

　降り注ぐ花びらのひとつひとつが光の粒のように見える。それを一身に浴びた男性にくぎづけになった。深く切れ込んだ二重まぶたとまっすぐのびた鼻筋。絵画デッサンのお手本みたいにくっきりした顔立ち。

　一瞬目が合っただけでも脳に焼きつけられるようなバランスのいい顔が、ふいにぶれた。焦ったように目を見開く彼がスローモーションで見える。

「あ、おい！」

　掴まっていた小枝が折れて体が前のめりに傾いていく。他の枝に掴まろうと伸ばした手はあっけなく空を切った。

「きゃああ！」

　女性の悲鳴が遠くに聞こえる。私の方が叫ぶべき状況なのになぜか冷静な気持ちだった。頬を切る空気がやたらと鮮明に感じられる。

　落ちる――。

　目をつぶる直前、慌てたように両手を広げる男性の姿が見えた。

「ぐっ」

　くぐもった声が間近に響き、体に衝撃が走る。でもそれは固い地面にぶつかるよりずっと柔らかな感触で一瞬なにが起きたのかわからなかった。

「雅まさ臣おみ!!」

　女性の甲高い声にまぶたを開けると、目と鼻の先に男性の顔があった。芝に仰向けに倒れた彼の広い胸にのしかかっている状態で思考がいったん停止する。

「った……」

「す、すみません！」

　うめき声で我に返り、急いで彼から体をどけた。

「大丈夫ですか」

　綺麗な顔をゆがませている男性を覗き込む。彼は苦痛に目を細めて私をじろりと睨み、胸を押さえながらゆっくり身を起こした。

「おまえ――」

「雅臣、大丈夫？」

　慌てたように女性が駆け寄ってきた拍子にふわっと甘い匂いが漂う。彼女は綺麗に弧を描いたたっぷりのロングヘアを揺らしながら心配そうに男性に声をかけた。

「今、坂さか城しろさんを呼んでくるわ」

「いや、いい。なんともない。それより」

　芝に座り込んだまま彼は私を振り返った。切れ長の瞳に見下ろされ条件反射のように体が固まる。

「おまえ、いったい」

「雅臣様！」

　遠くから低い声が響いて目の前の男性が小さく舌打ちをした。

「どうかされましたか。今、悲鳴が」

　植え込みの向こうに焦った様子の男性の声が近付いたと思ったら、突然後頭部を掴まれて引き寄せられた。

　声をあげる間もなく広い胸に顔を押しつけられる。片腕で囲うように私を隠し、『雅臣様』は植え込みの方に声を張る。

「なんでもない。野良猫が飛びついてきただけだ」

　そう言うと、彼はわずかに声を落とした。

「親父はどうしてる？」

「お帰りになられるお客様のお見送りを」

「……そうか」

「そろそろお戻りください。陽が落ちるとさすがに冷えます」

　労りの言葉を残し、使用人らしき男性の気配が遠ざかっていく。

　こちらを覗き込むこともしなかった彼は、もしかすると『雅臣様』がここで女性といちゃついているのを知っていたのかもしれないと思った。

「ねえ、雅臣」

　気が付くと傍らにしゃがみ込んだ女性にまじまじと見つめられていた。

「この野良猫、どうするの？」

　ハッとして広い胸から離れると、彼女はつやつやした唇を楽しそうに開いた。

「一緒に遊ぶ？」

「……未み希き、おまえは帰れ」

「ええ？」

　長いまつげの目を見開く美人を一瞥し、『雅臣様』は立ち上がる。その瞬間、ふいに足元が浮いて思わず悲鳴をあげた。

「ちょっと雅臣ぃ！」

　声を尖らす彼女を置き去りにして、私を担ぎ上げた彼は芝の上を歩きだす。

　さっきまでの木の上ほどではないにしろ、地面が遠かった。身長百五十六センチの私をやすやすと抱えてしまう彼は、きっと百八十センチを超える長身だ。

「や、下ろして！」

「騒ぐな。不審者として突き出されたいか」

「私は不審者じゃ」

「おまえ、塀を乗り越えてきただろ。それなら立派な不審者だ」

　夕暮れの庭園をずんずん進みながら、彼は冷たく言い放つ。

「二に條じょう家に忍び込んだとなれば簡単には帰してもらえない。警察に引き渡される前にあれこれ調べ上げられて、下手したら不法侵入の他にも罪を着せられて牢獄行きだ」

　一連の恐ろしい言葉に血の気が引いた。青くなっている私をちらりと見上げて、二條家で使用人を使う立場の彼は皮肉っぽく笑う。

「なにせ、数えきれないくらい恨みを買ってる家だからな、ここは」

　座り心地がよさそうなラブソファがいくつも並んだレンガ敷きのテラスから、彼は靴を履いたまま室内に上がる。

　そこには昔の外国の貴族が使っていたような重厚で上品な家具が並べられていた。壁には暖炉が備え付けられているし、天井からは存在感たっぷりにシャンデリアがぶらさがっている。

　あまりにも豪華な内装に興奮よりも不安が勝った。突然異世界に紛れ込んでしまったみたいで心臓が不規則な音を刻みはじめる。

　私、大変なところに来たんじゃ……と今さらながら焦りが広がる。

　この屋敷の住人らしき彼は、私を部屋の真ん中に下ろすと優美な曲線を描く椅子を引き寄せてどかりと腰を下ろした。

「それで、何者だ？　おまえは」

　鋭い視線に射竦められる。真正面から見るとますます迫力のある人だった。

　シャツにパンツというシンプルな装いなのに、脚が長くてスタイルがいいせいかこの豪勢な空間にぴたりとはまる。

　雰囲気に気おされそうになって、ギュッとこぶしを握った。

　ひるんでる場合じゃない。これはチャンスだ。二條家の人間に話を聞いてもらえる機会なんて、この先きっともうない。

　それくらい、この家は私にとって近くて遠い存在なのだ。

「……返してもらいにきたんです」

　私の言葉に、目の前の彼は表情を変えなかった。

「なにを返してもらいたい。金か？　権利か？」

　またか、と言うように、彼は少しつまらなさそうな顔になった。もしかしたら、こんなことは日常茶飯事なのだろうか。

　乾きはじめた唇をそっと舐めて、私は呟く。

「お金でも権利でもありません。私が返してもらいたいのは、形見です」

「形見？」

「父が描いた絵画です」

　半分閉じかかっていた切れ長の目がふたたび興味を引かれたようにこちらを向いた。閉まりかけていた希望の扉がわずかに開く。その隙間に強引に体をねじ込むように、私は言葉を続けた。

「二十年前、売れない画家だった父は、『二條グループ』が所有する倉庫の一角をアトリエとして借りていました。でも家賃が払えなくて代わりに絵を差し上げたんです」

　体の横に下ろした手が震えそうになって、きつくこぶしを握る。

　私はその絵をどうしても手に入れなければならない。

　考え込むようにジッと視線を注いでいた彼が、静かに言う。

「それなら、返せという言い方はおかしいだろ。正当な理由があってもらい受けたものだ」

「か、買い戻したいんです！　お金なら、お支払いします」

　斜めがけにしたバッグから封筒を取り出そうとすると、迫力たっぷりのその人は思いがけない言葉を放った。

「……おまえ、瀬戸口アキラの娘だろう」

「父を、知っているんですか」

「当然だ。瀬戸口アキラといえば、今や押しも押されもしない現代アーティストの巨匠だ。その作品点数の少なさからマニアが買いあさったせいで、近年ますます価格が高騰している」

　凛々しい眉をほんの少し持ち上げて、思い出すように言う。

「……生前うちが管理する倉庫で絵を描いていたという話を、ちらっと聞いたことがある」

　いったん言葉を切ると、大きな手を広げて大袈裟に肩を竦めた。

「皮肉だな。死んでから絵の価値が上がるなんて」

　返事をせずに私は黙って唇を噛んだ。

　父のアトリエを引き払ったのは父自身が事故に遭って帰らぬ人になったからだ。

　父が残してくれたのは絵画だけだった。当時の私は五歳になったばかりで、パート勤めだった母の収入だけでは食べていけず生活のためにやむを得ず遺品である絵をすべて売った。

　それから数年後、とある蒐しゅう集しゅう家かの目に留まったことがきっかけとなり、父の絵は高値で取引されるようになった。だけどその時点で私たちが所有する絵はひとつもなかった。父のファンという人から支援の申し出を受けたこともあったけれど、父の名前を借りて誰かの世話になるわけにはいかないと母はきっぱり断った。

　そして母は私のために懸命に働いてくれた。彼女のおかげで私はつつましくも幸せに今日まで暮らしてこられたのだ。

　ただ椅子に腰かけているだけで圧倒的なオーラを放っている目の前の男性を、まっすぐ見据えた。父のアトリエが二條グループの倉庫にあったといっても、父自身は二條の人間と相対したことなんて一度もないに違いない。

　何百とあるグループ会社のうちの一社が所有している倉庫の片隅に、息を潜めるようにしてスペースを借りていたのだから。

　そっと息を吐いて、バッグから取り出した封筒を正面に掲げる。手が震えそうになるのをどうにかこらえた。

　この中には二百万円ほどの大金が入っている。まさしく、血の滲むような努力をして貯めてきたお金だ。母とふたりで生きていくために、あるいは母の病院代にするために。母のために使おうと思っていたお金だから、今この瞬間に使えるのなら少しも惜しくない。

　私の手元を見て、椅子に腰かけたその人は鼻先で小さく笑った。

「なにか勘違いをしているようだな」

「え……」

「おまえはうちに所蔵されているその絵を、見たことがあるのか？」

「いえ……小さい頃に目にしたことがあるかもしれませんが、覚えてなくて」

「瀬戸口アキラといえば、今やラクガキ程度のものでも数百万の値がつく。うちにある絵は大型だし、数千万……いや、熱心な蒐集家なら一億くらい出すだろう」

　想像すらしていなかった単位が飛び出して一瞬呼吸ができなくなった。ゼロの数がとっさに思い浮かばないくらいの金額に目の前が暗くなる。

「そんな……」

　前に差し出していた封筒を握りしめる。父がアトリエを借りていた間の家賃程度で買い戻せるつもりだった私はあまりにも浅はかだった。

　どうしよう。まさかそんな金額になるなんて……。母の病院代で貯金はほとんどないし、そもそも一億円なんて大金、一生働いたって稼げっこない。

「遺族なんだから、金を得る手段ならいくらでもあるだろ。絵が手元になくても権利は残ってるはずだ。それならいくらでもやりようがある」

「お金が欲しいんじゃないんです。父の絵が必要で……」

「それなら、他の絵を別の誰かから買い戻すんだな」

「ダメです」

　足先に見える絨毯の模様がぐるぐると渦を巻いていくみたいだった。

　ここまできたのに……。やっと話を聞いてもらえたのに。

　あきらめるしかないの？

「ここにある絵じゃなきゃ、意味がない」

　威厳たっぷりに話を聞いていた彼の眉根が怪訝そうに寄る。

「どういう意味だ？」

「父が、唯一描いた、母の絵だから……」

　声が掠れた。あれこれ手を回して一億円なんていう大金を用意している時間はない。母に残された時間は、もうわずかしかないのだ。

『あの絵を、もう一度見られたら……』

　お化粧やお洒落をしなくても佇まいに気品があって清楚な美しさがあった母。いくらでも再婚相手がいたのに、自分の幸せには見向きもせず私だけを優先して生きてきた母が、唯一望んだこと。

　私はそれを、どうしても叶えてあげたい。

　ギュッとこぶしを握りしめて目を上げる。普通に生きていたら、きっと私は彼の視界にすら入らない。住む世界の違う相手をまっすぐ見つめる。

「お願いします。あの絵を……買い戻すのが無理なら、一度だけ。貸してください」

　私の視線をまっすぐ受け止めて、彼は静かに口を開く。

「……どんな事情があるにせよ、価値のあるものをただ同然で渡すわけにはいかない。大型の美術品は搬出だけで相当な費用がかかるし、そもそも二條家の当主が許さないだろう」

　ゆっくりと吐き出された言葉が重い。ずしりと体にのしかかってそのまま潰されそうだった。

　広い敷地に豪華な邸宅。明治創業の財閥系であり、金融から商社、物流から情報通信サービスに至るまで、五百以上の会社で構成された天下の二條グループの名前は小学生ですら知っている。

　なにもかも持っている彼らとなにひとつ持たない私が、対等に渡り合えるはずがない。

　もうなんの手立てもないの……？

　うなだれたまま立ち尽くしている私の耳に低い声が聞こえた。

「こういうのはどうだ」

　落ち着いているのに、どことなく楽しそうな声音だ。

　顔を上げると、余裕たっぷりに椅子に座った彼と目が合う。切れ長の目をいたずらっぽく細めて、その人は口にする。

「おまえが、俺と籍を入れる」

「……え？」

　言葉の意味を理解する前に、彼は続けた。

「おまえが二條の人間になれば、あの絵を持ち出す権利を得られる」

「二條の人間になるって……」

「俺と結婚するってことだ」

　凛々しい眉を片方持ち上げて、その人は冷たく笑う。

　籍を入れる……つまり、結婚。

　意味をのみ込めなかった言葉が頭の中で輪郭を結んだ瞬間、ドクッと心臓が跳ねた。背中を冷たいものが滑り落ちる。見せつけるように長い脚をゆっくりと組むその人を、まじまじと見つめる。

「……あなたは、いったい誰なんですか？」

「二條雅臣。二條家、現当主の息子だよ。次男だけどな」

　皮肉っぽく目を細めて彼は言った。

「おまえが絵を手に入れる方法は、どちらかしかない」

　この場の重力がいきなり増したみたいに体が動かなかった。ぎしりと椅子が鳴り、彼が席を立つ。ゆっくりと近付いてくる二條雅臣の圧倒的な権力とオーラを前に、今さら足が震えだす。

「選べ」

　顎を持ち上げられ目も逸らせず、強い瞳に絡めとられる。

「一億用意するか、それとも俺の妻になるか」

　頭の中をいくつものシーンが駆け抜けていった。幼い頃の自分と母との思い出。病が発覚してからどんどん弱っていく母の姿。それでも私を元気づけようと笑ってくれる顔。

　分不相応なものを手に入れるためにはなにかを犠牲にしなければならないのだと、今さらながら思い知る。

「他に選択肢はない」

　まるで悪魔の甘言だ。差し出された手を取ればきっと一瞬の幸福を得られる。だけどその後に待っているのは想像もつかない恐ろしい日々。

　だけど、私には欲しいものがある。

　たとえ自分を犠牲にしても――。

「さあ、どうする？」




　春らしい穏やかな陽気は二日しかもたなかった。二條家に乗り込んでから三日目の今日は朝から風が少し冷たい。

　午後五時、フロアに終業チャイムが鳴り響く。三十人を収容できる事務所は人がまばらだ。ほとんどの人は併設された物流センターの方で管理作業にあたっている。つまり、この時間に帰るのは派遣社員の私くらいということだ。

「愛ちゃん、今日も病院寄ってくの？」

　帰り支度をしていると、斜め向かいの席でパソコンと向き合っていたスーツ姿の沢さ渡わたりさんが声をかけてきた。二條物産ロジスティクスの社名ロゴが入ったジャンパーを羽織って立ち上がる。

「俺もちょっと倉庫見てくるかな。下まで一緒に行こ」

　黒縁眼鏡の沢渡さんは白い歯を見せて微笑むとフロアを出る私の横に並んだ。

　私が勤務する物流センターでは総勢百五十人の従業員が働いているけれど、そのほとんどは非正規雇用の倉庫勤務だ。私はオフィスで出荷依頼をまとめたり、データ処理をしたりする事務業務にあたっている。

　一年前にここに派遣されてきた時から仕事を教えてくれている沢渡さんは、三歳年上の二十八歳。数少ない正社員のひとりで私のことをなにかと気にかけてくれている。

　二階にある事務所から階段を下りながら、沢渡さんが目元をほんの少し困ったように緩めて私を見た。

「毎日お見舞いに行くなんて、本当に偉いね」

　私は曖昧に笑って階段に目を落とした。

　偉いとか偉くないとか、そんな感覚はまるでない。面会時間が終わる前に足を運び、病院の敷地や窓の外の景色しか見られない母に一日の出来事をなるべく鮮やかに匂いたつような表現を使って報告する。私にとっては当たり前で、母が倒れた五年前から続けている大切な習慣だ。

　仕事だって母のお見舞いに行きやすいように派遣という就業形態を選んだのだから。

「あのさ愛ちゃん。今度食事でも――」

「あ、バスが来ちゃう。それじゃ、おつかれさまでした」

　なにかを言いかけた沢渡さんに頭を下げ、私は通用門を抜けて通りに出た。停留所まで走ると、ちょうど向こうから近付いてくるバスが見える。

　ＩＣカードの軽快な音とともに乗り込み、買い物帰りの主婦や大きなカバンを抱えた学生に紛れて吊り革に掴まった。窓の外に目を向けると白い柵に囲まれた広い敷地の中、どっしりと佇む灰色の物流倉庫が視界を流れていった。

　母が入院している総合病院の入院棟は正直なところ、相当古い。よく言えば趣のある外観をしている。歳月と風雨にさらされた建物はじっくり見ると小さな亀裂が走っているし、地面から数十センチくらいまでの壁面は苔だかカビだかでうっすらとくすんでいる。

　お金を作って早いうちに転院させたいと思っていたけれど、そんな場合ではなくなってしまった。

「愛、おつかれさま」

　母は六人部屋の窓側にある自分のベッドに腰かけていた。スリッパを脱ぎかけた体勢で優しく微笑む。

「今日は体調がよかったから、少し庭に出てたのよ。それにしても陽がのびたわねぇ」

　ひとつずつの動作の合間に息をつくようなゆっくりした動きでベッドに横になる母を手伝い、私は全開になっていた窓を少し閉じた。

「暖かくなってきたからって油断したら風邪ひくんだから。ほら、靴下穿いて」

「はいはい」

　ひとりの人間の生活用品が入っているとは思えないくらいの小さな引き出しから靴下を取り出して渡すと、母は困ったように笑った。

「愛は本当、しっかり者ねえ」

　穏やかに言う母から目を逸らし、私は「やっぱり今日はちょっと冷えるね」と窓を閉めた。

　十日前に受けた余命宣告のことを彼女はまだ知らない。担当医師も私の頼みを聞いて黙ってくれているみたいだ。

　だけど母は気付いているような気がしてならなかった。

　なにも聞かなくてもなにも見なくても、自分の命に明確な期限があって、音もなく終息に向かっていることを。

「ごめんね、愛」

　ベッドに横たわった母がぽつりと言って、私は目を丸くする。

「なにを謝るの」

「あなたに、大変な思いばかりさせて」

　弱々しい微笑みに、とっさに口にする。

「全然！　私今、すごく充実してるの。会社も楽しいし……そうそう、仕事を教えてくれる人がとってもいい人でね」

「それ、男の人？」

「そうだけど……」

　ふいに口を挟んだ母は、うかがうように私を見上げた。

「愛には、お付き合いしてる人はいないの？」

　突然頭の中に弾けたのは豪勢な調度品で飾られた部屋だ。その真ん中で悠然と椅子に腰かけている、傲慢な態度の彼――。

『返事は一週間だけ待ってやる』

　最後に放たれた低い声がよみがえる。

「い、いるよ、付き合ってる人。結婚の話も出てるの」

　不自然に見えないように目いっぱい微笑んでみせると、母の顔がパッと輝いた。

「あら、そうなの？　よかった。愛にもちゃんといい人ができたのね」

　さっきまでとは打って変わって母はニコニコと濁りのない笑みを浮かべる。一瞬強張った体からゆっくり力が抜けていった。

　よかった。お母さんが安心してくれるなら、私はどんな嘘でものみ込める。

　実際、いい人ができたどころか私の恋愛経験なんてゼロに等しい。異性を意識したのも、中学生の頃にサッカー部のカッコいい男の子に憧れた程度なのだから。

「私のことで苦労をかけたから、あなたには幸せになってもらいたいのよ」

　優しく微笑む母に、私はいたずらっぽい笑みを返す。

「なに言ってるの。私は今も十分幸せよ」

　言いながら頭をよぎるのは別の光景だ。

　さっきベッド脇の小さな引き出しから靴下を取り出した時、隅の方に隠すように口紅がしまわれていた。顔色の悪さをごまかすために色を差して、母は私を安心させようとしているのだ。

　そんな風にいつでも私の心配ばかりしている母が唯一自分の望みを口にしたのは、三年前の春のことだった。入院生活に張り合いを持たせるため、私が持ち込んだノートにやりたいことを書いてもらっていた時だ。

　その時母は、りんごが食べたいと短く書いただけでペンを止めてしまった。

『改めて考えると難しいわね』

　苦笑する母にどうにかこうにか望みを書かせようとしたけれど、多くを望まない彼女は結局、それ以上なにも書かなかった。

　でもひと言だけ。ぼんやり窓の外を眺めながら言ったのだ。

『あの絵を、もう一度見られたら……』

　私は正直に言って、父親のことをあまり覚えていない。

　五歳頃までは母とよくアトリエに行っていたらしいけれど、埃っぽい倉庫にたくさんの絵が並んでいる光景は思い出せても、肝心の父は写真で見た姿しか知らなかった。どんな背格好でどんな顔立ちをしていたのか、記憶としては脳に刻まれていない。きっと父はいつも椅子に座ってキャンバスの方ばかり見ていたからだ。

　唯一覚えているのは温かな手の感触だけ。

『お父さんは頑固な人でね、頼んでも私の絵なんて描いてくれなかったの。それが結婚記念日に思い立ったように描いてくれてね』

　母は宝石箱を開けた小さな女の子みたいにきらきらした顔で手元にはないその絵をよく懐かしんだ。私と生きていくためにあっさり手放した、宝物だったに違いないその絵のことを。




　午後四時四十分、終業時刻が近付いてくるとついぼんやり父や母のことを考えてしまう。数字を書き込んでいたメモ帳に視線を落とすと二條物産ロジスティクスの社名ロゴが目に入った。五日前、はじめて足を踏み入れた広大な敷地を思い出す。

　絵を返してもらうため、私は三年前から数回にわたってあの巨大な二條家の門を叩いたけれど何度行っても門前払いだった。

　だから注目企業として大手企業や外資系企業を派遣先として特集している派遣会社を選び、二條グループに派遣されるように画策したのだ。二條家の誰かと直接話をする機会を得られるかもしれないと、希望を抱いて。

　だけど物流センターには当然ながら二條の人間なんていないし、そもそも一介の派遣社員が創業者一族にお目にかかれるチャンスなんて結局一度もなかった。

「愛ちゃん、この伝票の出荷予定日なんだけどさ」

　沢渡さんに差し出されたノートパソコンの画面を覗き込んでいると、視線を感じた。すぐ隣に立った黒縁眼鏡の彼がにこにこと私を見下ろしている。

「どうかしました？」

「いやあ、今日もかわいいなと思って」

「え」

「じゃなくて！　あのさ、今度よかったら食事とか」

　沢渡さんが言いかけた瞬間、廊下を駆ける足音が響いた。

「おいそこ、片づけろ！」

　駆け込んできた清し水みずマネージャーが、焦った様子でダンボールが置かれた通路を指さした。

「本社から常務が来るらしい！」

「えっ、本当すか」

「本当だよ。応接室って、たしか荷物置いてなかったか」

「常務？」

　隣の部屋に飛び込んでいくマネージャーを見ながら目をぱちくりさせていると、沢渡さんがハッとしたように私を見下ろした。

「愛ちゃんは顔を見せない方がいい！」

「どうしてですか？」

「常務って女グセが悪いって有名なんだ。かわいい子にはすぐ手を出すって」

　そう言い残し、沢渡さんは応接室から出てきた清水マネージャーから荷物を受け取って運び出した。

　ぽかんとしている間に廊下の方が騒がしくなり、沢渡さんが慌てた様子で駆け寄ってくる。

「愛ちゃん、ひとまずミーティングルームにでも隠れてて」

「え、え」

　応接室とは反対側にある部屋に私を連れてくると、彼はまたフロアに戻っていく。

　定員六名のミーティングルームに窓はないけれど、電気をつけなくてもドアのすりガラスから漏れる光で視界がきいた。部屋の隅で立ち尽くしていると、ドアの向こうが徐々に騒がしくなっていく。

「ああ常務！　こんなところまでわざわざ」

　清水マネージャーの声が聞こえ、その後に聞き取れないような低い声や足音が響き、やがてフロアは静まった。腕時計に目を落としてため息をこぼす。

「今日はこのまま帰宅かな」

　しばらく息を潜めて様子をうかがい、もう一度外に人の気配がないことを確認してからドアを開く。

　資料や伝票ファイルが積み重なった机が静かに身を寄せ合うだけの、いつもと同じがらんとしたフロアで息をついた。扉一枚隔てた応接室からは男性社員たちの低い声が聞こえてくる。

　壁時計に目をやると五時五分。

　定時だし。帰っても、いいよね？

　とりあえず支度をしようと席に戻った瞬間、応接室のドアが開いて清水マネージャーが顔を覗かせた。

「あ、ちょうどいい」

　私を見つけると、申し訳ない、という風に片手を顔の前に掲げる。

「瀬戸口さん、帰る前に悪いんだけど、お茶出し、お願いできないかな。今日は女子社員がみんな出払っちゃってるから」

「はあ」

「清水さん！　お茶なら俺が！」

　うしろから焦ったように出てきた沢渡さんを、清水マネージャーは面倒そうに睨む。

「おまえが行ってどうするんだよ。瀬戸口さん、頼むよ」

　困ったような視線を向けられて、「はい」と承諾した。

　派遣社員だからか、業務外にあたるお茶くみはこれまで頼まれたことがなかったけれど、仲良くなった女性社員が淹れているところは何度か見たことがあった。

　棚や冷蔵庫に占領された狭い給湯室に向かい、急須や茶托を探しあててどうにかお茶を淹れる。

　指示された人数分のお茶をトレーに用意し、誰もいないフロアを横切って応接室のドアをノックした。

「失礼します」

　さほど広くはない部屋には三人掛けのソファとひとり掛けソファ二脚がセンターテーブルを挟んで配置されている。

　運び慣れていないお茶がこぼれないように気を付けながら身をかがめテーブルに茶托ごと置こうとした瞬間、目に入った顔にぎょっとした。

　湯飲みが滑り落ちて、耳障りな音を立てる。こぼれたお茶がテーブルの上にあっという間に広がった。幸い割れてはいないようだけれど、そんなことを考えている余裕はなかった。

「おい、なにやってるんだ！」

　清水マネージャーの声にハッとして、私は立ち上がる。

「すみません！」

「申し訳ありません常務！　かかりませんでしたか」

　清水マネージャーの言葉に「いや」と短く答えたその人は、恐ろしく顔が整っていた。石膏像のように彫りの深い目元に、まっすぐのびた鼻梁。

　アンティークの調度品に囲まれた部屋が脳裏に弾ける。その真ん中で悠然と脚を組んでいた彼が、どうしてここに――。

　冷たい目からは感情が一切読み取れない。お茶の海と化したテーブルを冷酷な顔で一瞥すると、彼は私を見上げてわずかに目を細めた。

　ドクンと、全身に響き渡るくらい心臓が跳ねる。トレーを掴んだ手の中にじわりと汗が滲んでいく。

　その時、背中を軽く叩かれた。傍らに立った沢渡さんが「今拭くものをお持ちします」と口にして、私を誘導するように歩きだす。

「あとは俺がやるから、愛ちゃんはもういいよ。今日も病院でしょ？」

　フロアに出ると、沢渡さんは片目をつぶった。

「申し訳ありません……」

「いいっていいって。じゃあね」

　給湯室に向かっていく背中にもう一度頭を下げ、私は振り返る。ドアが閉じた応接室からは男性たちの声が響いていた。




　あの日、二條家の屋敷に忍び込んだ私に彼は言った。右か左、どちらか一方に進めと。

　でも提示された道は片方が行き止まりになっていて、実質一本道だ。つまり、私に与えられた選択肢は進むか進まないかのどちらかだけ。

『一週間たったら返事をしに来い。今度は塀を越えるんじゃなく、玄関からな』

　遠くの空から注ぐ太陽が歩道に長い影を作っている。

　バス停のベンチにぼんやり座りながら皮肉っぽく笑っていた顔を思い出していると、目の前に黒塗りの車が停まった。スモークフィルムの窓が音もなく下がり、ついさっき応接室で顔を合わせたばかりの彼が目も合わさずに言う。

「乗れ」

　断ることもできたけれど、私は黙って車に乗り込んだ。

　革のシートが驚くほど柔らかい。後部座席とは思えないくらい広々としている上に、前の座席のヘッドクッションがディスプレイになっていた。ただの会社役員の車ではないのだと、内装が語っているみたいだ。

「母親の見舞いに行くんだろ？　送ってやろう」

「どうして、そのことを」

　隣を見ると、彼は「ふん」と鼻を鳴らし、つまらなそうに呟いた。

「俺を誰だと思ってる」

　そう、この人は私の想像もつかないような暮らしをしている二條家の御曹司だ。瀬戸口アキラという父の名前を知られているのだから、そこから辿って私や母のことを調べるなんて簡単だろう。もしかすると、私があの絵を欲している理由でさえ調べが付いているかもしれない。

　車に乗っていることすら忘れてしまうような静かな空間で二條雅臣はふと笑った。

「それにしても、まさかうちで働いてたとはな。そうまでして二條に近付きたかったか」

　黙っていると、伸びてきた指に顎を掴まれ振り向かされた。さげすむような流し目はどこか楽しそうにも見える。

「だがあんな末端の事業所に紛れ込んだところで、深部に近付けるわけがないだろう。相当切羽詰まってたんだな」

　二條家当主の息子だというこの人も二條グループのどこかの会社で働いているのだろうとは思っていた。

　でもまさか、自分が派遣されている会社の役員だったなんて。

　事務所で日々伝票やパソコンと向き合っている私は本社とやり取りする機会なんて得られない。彼が言う通り、二條の名を冠する会社で働いていても派遣社員じゃ重役と顔を合わせるのは難しい。冷静に考えればわかることだ。だけど、お金も権力もない私に他にどんな手段があったというのだろう。

　顎を掴む彼の指から逃れるように真っ暗なままのディスプレイに目をやる。

「そんなことを言うために、わざわざ末端のセンターまで来たんですか？」

　慌てた様子だった清水マネージャーを思い返しながら言うと、傲ごう岸がん不ふ遜そんな常務取締役は皮肉っぽく口角を上げた。

「まさか。そんなに暇じゃない。末端とはいえ物流は経済の要なんでね」

　私から手を離すと、アームレストに肘を置いて頬杖をついた。はっきりと切れ込みの入った二重の目で冷たくこちらを見る。

「それで、答えは出たのか？」

　車内は私にとっては十分すぎるくらい広々としているけれど、体の大きな彼が脚を組むと靴先が前の座席に届く。磨き抜かれて光沢を放つ靴は間違いなく私の月収よりも高いだろう。

「わからないんです。どうしても」

　私が呟くと、二條家の御曹司は凛々しい眉を持ち上げた。

「なにがだ」

「なぜ、あなたがこんな提案をするのか」

　隣に座るこの人は住む世界が違いすぎる相手を伴侶にしようとしている。五日前に会ったばかりの、名前すら知らなかった小娘を。

「私には明確な目的があります。でもあなたには……なんのメリットもないですよね」

　ちらりと見ると彼は切れ長の目を瞬いた。それからすぐに意地悪っぽく笑う。

「なかなか冷静じゃないか」

「え……？」

「追い詰められた状況なのに、裏がないか確かめようとしている。俺の申し出をのむしかないとわかっていながら」

　勝ち誇ったように言われて唇を噛んだ。

　そうだ。私には選択肢なんてない。この人がなにを企んでいようと、私の答えは最初から決まっている。

　膝の上で握った手が震えた。改めて突きつけられた立場の違いに悔しさが込み上げる。

「まあ、そんな顔をするな」

　ふっと吐息を漏らし、彼は組んでいた脚を解く。いきなり私の頭に手を伸ばし、ぐしゃぐしゃと撫でまわした。

「な、なにを」

「いいだろう。おまえの覚悟に免じて、教えてやる」

「へ？」

　深い茶色の瞳が私をまっすぐ見下ろす。ただそこに座っているだけなのに、体から高貴なオーラがあふれているみたいだった。

　普通だったら近付くこともできない相手とこうやって並んで座っていることが不思議でならない。

　そんな二條家の御曹司が、小さな秘密を打ち明けるみたいに口にする。

「名門一族の子息というのも窮屈なもので、俺はこれまでどこぞの令嬢だとか良家の子女だとかと、さんざん見合いをさせられてきた。もっともその都度手ひどく断ってきたがな。相手の方が逃げ出すくらいの暴君を演じて」

　演じたのではなく素なのでは？と言いそうになり、こらえていると目が合った。私の心なんてお見通しだというようにニヤリと笑って、彼は続ける。

「だが俺も今年で三十だ。二條家の男がこの歳になっても所帯を持ってないんじゃ、さすがに体裁が悪い」

「さんざんお見合いを断ったって。付き合ってる人とか、結婚したい人がいたからではなくて？」

「そんな相手はいない」

「……ひとりには縛られたくなかったってことですか？」

　思い出されたのは事務所で焦った顔をしていた沢渡さんだ。私をミーティングルームに押し込んだ彼が口にしていた言葉。

『常務って女グセが悪いって有名なんだ』

　同時に、桜の巨木の下で女性と唇を寄せ合っていた姿が頭をよぎる。

　革のシートに悠然と沈む二條雅臣に、「女好きだそうですね」とはっきり言うと、彼は切れ長の目をきょとんと瞬いた。それから「ほう」と眉を持ち上げて薄く笑う。

「俺に面と向かってそんな風に言った女ははじめてだ。さすがだな」

「え……？」

　横目で私を見ていた彼は、どことなく楽しそうな口調で続けた。

「政財界との繋がりのために俺の結婚を利用しようと躍起になっていた親父も、ここへ来て根負けしたらしい。俺がいつ仕事を辞めて放蕩息子になってもおかしくないと踏んで、婚姻届を出しさえすれば相手が誰であろうと構わないことにしたそうだ。家名を汚されるよりはマシなんだろ。いずれにせよ、次期当主は長男の兄貴だしな」

「それなら、あなたと結婚したい人はたくさんいるんじゃないですか？　だって二條家の御曹司でしょ」

「二條家の人間だから結婚したい。そんな風に寄ってくる女と籍を入れろと？」

　それまで饒舌に語っていた唇がゆがんで凛々しい眉が寄った。不機嫌そうな顔で私を見下ろし、彼は吐き捨てる。

「二條の看板に釣られてきた女を迎え入れる気はない。そんなハイエナ女と婚姻関係を結ぶくらいなら、世間になにを言われようと独身でいる方がマシだ」

　深い茶色の瞳が急激に陰って胸がひやりとした。体内の蒸気を押し出すようにふっと息をつくと、彼はわずかに光を取り戻した目で私を見る。

「俺がおまえを選ぶ理由は、ひとつだけだ」

　低い声は車内の空気を貫くようにして、まっすぐ届く。

「おまえは、あの刑務所みたいに厳重な二條家の塀をたったひとりで乗り越えてきた」

　脳裏によぎるのは薄紅の花びらが舞う庭園の景色だ。まるで花吹雪の中に突然現れた妖精の王子様みたいに、高貴な光に包まれていた彼――。

「間違いなく度胸がある。二條の家でやっていくために必要な唯一の資質だ」

　言葉が出なかった。まっすぐ注がれる視線の強さが尋常じゃない。

　そんなはずはないのに、まるで『おまえが必要だ』と言われた気がした。

「瀬戸口愛。俺の妻になれ」

　これはプロポーズなのだろうか。

　外見ばかりが麗しく、中身はなにひとつ見えてこない二條家の次男――二條雅臣。

「私は、あなたのことを愛してないです」

「……俺もだ」

　振動のない車内で、お互いを睨むように見つめ合う。

　つまりこれは――契約結婚。

　ぶれることなく注がれる瞳から目を逸らし、気付かれないように小さく息をついた。

「あなたと結婚したら、私はなにをすればいいんですか」

　ふっと吐息が漏れる音に目を向けると、二條雅臣は微かに笑っていた。話が早いという風に口を開く。

「まず、派遣の仕事は辞めてもらう。その代わり、借金や母親の医療費はこちらで負担しよう。それから二條家の人間の前では控えめであること。最低限のマナーを身に付け、必要があれば妻としてあらゆる場所に同行してもらう」

　それ以外は自由だ、と付け足す彼に、私も付け加える。

「そして、あなたも自由に振る舞うわけですね」

　体面のために私という妻を据えておけば、彼は裏で自由に女性と付き合える。つまり、私はお飾りの妻になるのだ。

　これから先に訪れるかもしれなかった誰かとの恋愛の機会を捨て去って、恋も愛も知らないまま、ただ形だけの妻として役割を果たす。

　女として愛されることもなく、お母さんがことあるごとに思い出しているような、最愛の夫との思い出も得られないまま――。

　それでも、あの絵を手に入れられるのなら。

「わかりました。お受けします」

　口にした瞬間、彼の目がわずかに広がった。瞳に反射していた光が増幅してよりいっそう目の力が強くなる。

「そうか」

　私は今、間違いなく自分の人生を売り渡した。だけど不思議なことに悲しい気持ちは微塵も生まれなかった。ただ――。

「よろしくな。愛」

　私を見つめる視線は恐ろしいほど一直線だ。胸がやたらと騒ぐのはこの人のことが怖いのか、それとも今後のことを憂えているのか。あるいは――。

　窓の外に目を向けると辺りは炎に巻かれているみたいにオレンジ色だった。自分でもよくわからない感情を抱えながら、私は車窓を流れる夕暮れの街並みをぼんやり眺めた。










２．強情夫婦のベッドルーム




　薄紅色に覆われていた桜の樹に緑が芽吹き、葉の割合が多くなった連休前の金曜日。引き継ぎ作業を終わらせて最後の挨拶をし、会社からアパートに戻ったところで目を疑った。

「な……」

　私の住む木造アパートの二階の部屋から、荷物が運び出されている。

　見覚えのある棚やテーブルが通りに停まった引っ越し業者のトラックに次々と積み込まれていくのをしばらく呆然と眺めてからハッとした。

「なにしてるんですか！」

　トラックに乗り込もうとしていた作業服の男性に声をかけると、彼は手にしていた書類から顔を上げた。不審そうに私を見下ろしアパートとトラックを交互に見る。

「なにって、引っ越し作業です」

「それは見ればわかります！　そうじゃなくて、そこ私の部屋なんです。引っ越しなんて頼んでない。戻してください」

「いや、そう言われても」

　先に乗り込んでいた運転席の男性と目を合わせて困ったように私を振り返る。

「俺たちは言われた通りに作業してるだけなんで。なにかあれば営業所の方に問い合わせてください」

　私に名刺を押しつけると彼は助手席に乗り込んでドアを閉めてしまった。

「ちょ……」

　エンジンが音を立て私の荷物を積んだトラックが走り去る。

　あまりに唐突だった。通りに突っ立ったまま夕日が赤く燃える方向に向かって小さくなっていくトラックをただただ見送る。

　いったい、なにが起こったの……？

　見上げると、二階のドアは開けっ放しになっている。五年前からつい今朝まで普通に暮らしていたそこは、通りから見た限りがらんとしていた。

　その時、カバンの中でスマホが震えた。半ば放心状態のまま取り出してみると着信だ。見覚えのない番号を不審に思う余裕もなくそのまま出ると低い声がした。

《俺だ》

「俺？」と繰り返すと、少し笑ったような声で《おまえの旦那様だよ》と返ってきた。

《引っ越し作業は終わったか？》

「引っ越し作業って、え、まさか。あなたが勝手に手配したんですか？　どうして」

《どうしてもなにも、おまえはこれから俺の家に住むんだろう》

「だからって、こんなに急に」

　通りの真ん中で話し込んでいたせいだろうか。すぐそばで人の気配がし、私は道路の隅に寄った。スマホに耳を押しあて声を潜める。

「困ります、私にだって事情が」

《あんなぼろアパートに住んでなきゃいけない事情か？》

　電話越しに含み笑いが伝わってきてムッとしていると、肩を叩かれた。スマホを持ったまま振り返り、そこに立っていた人物に唖然とする。

《それより愛、今から――》

「すみません、ちょっと切ります」

《はっ？》

　通話を切り、私は振り返った。スーツ姿のその人は黒縁眼鏡の奥の目を柔らかく細めて笑っている。ついさっき会社で顔を合わせていた時と同じ、人がよさそうな顔で。

「やあ、愛ちゃん。なにか困りごと？」

「沢渡さん。どうしてここに……？」

　毎日一緒に仕事をしていた彼は派遣社員の私にもとても親切にしてくれたし、頼りがいのある同僚だった。

　だけどそれは職場においての話だ。会社を辞めた今、この場所に沢渡さんがいることの違和感がすさまじい。

　不穏な音を立てる胸を右手でギュッと押さえていると彼はなんでもないように口にする。

「この間の忘年会の時にさ、御み沢さわ駅の近くに住んでるって言ってたでしょ。だからちょっと、探しちゃった」

　背筋がぞっと寒くなった。

　それってつまり、家までつけてきたことがあるんじゃ……。

　夕日が沈み、辺りは暗くなりはじめている。通りに人気はなく、じわりと嫌な感覚が背中を下りていく。

「愛ちゃん、うちの会社だけじゃなくて派遣自体を辞めるんだって？」

　私が一歩後ずさると、沢渡さんは同じ歩幅で一歩前に踏み出した。じりじりと追い込むように間合いを詰めてくる。

「俺さ、本当に愛ちゃんのこといいなと思ってて。もう会えなくなると思ったら、いてもたってもいられなくて」

　顔をゆがめる彼の目に狂気じみたものを感じて私はとっさに走りだした。けれど、すぐに腕を掴まれて引っ張られる。抵抗する間もなく振りほどけないような強い力で抱きしめられた。

「や、放して！」

「愛ちゃん、俺と付き合ってよ」

　耳元で囁かれ、ぞくりと背筋が粟立つ。

「嫌、です」

　抜け出そうともがいても沢渡さんはびくともしない。それどころかますます強く抱き竦められ頭に唇をつけられる。髪をなぞるようにこめかみまでキスをされ、虫が這っているみたいなその感覚にぞわぞわと嫌悪感が込み上げた。

　体が震えて、声が出ない。

「照れてるの？　かわいいな」

　強引に顎を掴まれたと思ったら顔を覗き込まれた。眼鏡の奥の瞳は笑っているのにどんよりと陰っていて、怖気が止まらない。

「愛ちゃん、好きだよ」

　目を見開いたまま、顔が近付いてくる。

「嫌っ」

　押しのけようとした手を取られ、完全に身動きが取れなくなる。下りてくる唇にぞっと背筋が寒くなった時だった。

「俺のものに触れるな」

　耳に入った声に、心臓が跳ねる。

　聞き覚えのあるこの低い声は――。

　沢渡さんの背後に立っている彼と、目が合った。すべてを見下しているみたいな冷たい瞳で、その人は自社の従業員を見据えている。

「俺の、もの……？」

　私に顔を寄せていた沢渡さんが動きを止めた。振り返ったその横顔に、驚愕の色が広がっていく。

「え……常務？」

「妻を放してもらえますか。沢渡主任」

　沢渡さんの腰を抜かしそうなほどの驚き具合に二條雅臣は口角を上げた。余裕たっぷりの彼に対して沢渡さんは状況がのみ込めないようで、目を白黒させている。

　無理もない。

「どうしてあなたがここに。ていうか、え？　今、妻って……」

「行くぞ、愛」

　腕を掴まれ、引きずられるように歩きだす。呆然としている沢渡さんを残して、促されるまま近くに待機していた車に乗り込んだ。

「あの、どうして」

　走りだした車の中で隣を見上げると、二條雅臣は横目で私を見てつまらなそうに答える。

「通りがかっただけだ」

「通りがかったって……」

　その瞬間、いきなり頭を引き寄せられて小さく悲鳴をあげた。こめかみに唇が触れ、驚いている暇もなく耳にキスをされる。

「え、なん」

　心臓がひっくり返ったように息ができなかった。音のない車内で至近距離から見つめられる。

　切れ上がった意志の強そうな眉とは反対に目尻はわずかに下がっていた。鋭い印象の切れ長の目が、今はどこか心配そうに揺れている。

　焦げ茶色の虹彩に思わず見入っていると、鼻先が触れ合う距離にいた彼が、ふ、と吐息をこぼした。

「目が大きいな」

　ぽつりと言われて、一瞬ぽかんとする。それからとっさに両手で目を隠した。

「どうせ童顔です！」

「誰もそんなことは言ってない」

　大きな手がくしゃっと私の前髪をかき上げる。ためらいのない手つきに、どきりと胸が跳ねた。同じ男の人の手なのに、沢渡さんとは全然違う。ごつごつと骨ばっていて温かくて、どういうわけか心がほぐれる。

　そして今さら気付いた。沢渡さんに抱きしめられて、私は恐怖を感じていたのだ。強い力に押さえつけられ、体の自由がきかなくなる恐ろしさを目のあたりにした。

　目の奥がじんわり熱くなっていき、ギュッとまぶたを閉じる。

「……泣くな。あの程度で」

　目元を両手で覆ったまま、唇を噛んだ。

「泣いて、ない」

　涙の筋が頬をつたっていく。自分がどれだけ無力な人間なのかを、思い知らされた気がした。

　長年住んでいた場所をあっさり取り上げられ、好きでもない会社の人に簡単に身動きを封じられる。お金も権力もなくて、最愛の母に満足な治療も受けさせてあげられなかった。

　私はなんて弱い人間なんだろう。

　ずっと張りつめていた糸が切れたみたいに、ぼろぼろと涙が落ちていく。

　ふいに肩を掴まれて引き寄せられた。硬い胸に顔を押しつけられ、どことなく柑橘系の爽やかな匂いが鼻をかすめる。条件反射のように私は彼のシャツを掴んだ。まるで縋りつくみたいに。

　大きな手が私の頭をそっと撫でる。子どもをあやすみたいな力強くて優しい感触に気持ちが緩んで、そのまま目を閉じた。

　しばらくして気が付くと、停車していた。窓の外は暗く一瞬自分がどこにいるのかわからなくなる。

「起きたか」

「え、私。寝てた……？」

　ぼんやりしながら呟くと、上から答えが降ってきた。

「ほんの二十分程度な」

「わ」

　膝にかじりつくような体勢から慌てて飛び起きる。見ると運転席は空っぽだ。ガレージらしき倉庫の前に停められた車の中には、私と彼しかいない。

　悠然と座っている二條雅臣をそっと見上げる。

　どうして起こさなかったんだろう。もしかして……寝かせてくれた？

「なんだ、じろじろ見て」

「い、いえ。すみません、降りましょう」

　ドアを開けようとした手を掴まれて、振り返る。思いがけず端正な顔が接近していてどきりとした。固まっている私に唇が近付く。

　暗がりではっきり陰影を作る彫りの深い目元。その鋭い目で見つめられると、魔法でもかけられたかのように動けない。

　美しい輪郭を帯びた唇が私の目尻に触れ、頬に触れた。涙が乾いて突っ張っていたところをなぞられて、ひときわ胸が反応する。

「な、なにを」

　頬を押さえる私を見下ろし、二條雅臣は平然と口にした。

「……消毒だ。妙な菌を持ち込まれては困る」

　絶句している私から目を逸らし、彼はドアを開けて外に出た。二條家の広大な敷地が、群青の空の下に広がっている。車内にいる私に手を差し出して、二條雅臣は唇の端だけを器用に持ち上げた。

「ようこそ、二條家へ」




＊＊＊




　横たわっても足先がちっとも端に届かない大きなソファに仰向けになると、二階まで吹き抜けになった天井が目に入る。

　白い壁に木目調の家具や梁。明るくて温もりを感じられる上にモデルルームのようにあちこち磨き抜かれたこの家は、前に一度入ったことのある古い洋風の邸宅とはだいぶ趣が異なっている。

　思ったよりも居心地がいいのは確かだけれど、一週間経った今も慣れそうにない。

「うーん、暇……」

　クッションを抱きしめながらソファの上でごろごろしていると、くすりと笑う声が聞こえた。

「紅茶を淹れましたので、お茶になさいますか？　愛様」

　お盆を手に私の顔を覗き込んだのは、無地の白シャツに黒いパンツというシンプルな装いにエプロンをかけた三十代半ばの女性だ。テーブルに紅茶セットを用意する彼女に、私は身を起こしながら抗議する。

「『様』はやめてくださいって言ったじゃないですか、楓かえでさん」

「失礼しました。では愛さん。今日は『マダムクレージュ』の焼き菓子がありますよ」

　長い髪をうしろでひとつに束ねて微笑む彼女はいわゆるお手伝いさんで、この家の家事全般を請け負っているらしい。

　一週間前に二條家にやってきた時はいったいどんな恐ろしい生活が待っているのかと身構えていたものの、今のところ拍子抜けするくらい穏やかな日々が続いていた。

　私に与えられた居場所はアンティークの家具やシャンデリアが飾られていた重厚な本邸ではなく、同じ敷地内に建つ二條雅臣の邸宅だ。

　平日に家事をしにくるという楓さんは二條家の使用人としてずっと住み込みで働いていたけれど、結婚をしてからはパートタイムに切り替えてこの雅臣邸に通っているらしい。

「それにしても、雅臣様が女性をここに住まわせるなんて本当に驚きです」

「またその話ですか」

　鮮やかなターコイズで模様が描かれた紅茶ポットから同じ模様のカップにお茶を注いで、楓さんはうれしそうに笑う。彼女が慣れた手つきで扱う陶器はイギリスの名門ブランドのもので、ポットだけで十万円以上するらしい。

　抱きしめていたクッションを座面に戻し、私は慎重にカップを持ち上げる。今座っているソファは三百万円以上するイタリアの最高級ブランド品だ。最初は座ることすらはばかられたけれど、そんなことを言っていたらこの家では暮らしていけない。なにせそこら中の物が、私の想像を二桁ほど上回る高級品なのだ。

　だから開き直って座り心地を最大限堪能するようにソファへ寝そべるところまではいけたけれど、さすがにお茶をこぼす勇気はない。

「だって雅臣様は、今まで誰ひとり女性をこの家に入れたことがないんですよ」

「楓さんは入ってるじゃないですか」

　焼き菓子やケーキが置かれた三段式のスタンドを私の前に置きながら、彼女は苦笑する。

「私は使用人ですから」

「でも、楓さんしかここには入れないんでしょう？」

　この雅臣邸に上がることが許されているのは、家族以外では楓さんと彼女の伯父でもある使用人の取りまとめ役、つまりは執事の坂城さんだけらしい。

「私はあの方と付き合いが長いですからね。小さな頃は一緒に遊んだものです。もちろん、弱みもたくさん握っています」

　冗談めかして笑う楓さんはとてもさっぱりした女性だ。慣れない環境に放り込まれた私にとって、彼女の存在は救いだった。

「それじゃ、雅臣サマは女性を連れ込む時は本邸の空き部屋を使うんですね」

　二條雅臣にとってはこちらが自宅で、あの洋館が実家のようなものだ。そう考えると女性を連れ込むのにあちらの家を使うというのは妙なものだなと思った。

　そういえば、はじめて見た時も彼は庭園の隅で女の人といちゃついていたし、私を抱えて連れて入ったのも本邸だった。

　私の言葉には答えず、楓さんは時計を見上げた。

「お母さまのお見舞いは、いつもの時間に行かれるんですか？」

「はい。四時くらいに出ます」

「では車を準備させますね」

「いえ、いりません！　電車で行きますから！」

　慌てて両手を振ると彼女は「そうですか」と目をぱちくりして答えた。

　どうしても経緯が説明できなくて、私はまだ母に仕事を辞めたことを伝えていなかった。だからどんなに暇を持て余していても、早い時間からお見舞いには行けないし、病院前まで黒塗りの車で乗りつけるなんていう目立つ行いもできない。

　この一週間は病院に行く以外はずっとこの邸宅で過ごしていた。私の存在は本邸の人たちにはまだ内緒になっているらしく、不用意に敷地内をうろつくなと言い置かれている。だからせっかく広大な庭があるのに散歩することもできない。

　これまで忙しく過ごしていた私にとって、執事の坂城さんから一日三時間のマナー講習を受けるだけの生活はなにもしていない状態と同じだった。ひどく落ち着かなくて家事を手伝おうとしたこともあったけれど、楓さんに「私の仕事ですから」と断られてしまったのだ。

「花でも育てればいいのかしら」

　窓の外に広がる庭園を眺めながら紅茶を啜っていると、突然低い声がした。

「そんな飲み方じゃ、先が長そうだな」

　カップを落としそうになり、慌てて片手を添えた。振り返ると、仕立てのよさそうなダークスーツに身を包んだ二條雅臣が立っている。

「雅臣様、おかえりなさいませ」

　楓さんにカバンを渡し、彼はネクタイを緩めながら近付いてくる。

「坂城は随分おまえを甘やかしてるようだな」

「とんでもない！　めちゃくちゃスパルタです！」

　反論すると、彼は隣のスペースに腰かけ、私が置いた紅茶を受け皿ごと持ち上げた。

「ローテーブルなら、カップはソーサーごと持つのが基本だ」

　カップのハンドルを親指と人差し指と中指でつまみ、優雅に口に運ぶ。その仕草が完璧に様になっていて、本当に上流階級の人なのだなと再認識した。

　というか、間接キスなのでは……。

　当の本人はまったく気にする様子もなく、喉が渇いていたのか残っていた紅茶を空にしてしまった。

「愛さんはマナー講習ばかりで疲れていらっしゃるんですよ。気分転換が必要なのでは？」

　楓さんの言葉に私が激しく頷くと、二條雅臣は怪訝そうに眉をひそめる。

「やりたいことをなんでもやればいいだろ。必要なものは坂城に言って用意させればいい」

「やりたいこと……」

　私が首をひねると、彼は呆れたように続けた。

「買い物に行くなり趣味に没頭するなり、いろいろあるだろ。ああ、三階のシアタールームも自由に使っていいぞ」

　言われた言葉があまりピンとこなくて、遠くの天井を見つめてから目を閉じた。

　そういえば、私には趣味らしい趣味がない。

　これまでずっと家事をやって、働いて、病院に行っての繰り返しだった。生きるだけで精いっぱいで、友達と遊んだ記憶は小学生の頃を最後に途切れている。中学に上がってから母が体調を崩すことが増えて、家のことを積極的に引き受けるようになったから、あまり遊ぶ暇がなかったのだ。

　自分の心を満たすためになにかをやったことなんて、あったかな。

　黙り込んでいると、隣から「はあ」と大きなため息が聞こえた。

「おまえはなにが好きなんだ？　これまでやりたくてもできなかったことだってあるだろ」

「食べることは好きです。前にテレビで見たことのある『グランド・フロンティアホテル』のエッグベネディクトは食べてみたいなぁ」

「他には？」

「絵も好きですよ。あと『キャッツパーク』には一度行ってみたいと思ってました」

「なんだ。いろいろあるじゃないか」

　涼しげな目は『自由にやればいい』と告げている。私は目を逸らしてソファに深く沈み込んだ。

「いいです、べつに。平気です」

　ひとりで出かけたってつまらないし、それに……。

　日に日に衰えていく母の顔が脳裏をよぎった。

　お母さんが大変な状況なのに、私だけ遊びに行くなんて、できない。

「……あの絵は、いつ返してくれるんですか」

　そっと隣を見ると、彼の凛々しい眉がわずかに寄った。

「おまえはまだ、二條の人間になっていないだろう」

「そうです、けど」

　私は今、平日の午前と午後のあわせて三時間、坂城さんのマナー講習を受けている。

　お辞儀の仕方から食事の仕方、車の乗り方まで、日常における最低限のマナーを身に付けないと彼の家族に会わせてもらえないのだ。

　この家に来た日に婚姻届に記入も捺印も済ませたのに、二條家の嫁としてふさわしい所作を体得してご両親に挨拶を済ませないと、役所に出せない。

　ギュッと唇を噛む。間に合うの……？

　俯いていると、ふと大きな手が触れた。私の頭をポンポンと叩き、二條雅臣はやれやれといった感じで口にする。

「思い詰めるな。手配はしてある。おまえの準備さえ整えばすぐにでも動ける」

　目が合って、どきりとした。いつも相手を見定めるように鋭く光っている瞳に、優しい色が灯っているように見える。

　表情は笑っていないし、というかそもそも楽しそうに笑ったところを見たことがないし、声だって低くて冷たい。それなのに、私の胸には温かななにかが滲んでいく。まるで乾いた地表に柔らかな湯が湧き出したみたいに。

　不思議に思ってから、頭に触れる手に思い至った。男の人に撫でられるなんて子どもの時以来だ。

　なんだか、安心する――。

　気持ちがほどけそうになってハッとした。慌てて顔を伏せ気付かれないように息をつく。

　この人は私の弱みに付け込んで契約結婚を持ちかけてきた傲慢な人間だ。女好きで偉そうで、お金や権力にモノを言わせるような。そんな相手にほだされてどうする。

　両手を握りしめていると、隣の彼が腕時計に目を落とした。

「そろそろ見舞いに行く時間じゃないのか」

「あ、そうでした！」

　弾かれるように立ち上がった私を見て、二條雅臣はぽつりと言う。

「ついでだ。乗っていけ」

「え……？」

「俺はまだ仕事が残ってるんだよ」

　ジャケットの内ポケットからスマホを取り出してどこかへ電話をかけながら、「早く支度しろ」と顎をしゃくる。

「で、でも」

「病院手前の駅で降ろしてやる。それなら目立たないだろ」

　そこまで言ってから、電話相手と繋がったのか話を一方的に終わらせてしまった。

　むうっと唇を突き出す。なんだか思考を先回りされている気がする。私の考えていることなんてお見通しということだろうか。

　御曹司という人種の底の知れなさに眉をひそめながら、ドアに向かって歩きだす。とりあえず支度をしないと。

　私の荷物が運び込まれた部屋は二階にある。対して二條雅臣の寝室は三階だ。洗面所やバスルームはそれぞれの部屋に備えつけられているから、同居といってもあまり実感は湧かなかった。顔を合わせるのは主に彼の出勤前と、夕食を一緒に取る時くらいだ。

　キッチン脇を通りかかった時、楓さんが通話を終えた二條雅臣に声をかけた。

「雅臣様。今日のお夕食はいかがされますか？」

「愛が帰る頃には俺も戻る。いつも通りにしてくれ」

「はい。かしこまりました」

　ソファから立ち上がった彼が、腕時計を気にしながらこちらに歩いてくる。すれ違いざま私を一瞥し「表にいるから、急げよ」と言ってさっさと廊下に出てしまった。

「強引すぎる」

　開きっぱなしのドアを見つめてため息をこぼすと、洗い物をしながら楓さんがくすくす笑った。

「かわいい人ですよね」

「どこがですか？」

　思い切り振り返ると、彼女は女神みたいに優しい微笑みを浮かべた。

「愛さんも、今にわかりますよ」




　朝、目を開けると白くて平らな天井がどこまでも続いているように見えて、一瞬自分がどこにいるのかわからなくなる。二條家に来てから十日が経過してもそれは変わらなかった。

　体を起こし、部屋の中央に設置された大きすぎるベッドの上で、まだ馴染めない室内をぼんやり眺める。

　あくびをひとつこぼし、蹴とばしそうになりながらスリッパを履いて窓辺へ向かうと、カーテンの隙間から差し込んだ光がフローリングに眩しい筋をつくっている。

　リビングと同じ白壁と木目で統一された部屋はあまりにも広かった。私が住んでいた六畳一間のアパートの五倍くらいはありそうで、かえって落ち着かない。

　備え付けの洗面所で急いで顔を洗い、ワンピースに着替えて逃げるように部屋を後にする。階段を下りると、香ばしいコーヒーの匂いが鼻をかすめた。

「おはようございます。愛さん」

　キッチンに立つ楓さんの微笑みで、ようやく人心地がつく。毎朝それの繰り返しだった。

「この家、広すぎると思いません？」

　ダイニングテーブルに着き、用意されたコーヒーを口に運ぶ。楓さんはテーブルにサラダやパンを並べながら小さく笑った。

「そうですね。掃除はなかなか大変です」

「じゃあやっぱり私、お手伝いを」

「いいえ。それには及びません」

　胸を張り、「私、プロですから」といたずらっぽく言う楓さんに「そうですよね」と返してからテーブルに目を戻した。私の正面の席にも朝食が準備されていて不思議に思う。

「あれ、今日はふたりぶん？」

「はい。雅臣様が今日は午後出社で。朝食はこちらで召し上がるそうです」

「そうですか」

　会社の役員としてどういう仕事をしているのか私にはさっぱりわからないけれど、二條雅臣はなかなか多忙だ。いつも私がダイニングテーブルでコーヒーを飲んでいる頃にスーツ姿で下りてきて、そのまま出かけていく。朝食はいつも車内で取っているらしい。

「あの人、ずっとここに住んでるんですか？」

「なんだ。ようやく俺に興味が湧いたのか？」

　背後から低い声が聞こえて、むせそうになった。

　私が呼吸を整えている間に、シャツにジーンズというラフな格好をした二條雅臣が正面に座る。普段はかけていない黒縁の眼鏡が妙に似合っていて胸が鳴った。そっと目を逸らす。どうにかケチをつけたいけれど、端正な顔にはやっぱり隙がないのだ。

　なんとなく悔しい気持ちになりながらサラダにフォークを伸ばすと、彼がコーヒーを口に運びながら言った。

「おまえは俺のことをほとんど知ろうとしないよな。よっぽど自分の旦那様に関心がないらしい」

　つまらなそうな視線を向けられて、ムッとした。

「あなたがそういう相手がいいって言ったんじゃないですか。二條の名前に釣られてくる女なんてごめんだって」

　だから私は、なるべく彼に踏み込まないで自分の役割だけに集中しようとしているのに。

　プチトマトを口に放り込む私をジッと見て、彼は「そうだったな」と呟いた。

「だが、それとこれとは別の話だ。それから」

　睨むような視線を注ぎ、二條雅臣は鋭く言う。

「俺のことは名前で呼べ」

　ニュースでもチェックしているのか、テーブルの端に置いたタブレット端末に目をやってから私に視線を戻す。

「自分の夫の名前を知らないわけじゃないだろう」

「名前で……」

　そう言われるとかえって呼びづらい。雅臣、雅臣と口の中で練習するように呟いていると、目の前にオムレツとソーセージが載ったお皿が置かれた。

「雅臣様も大学生の時はひとり暮らしをされてたんですよ。都内の高級タワーマンションで」

　私たちの前に皿を置きながら楓さんが楽しそうに雇い主を見やる。あらゆるものが私の感覚と違っていたこの家でも、出てくる朝食だけは食べ慣れたものでホッとした。とはいえ、この卵やソーセージの価格は私が買っていたものとは天と地ほども違うだろうことは明白だけれど。

「じゃあ、働くようになってからここに戻ってきたってことですか？　どうして」

　この二條邸は敷地がリゾートホテルかと思うくらい広大だけれど、都心からは車で四、五十分くらいかかる場所にある。通勤のことを考えると都内でマンションに暮らしていた方が便利そうなのに。

　口元に手をあてて、楓さんは「うふふ」と意地悪っぽく笑う。

「雅臣様は繊細でいらっしゃるから、癒しがないと生きていけないんですよね」

「楓。余計なことを言わなくていい」

「はい、申し訳ありません」

　びしりと背筋を伸ばし、彼女は小さく舌を覗かせて私にウィンクしてみせた。ふたりのやり取りにきょとんとしていると、正面の御曹司様が「まったく」と唇の端を微かにゆがめる。

「緑がないところが苦手なんだ。マンション暮らしなんて理解できない。あんな四方八方をコンクリートに囲まれた塔で、どうやったら安眠できるんだ」

「もしかして、高いところが苦手なんですか？」

「違う。高層ビルが嫌いなだけだ」

　ムキになってコーヒーを啜る姿に、思わず吹き出してしまった。じろりと冷たい目で睨まれたけれど、ふて腐れている子どものようにしか見えない。

「なるほど、そうだったんですね。ちょっと意外です」

「だから俺は」

「はいはい、わかりました雅臣様」

　冗談半分にサマ付けで呼ぶと、彼は「ふん」と鼻を鳴らして目を逸らしてしまった。

　なるほど、傲慢なだけだと思っていた御曹司様にも、ちょっとはかわいいところがあるのかもしれない。

　朝食を済ませると、十時からのマナー講座が始まるまで時間が余る。今日はなにをして過ごそうかと考えていたら、ソファに移動していた雅臣が声を張った。

「愛、こっちへ来てみろ」

「なんですか？」

　柱を回り込んでリビングに向かうと、フローリングにイーゼルが置かれていた。木枠に布を張った小さめのキャンバスと筆や刷毛など、絵の具のセットまで用意されている。新品らしくパッケージに包まれたそれらを見下ろして、ぽかんとした。

「これは？」

「絵が好きなんだろう。好きなように使え」

　唖然としてしまった。ソファで長い脚を組んでいる彼は、なんとなく得意そうな顔をしている。もしかして、私が好きだと言ったからわざわざ用意したのだろうか。

　困惑しながら、まだ何色にも染まっていないフラット型の硬毛筆を一本手に取った。太いものから細いものまで、ご丁寧に二本ずつ用意されている。

「好きとは言いましたけど、描くとはひと言も……。しかもコレ、油彩用でしょ？　私油絵なんてやったことないです」

「なんだ、そうなのか」

　驚いたように凛々しい眉を持ち上げると、彼はテーブルに目を落とす。

「じゃあコレならどうだ？　ちょっとなにか描いてみろ」

　そう言って差し出したのは厚い画用紙が綴じられたスケッチブックだ。

「描いてみろって言われても」

　一緒に渡された４Ｂの鉛筆は丁寧に削られていて、脆そうな芯がきっちり尖っている。

「好きなものを描けばいい」

　まっすぐ見つめられて、ぐっと息をのみ込んだ。

　この人、私が気分転換をしたがったから、わざわざ絵の道具を用意してくれたんだ。そう思うと無下に突き返すこともできない。

「好きなもの……」

　ひとりがけソファに腰を落とし、鉛筆を握り直す。

　他人が描いた絵を見るのは大好きだけど、自分が描くとなると話は変わる。スケッチブックに向かうなんて中学生の時の写生大会以来かもしれない。

　真っ白な紙の上にイメージを膨らませていると、少しずつ気持ちが沸き立っていく。それから私はゆっくりと鉛筆を走らせた。

　自分でも意外なことに、だいぶ集中していたらしい。ハッとして紙面から目を上げると、隣のソファで本を読んでいた雅臣がページをめくる手を止めた。

「できたか」

「はい。思いのほか力作になりました」

「ほう。見せてみろ」

　私が渡したスケッチブックを「どれどれ」と覗き込み、彼は動きを止めた。

「これは……」

　端正な顔をより知的に見せる眼鏡の奥で、深い茶色の瞳が大きく広がる。

「宇宙人、か？」

「ネコです！」

「なんでネコが直立してるんだ」

　私に目を向ける彼が、見たことのない表情を浮かべる。呆れているような、憐れんでいるような……。

「ち、父親が画家だからって、その子どもまで絵がうまいとは限らないでしょう！」

　というか、私はうまく描けたつもりでいたのに！

　信じられないような顔をしている彼に、持っていた鉛筆を押しつける。

「それなら、あなたも描いてみてください！　人の絵を批評できるくらいだから、さぞかし絵心があるんでしょう」

「ふっ」と鼻で笑って彼は鉛筆を受け取った。厚紙のページをめくり、シャッシャと軽快に黒い線を走らせていく。ためらいのない鉛筆さばきに鼓動が速くなる。

　もしかして、本当に上手なの？

「できたぞ」

　得意げにスケッチブックを渡されて、おそるおそる覗き込んだ。そこに描かれていたのは――。

「なんですか、これ」

「どこからどう見てもネコだろう」

「どこからどう見ても四つ脚の……テーブルに見えますが」

「バカめ、どこに目をつけてる。ここに頭と尻尾がちゃんとあるだろう！」

　ちょっとムキになって説明する彼に、思わず吹き出してしまった。

「偉そうなことを言ってて、御曹司様の絵心も大したことないですね」

　ふいに頬を掴まれ「ふぐ」と声が漏れる。長い指に両側の頬を引っ張られ、真正面から整った顔に凄まれた。

「ほう、旦那様に偉そうなセリフを吐いたのは、この口か？」

「んうー」

　力いっぱい頬肉を持ち上げられ痛みにもがいていると、引き寄せられるようにますます引っ張られた。

「もう、放してっ」

　ごつごつした手を掴み返した瞬間、目が合う。

　私の手のひらではとても覆いきれない大きな手は、びっくりするほど温かい。はっきりとした二重の目に至近距離で見つめられ、心臓が騒ぎはじめる。

「ちょ、ちょっと」

「愛……」

　低い声が静かに私の名前を呼んだ瞬間、

「なにをやっているんです」

　背後から呆れたような声が聞こえ、とっさに彼から離れた。振り向くと、白髪交じりの頭髪に眼鏡とスーツを着用した五十代半ばの男性が立っている。

「坂城さん！」

　いつ見ても隙のない風貌の彼は、この二條家における使用人の取りまとめ役であり、事務方全般を請け負っている人物だ。真面目で優秀で厳しいけれど優しくて、嘘をつかない人、と評していた楓さんの言葉を思い出す。

　雅臣も同じことを考えたらしい。彼は床に落ちていたスケッチブックを拾い上げると、坂城さんに向かって広げてみせた。

「ちょうどいい坂城、これを見ろ。どっちがうまい」

　私と雅臣の真剣な表情を見比べて坂城さんは目をぱちくりさせる。眼鏡をかけ直すと、御曹司からスケッチブックを受け取った。

「お絵かきゲームでもしていたんですか」

　感情の読み取れない口調で言って、優秀な執事は厚紙に目を落とす。

「これは……」

　雅臣が描いた絵を眺め、ページを戻して私の絵も確認すると、坂城さんは私たちの顔を交互に見つめた。

「どちらがうまくアメーバを描けるか、の勝負ですか？」

　ダイニングキッチンの方から、「ぶはっ」と吹き出す楓さんの声が大きく響いた。




「本当に、ひどい目にあった」

　洗濯用のパジャマや靴下を袋にしまいながらため息をついていると、傍らからくすっと笑う声がした。

「どうしたの愛。今日はやけに楽しそうじゃない」

「楽しそう？　疲れてそうの間違いじゃなくて？」

　着替え用の服をしまう手を止めて、ベッドに横たわっている母を振り返った。

「楽しそうよ。顔が明るいもの」

　そう言う母自身はここのところ痩せたようだった。以前はもっとふっくらしていた頬が目に見えてこけていて胸が痛む。

「ねえ、ちゃんとごはんは食べてる？」

「そうねえ。ちょっと最近食欲がないかもしれないわ」

「そうだ。私プリン持ってきたの。ものすごく美味しいって評判で、行列になっててなかなか買えないお店のなんだから」

「まあ、わざわざ並んだの？」

「う……うん」

　頬が引き攣らないように笑みを浮かべて箱からプリンを取り出しながら、『絶品スイーツ』と大きく書かれていた雑誌を思い出す。

　お屋敷で暇を持て余していた私を見かねて楓さんが用意してくれたその雑誌には、都内で流行っているお菓子がたくさん載っていて、この絶品プリンの店は一時間以上並ばないと手に入らないと書かれていた。

　母は昔からプリンが好きだ。普段はあまり甘いものを口にしないけれど、プリンだけは時々売店で買って食べている。

『この絶品プリン、お母さんに買っていこう』

　出かけようとする私を押しとどめたのは雅臣だった。

　私は普通にお店の行列に並ぶつもりだったのに、「妻にそんなことはさせられない」と言ってどこかに電話をかけた。すると私が病院に向けて出発するまでの間に、絶品プリンは雅臣邸に届けられたのだ。

　ため息がこぼれそうになった。わかっていたことなのに改めて感覚の違いを感じる。彼らは、私が否が応でも費やさないといけない時間と労力を、お金で買えるのだ。とても簡単に、あっさりと。

「あら、美味しい」

「本当？」

「ええ、口の中でとろけるわ。こんなのはじめて食べた。プリンも進化するのねえ」

　ふわりと微笑む母のうれしそうな顔は久しぶりに見る。ふっと体の強張りが取れ、そのまま気持ちまでほどけそうになって慌てて引きしめた。力を抜いてしまうと涙がこぼれそうな気がした。

「本当だ。すごく美味しい」

　プリンにスプーンを差し込んでもうひと口食べようとした時、半分閉めたカーテンの向こうから男性の声がした。

「失礼。こちらにいらっしゃるのは、瀬戸口恵え美みさんですか」

　誰だろうと身を乗り出す。隣と隔てるために引かれた淡い桃色のカーテン越しに見覚えのある顔が目に入ってぎょっとした。

「はい。私です」

　母が答えるとカーテンをわずかに揺らして雅臣が姿を現した。仕事帰りにそのまま来たようなスーツ姿で、手には大きな花束を抱えている。

　どうしてここに……？

　声にならない声をあげている私を一瞥し、御曹司様は優しげに微笑んで母に目を戻した。

「はじめまして。二條雅臣と申します。突然押しかけてしまい、申し訳ありません」

　きょとんとしている母に、彼は紳士然とした笑みを崩さず花束を差し出す。

「ご挨拶に伺おうと常々思っていたのですが、仕事がなかなか途切れず……」

「え、いえ。あの……？」

　黄色やオレンジ色や白色の花がたくさんアレンジされた花束は、くすんだ六人部屋の病室では明るすぎるくらいに鮮やかだ。それを受け取りながら、母は困惑した目で雅臣を見上げている。

　私は頭が真っ白だった。プリンのカップを持って丸椅子に腰かけたまま、呆然と彼を見つめる。

「愛さんとお付き合いさせてもらっています。今日は結婚のお許しをいただきに」

「ええっ？」

「ちょっ！」

　立ち上がった拍子に、丸椅子が倒れた。そのまま彼に詰め寄ろうとしたら、ワンピースの端を引っ張られる。

「愛、そうなの？　もう、どうして言ってくれないのよ！」

　頬を上気させて、母は雅臣を見上げた。

「すみません。今日いらっしゃるって知ってたら、もう少しちゃんとした格好でお迎えしましたのに」

　にこにこと人がよさそうに微笑んでいる彼の本性を、母が知る由もない。彼女は目を輝かせて私を振り向いた。

「とっても素敵な方じゃない。こんな立派な花束まで用意してくださって」

「で、でしょう？」

　もうヤケだった。すすっと彼の横に並び立ち、笑顔を作る。無理やり持ち上げようとした頬が、ひくひくと痙攣してしまった。

「雅臣さんはものすごく傲……優しくて、バカみたいに大きな家……器を持ってて、とってもお金持……頼りになるのよ！」

　いろいろほつれそうになりながらなんとか言い切った途端、するりと伸びてきた手にお尻の肉をギュッと掴まれた。悲鳴をあげそうになって見上げると、雅臣が恐ろしいほど不自然に笑っている。

「愛さんは本当におもしろくて、いつも刺激をもらっています」

「まあ、そうですかそうですか」

　少女のように顔をきらめかせて、母はうんうん頷いている。その顔が本当にうれしそうで、体からふっと力が抜けた。震えそうになる手を握りしめて、私はベッドの母をまっすぐ見つめる。

「お母さん。私、この人と……雅臣さんと、結婚したいと思っています」

　母の目に光が揺れる。涙が溜まった目元を隠すようにして、彼女はベッドの上で居住まいを正した。苦しいだろうにゆっくりと体勢を変えて、正座の姿勢で深々と頭を下げる。

「雅臣さん。不束な娘ですけれど、どうか愛のことを、よろしくお願いいたします」

　胸が締めつけられる。涙が込み上げそうになって唇を引き結んだ。

　頭を垂れている母はとても小さい。今にも消えてなくなってしまいそうなくらい。

　急激な不安が足元から込み上げて全身が震えた。魂を抜かれたみたいに崩れ落ちそうになって、どうにかこらえる。

　どうしてだろう。床が突然ぬかるんだみたいにうまく立っていられない。

　よろけそうになった瞬間、大きな手に肩を掴まれた。私を抱き寄せるようにして、雅臣ははっきりと口にする。

「ご安心ください。彼女――愛さんのことは、私が一生をかけて必ず幸せにします」

　芯のある低い声が、どういうわけか私の胸を震わせた。

　この場限りの中身のない言葉だってわかっているのに。私の肩を支える手があまりにも力強くて泣きそうになる。

　ベッドで小さく肩を震わせている母から傍らに置かれた花束に目を移す。とても明るくて華やかな色合いの花束は、よく見ると母の好きな花ばかりが組み合わせられている。

　私はそっと隣に立つ彼を見やった。

　強引で女好きでお金や権力にモノを言わせる傲慢な雅臣は、憐れむでもなく呆れるでもなく、ただ静かな目で母を見つめていた。

　その後しばらく談笑して病室を後にし、病院から少し歩いた歩道脇に停まっていた車の後部座席に雅臣とともに乗り込んだ。彼付きの運転手がハンドルを操作し車が走りだしてから、私はまっすぐ前を向いている端正な顔をちらりと見上げた。

「どうして、来たんですか？」

　顔を動かさず、目だけで私を見て彼は静かに答える。

「義母になる人だ。挨拶をするのは当然のことだろう」

　至極まっとうな内容なのに、彼が口にすると違和感がすさまじい。

　車に揺られながら私は窓の外に目を向けた。もうすぐ十九時だというのに、空はまだうっすらと明るい。

「ありがとう、ございました」

　口にした言葉が、無音の車内にぽつりと落ちる。

　あまりに突然だったけれど母はうれしそうだった。私の結婚相手と話ができて、ものすごく喜んでいた。

　自分よりも私を優先して考えてきてくれた彼女らしく、私の幸福がなによりも母の幸福なのだと、あらためて感じさせられた。

　ふっと笑みが漏れてしまう。

　空きベッドの目立つ寂れた六人部屋で豪勢な花束を抱えた雅臣は、異次元に紛れ込んだおとぎの国の王子様のようだった。

「まさか、あなたがわざわざ来てくれるなんて、思ってなかった」

「おまえは本当に、俺をなんだと思っているんだろうな」

　切れ長の目を私に向け、彼はため息をこぼす。薄暗い車内で不思議と顔がよく見えた。

　はっきりとした二重まぶたに大きな黒目。凛々しく切れ上がった眉は男らしくて酷薄そうな雰囲気を放つくせに、唇は情の厚さを示すみたいにすこし厚めだ。改めて見ても、整った顔立ちには欠点が見つからない。

　そりゃそうだよね、と思った。

　これだけ顔が整っている上にスタイルもよくて、しかも名家の御曹司ときたら女の人が放っておくはずがない。よりどりみどりなのだから、私が彼だったとしてもひとりの女性に縛られるなんてもったいないと思う。

　今さらながら妙に納得してしまった。

　私が彼に求められた意味。

　表向きだけの奥さんが綺麗な人だったら、遊び相手たちが嫉妬する。だから私くらい平凡な女の方がお飾りとしてはちょうどいいのだろう。

「はあ、お腹空いちゃった。今日の夕食はなんだろうな」

「おまえ、さっきプリン食べてなかったか」

「知らないんですか？　女性の胃袋は甘いものが入るスペースと食事が入るスペースで分かれてるんですよ」

「そんなわけあるか」

　呆れた声に「ふふっ」と笑いながらお腹をさすっているうちに、ハッと思い出す。

「そういえば。さっき、私のお尻を触りましたよね？」

「尻？　そういった俺を惑わせるような部位に触れた記憶はないな」

　首を傾げて本気で考え込む素振りをする。意地悪そうな目で私を見下ろす彼に自意識過剰と言われた気がして頬が燃えた。

「ど、どうせ私には、女としての魅力なんかないです！」

　視線から逃れるようにそっぽを向くと、太腿に置いていた右手を急に掴まれた。驚いて振り向くと笑みが目に入る。きりりとした強い目を柔らかそうに細めて、なにか愛しいものでも見るみたいに雅臣は微笑んでいる。

「かわいいやつ」

　形のいい唇がこぼした言葉に顔が熱くなった。掴まれていた手をとっさに引き抜く。耳のうしろで鼓動が響く。バクバクとうるさいくらいに。

「なんだ？　照れてるのか」

　ニッと口角を上げて端正な顔が私を覗き込む。

「もっと言ってやろうか」

　せっかく逃れた手をふたたび取られ、引っ張られた。体を固定したシートベルトがぐっと伸びる。

「かわいいよ、愛」

　優しい表情で言われて耳まで熱くなる。全身に火がついたみたいに熱くてたまらない。

　目を合わせていられずに顔を逸らしても、耳元で囁かれる。

「おまえは十分、魅力的だ」

　ギュッと目をつぶった。心臓が忙しなく跳ねて、息ができない。

「やめて！　そんな、嘘ばっかり」

「嘘じゃない」

　抵抗の言葉は即座に跳ね返され、彼の大きな手がそろりと頬を撫でる。いつものように力いっぱい言い返したいのに、胸の高鳴りが邪魔をしてうまく声にできない。

「ち、近寄らないで」

　間近に響く低音にぞくぞく背中が痺れるのを我慢しながら、どうにか吐き捨てた。

　甘い囁きなんて、どうせ言い慣れているに違いない。

　精いっぱいの悪口を吐いたのに、彼の気配は遠ざからない。それどころか楽しそうに口にする。

「なぜ？　夫が妻に近付いたらいけないのか？」

　長い指に顎を持ち上げられた。整った顔が至近距離に近付いて、胸が爆発しそうだ。深い茶色の瞳にまっすぐ覗き込まれて金縛りにあったように動けない。

　少しだけ厚みのある唇が近付いてくる。

　音も振動もない車内で、ゆっくりと唇が重なる――直前、ガタンと大きく揺れて車が止まった。

　雅臣が苛立たしそうに運転席に声をかける。

「おい、なにごとだ」

「申し訳ありません。人が飛び出してきて……」

「人？」

　いつのまにか車は自宅に着いていたらしく、フロントガラスの向こうには見慣れた二條家の門扉が見えている。その手前に、栗色のたっぷりとしたロングヘアの女性が立っていた。

「未希……」

　ぽつりとこぼれた雅臣の声が、やけに耳に残る。

　車の前に立っていた彼女は、後部座席の方に回り込んでくると雅臣側の窓をコツコツとノックする。それは彼の定位置を完全に把握しているような仕草だった。雅臣がパワーウィンドウを下ろすと、外に立つ彼女の整った顔がより鮮明になる。

「ねえ雅臣。結婚するって聞いたんだけど、本当？」

　胸をくすぐるような甘い声には聞き覚えがある。それからハッとした。どこかで見たことがあると思っていたら、彼女は私が二條家に忍び込んだ日に庭園の隅で雅臣とキスをしていた女性だ。

　ドクリと心臓が嫌な音を立てる。

「ああ、本当だ」

　雅臣が静かな声で答えると、彼女は綺麗に整えられた眉をわずかにひそめた。

「なによそれ。どういうこと？」

　彼女の目がちらりと私を見る。睨むでも驚くでもなく視線はすぐ雅臣に戻った。彼女の方は私のことなんて覚えていないらしい。

　ふうとため息が聞こえて目を向けると、雅臣がシートベルトを外したところだった。

　ドアを開けながら「行ってくれ」と運転席に声をかける。

　私と目を合わせないまま、広い背中が車を降りていく。思わず手を伸ばしそうになって、慌てて引き戻した。

　なにやってるの、私。

　本邸に向かって歩きだす彼らを車窓に眺めながら、胸に灰色の雲が垂れ込めていく。

　べつに、おかしいことじゃない。

　彼が女性と本邸の部屋でなにをしようが、私には関係ない。だってはじめからそういう約束なのだから。私は契約上の、お飾りの妻でしかないのだから。

　そう思うのに、どこか割り切れない。

　広い敷地内をほんの少し車で移動すると、雅臣邸に到着する。車から降りると、群青色に変わりはじめた空にぽっかりと月が浮かんでいた。










３．強引な夜のファーストキス




　手が震える。

　テーブルに置かれた紅茶をソーサーごと持ち上げたはいいものの、指が震えるせいで陶器がこすれカタカタと小さく鳴る。右手でカップのハンドルを掴み、そっと宙に浮かせた。

　本邸のリビングには磨き抜かれた大きな窓があり、外には梅雨入り前の少しくすんだ六月の空が広がっていた。

　結局、マナー講習で坂城さんから合格をもらうまでに一カ月以上も時間を費やしてしまった。今日という日のために頑張ってきたのだから、失敗するわけにはいかない。

　そう思えば思うほど、顔の筋肉が強張って頬が痙攣する。せっかく張りつけている笑みが今にも剥がれそうだ。

　室内は、以前雅臣に連れられて入った部屋とは趣がまったく違った。天井からガラスのシャンデリアが吊られていて外国のお城みたいな雰囲気は変わらないけれど、無垢のフローリングに広げられた絨毯の模様はシンプルで、ソファもテーブルも洗練されている。壁が白で統一されているせいか部屋全体が明るく、現代的な様相だった。

　普段は現代のイギリス貴族が住んでいると聞かされたら、そうなんですかと簡単に納得してしまいそう。

　壁に作りつけられた暖炉を見やって、ため息が出る。世界が違いすぎてまるで映画の世界に紛れ込んでしまったみたいに違和感がすさまじい。これならまだ、雅臣邸の方が現実的な気がした。

「それで、お式はいつになさるの？」

　ショートヘアから覗いた耳にパールをあしらった上品なイヤリングがきらめく。透明感があって美しくどこから見ても三十代だけど、綺麗にしているから若く見えるだけで実際は五十歳手前だというその女性が雅臣の母親らしい。

「そうですね。年内には」

　短く答えた雅臣は随分とよそよそしかった。自分の母親に対して敬語だし、上流階級の人にとっては、自分の親といくらか距離を取るのが普通なのだろうかと不思議に思う。

　それにしたって、この空気はどうにかならないのかな。

　私の隣に座った雅臣は口調こそ丁寧なものの、不遜な態度を隠そうとしない。

　正面のソファに彼の母親――つまりは二條家当主の奥様である清さや香かさん、その隣のひとりがけに父親でありこの屋敷の当主である二條公きみ親ちかさんが座っているのに、雅臣は最初から彼らと目を合わせようとしなかった。

　顔合わせをするからとこの部屋に連れてこられた時には、脚の震えが止まらなかったけれど、今は別の意味で震えが止まらない。

『瀬戸口愛さんです。彼女と結婚します』

　私のことを紹介した雅臣は、とても事務的で淡々としていた。了解を得るのではなく、『結婚します』という断定的なセリフにあっけに取られたけれど、彼の父親の反応にも驚いた。

『そうか』

　そのひと言で終わり。私の顔を一瞬見ただけだった。

『では失礼します』と言って私を促しながら部屋を出ようとした雅臣を、彼の母である清香さんが引き留めたのだ。『少しお茶でもしましょう』と。

　手が震えないようにこらえながら、紅茶をテーブルに置いた。

　沈黙が痛い。

　当主と次男は無言のままだし、清香さんは私と目が合えば微笑んでくれるものの、なにかに遠慮しているようにあまり口を開かない。

　自分からなにか話題をふらなきゃとは思うけれど、いったいなにをどこまで話していいのか見当がつかなかった。

　本当はこの家の嫁としてふさわしくないとか、母が入院しているとか、雅臣とは契約上の関係だとか。言ってはいけない内容が多すぎて結局黙っていることしかできなかった。

　沈黙の霧が立ち込める中、私はそっと目線を動かす。

　斜め前に座っている雅臣のお父さん、二條公親。

　ロマンスグレーの頭髪に四角い輪郭の彼は、目元が雅臣によく似ている。灰色に染まった凛々しい眉は不機嫌そうに寄っていて、そのくせ目尻に浮かんだしわは優しげだ。

　終始無言の彼は自分の家に嫁入りする娘がどういう人間なのか、気にならないのだろうか。それとも雅臣が言っていた通り、次男が結婚さえすればその相手は誰でもいいのだろうか。

　壁に飾られた幾何学模様のアートパネルを眺めながら、あるいは、と考える。

　私のことなんてとっくに身辺調査済みで、とくにプラスになることもない代わりにマイナスにもならないと判断して、とりあえずよしとしているのかもしれない。

　時計の針がコチコチと時を刻んでいく。

　手持ち無沙汰で紅茶を口にしてばかりだから、カップの中身がどんどん減っていた。空になったらこの時間から解放される、というのなら喜んで飲み干すけれど、今のところその気配はない。せめて張りつめたような空気が和らいでくれたら……。

　ものまね芸でもしたら笑ってくれるかなと妙な方向に思考が及んだ時、出入り口の扉が勢いよく開いた。

「雅まさ兄にい！」

　視界の中で薄いブルーのスカートが翻る。慌てた様子で現れたのは若い女の子だった。

　透け感のあるレースのワンピース姿で、外国のモデルのように背が高く顔が小さい。長いストレートの黒髪を揺らしながらソファに近付いてくる彼女に続いて、もうひとり同じ年頃の男の子が姿を現した。

「伊い都と、待てってば」

　女の子に呼びかけながら歩いてくる彼もまた、モデルのような風貌だ。

　いきなり現れた見目麗しいふたりに唖然としていると、雅臣の傍らに立った女の子がつり上がり気味の大きな目を細めた。

「結婚相手を連れてきたって聞いたんだけど。もしかして、その人？」

　探るような視線を注がれ、慌てて立ち上がる。

「あの、私、瀬戸口愛と申します」

「こら伊都。失礼でしょう。きちんとご挨拶なさい。ほら、善ぜんも」

　清香さんが厳しく言うと、女の子はしぶしぶというように居住まいを正した。

「……はじめまして。二條伊都です」

　彼女のうしろに立った男の子も「善です」と口にして、小さく頭を下げる。

「ごめんなさいね、愛さん。今年二十歳になる娘と息子よ。双子なの」

「双子？」

　そう言われてみると、男女の差こそあれどふたりとも体型のバランスが似ているし、清香さん似の整った顔立ちをしている。

「ということは、雅臣……さんの、ご兄妹ですか」

「あなたが雅兄のお相手なの？」

　身長が百七十センチはありそうな彼女から、まっすぐ見下ろされた。文字通り頭のてっぺんからつま先まで品定めをするようにじろじろ見られて、心臓が忙せわしない。

　雅臣のご両親チェックは拍子抜けするくらい簡単にクリアできたけれど、もしかすると本当に大変なのは妹チェックの方かもしれない。

　ここで『ノー』と判断されて縁談がダメになったら、絵を手に入れられなくなってしまう。

　背中を冷たい汗がひと筋流れ落ちた。引き攣りそうになる頬を懸命に持ち上げて、注がれる視線になんとか耐える。

　大丈夫、だよね？

　今日の私の衣装は、雅臣が用意した清楚なブラウスとミディ丈の上品なスカートだ。普段はあまりしないお化粧も、楓さんに教わった通りのナチュラルな雰囲気に仕上げている。

「ふうん」

　小さく呟くと、伊都さんは興味を失ったように顔を逸らして雅臣の隣のソファに腰を下ろした。

「雅兄もとうとう結婚かぁ。もうちょっとねばると思ってたのに」

　クリスタル製の豪華なシャンデリアに負けないくらいの存在感を放ちながら伊都さんが言うと、それまで無言だった雅臣がふっと笑みを漏らした。

「そろそろ年貢の納め時だと思ってな」

　ご両親とは関係がよくなさそうだけれど、妹さんとは仲がいいのかな。

　ひとまず妹関門も突破できたことにホッとする。談笑しはじめる麗しの兄妹から視線を移すと、双子の片割れの善くんと目が合った。伊都さんとよく似たつり上がり気味の目を、興味深そうに私に向けている。

「愛さんって、歳、いくつなんですか」

「あ、二十五です」

　伊都さんが座ったソファのアームレストに腰をあずけて、彼は甘く整った顔を無邪気に崩す。

「へえ、年下かと思った」

　伊都さんの真黒なストレートヘアと違い、こちらは茶色の柔らかそうな髪を流行りのマッシュショートスタイルにしていて外国の王子様みたいだ。彼自身もにこにこと笑顔を浮かべていて朗らかな印象だった。

「あ、すみません。お義ね姉えさんになる人に、失礼だったよね」

「いえいえ、未成年に間違われるのはしょっちゅうなので」

　年下のせいか、善くんは二條家の人間であることを忘れそうになるくらい話しやすい。

　彼自身まだ若くて威厳というものはまったくなく、それがかえって親しみやすさを生んでいる。彼からも高貴な輝きを感じるけれど、雅臣や彼らの父親が放つものとは重みが違った。

「それにしても、なんでまた雅兄と結婚することになったの？　前から付き合ってたの？」

　悪気のない笑顔を向けられて言葉に詰まる。笑みを返しながら心の中では黄色信号が点滅していた。

　どうしよう。どう答えればいいの。

　助けを求めるように雅臣に目を向けるけれど、彼は伊都さんと話していて私の視線に気付かない。

　頬の筋肉が今度こそ引き攣りそうになる。善くんが不思議そうに首を傾げた時、声を出したのは思いがけない人物だった。

「善。パソコンの調子が悪いんだ。見てくれないか」

　そう言って立ち上がったのは二條公親だ。双子のおかげで和らいでいた室内の空気が一瞬で引き締まる。灰色が混じった眉を少しも動かさずに、二條家の当主は私を見下ろした。

「私はこれで失礼する。愛さん、ゆっくりしていきなさい」

「あ、ありがとうございます」

　なんていう威圧感だろう。視線を向けられただけでぴしりと背筋が伸びる。

　でも私の心を苛んでいた焦りや頬の強張りはいつの間にか消えていた。

　思わず神様に感謝してしまう。

　二條家の当主はまるで私が困っているのを見かねて助け舟を出してくれたようなタイミングで席を立ってくれたのだ。

　善くんを伴って二條公親が出ていくと室内の空気はわずかに緩んだ――と思ったのに、今度は雅臣が立ち上がった。

「俺たちもそろそろ行くぞ」

「えっ」

　すたすたと扉に向かって歩いていく背中をぽかんと見送ってから、慌ててソファを立った。まだ清香さんが残っているのにと目をやると、彼女はほんの少し困った顔で微笑みながら、なにかを心得ているかのように小さく頷いた。違和感を覚えつつもぺこりと頭を下げ、雅臣を追ってリビングを後にする。

　長い廊下を進みながら私は首を傾げる。彼の家族と顔合わせをするという重大で気が重いミッションをクリアしたというのに、なんとなくすっきりしない。

　目の前の広い背中は振り返るそぶりも見せずに進んでいく。

　ふうっと小さく息をつく。伊都さんと善くんがやってくるまで家族でお茶を飲んでいるとは思えないほど空気が重かった。まるで酸素が凍りついていたみたいに冷たくて、息がしづらかった。

　そこまで考えてからハッと思い出す。

「ねえ雅臣、そういえばお兄さんがいるんでしょ？　さっきは姿が見えなかったけれど」

　小走りに駆け寄ると彼は横目でちらりと私を見下ろした。

「兄貴なら」

「晴はる兄にいなら、仕事で海外に行ってるわよ」

　背後から聞こえた声にぎくりとして振り返る。私たちのうしろからブルーのおしゃれなワンピースを着た女の子が付いてきていた。

「伊都さん！」

「雅兄の家に戻るんでしょ？　私も行く」

「なんでだよ」

　面倒そうに口にする雅臣を気にするでもなく彼女は横目で私を見る。

「だってせっかく雅兄の婚約者に会ったのに、まだ全然話をしてないもの」

　つり上がり気味の冷たくも美しい瞳にじろりと見下ろされ、心臓が不穏な音を立てた。もしかして妹チェックはまだ終わっていないのだろうか。

「確認したいこともあるし」

　私に視線をよこしながら彼女がそう付け足すと、雅臣は「勝手にしろ」と話を終わらせてしまった。

　いやいや待ってよ。妹さんに根掘り葉掘り聞かれたら、どう躱かわせばいいの。

　さきほど片割れの善くんから無邪気に質問されたことを思い出して不安になる。それでも雅臣は伊都さんを止めず、結局彼女は私たちと一緒に雅臣邸の玄関をくぐった。

「ここに来るのはいつぶりかしら。楓はいないの？」

「週末はお休みされているので」

「ああ、そうだったわね」

　伊都さんは迷わずリビングに向かうと、当然のようにソファに腰を下ろした。

「じゃあ、俺は出かけてくるからな」

「えっ？」

　雅臣は携帯でどこかに電話をかけながら私たちを見下ろした。

「十九時くらいには戻る。伊都もほどほどにしとけよ」

「え、ちょ、雅臣」

　さっさと出ていってしまう背中に手を伸ばしたけれど、リビングのドアは無情にも音を立てて閉まってしまった。

　ほどほどにって、なに？　怖すぎる……。

　ソファの横に立ち尽くす私を伊都さんは高貴な猫みたいにつんとした顔で見上げる。

「とりあえず、お茶、淹れてよ」

「は……はい」

　紅茶の美味しい淹れ方を楓さんから習っておいてよかった。心から思いながらキッチンで葉っぱを蒸らす。ちらりと見ると伊都さんはリビングに置きっぱなしのイーゼルを不思議そうに見つめている。

「あの、さっき言ってた晴兄って、ご長男のことですよね？」

　紅茶のポットとカップをリビングのテーブルに運んでいくと、彼女は「そうよ」と言って吹き抜けの天井を見上げた。

「二條晴はる臣おみ、三十三歳。『二條ＩＴフロンティア株式会社』の副社長。最近は海外に滞在することが多くて、私も随分会ってないわ。今はスイスだったかしら」

「そうなんですね」

　あれこれ聞かれる前にこちらから質問攻めにする作戦でどうにかしのごうと思ったものの、聞きたい内容なんてそう次々とは浮かんでこない。

「ええと、伊都さんと善くんは、学生さんなんですか？」

「私は『セントフィフス女子』、善は『天てん慶けい学がく園えん』に通う大学生よ」

「じゃあ、おふたりは晴臣さんとは十三歳も離れてるんですね」

「ええ、私たち双子は、兄たちとは母親が違うから」

「え……」

　驚く私を横目で見て、彼女は続ける。

「さっき会ったのは私たちのママ。後妻よ。雅兄たちのお母様は二十五年前に亡くなったんですって」

「そう、だったんですか」

　声がしぼんだ。二十五年前ということは雅臣が五歳の頃だ。そんなに幼い時にお母さんを亡くしていたなんて。

　肩を縮める私を見て、伊都さんは呆れたように息をついた。

「あなた、本当になにも知らないのね」

「すみません」

　返す言葉もなく目を伏せると、彼女は紅茶を淹れる私の手元を見ながらつまらなそうに呟く。

「まあ、雅兄と結婚しようなんて思うんだから、知らなくて当然か」

「え……？」

「その様子じゃ、雅兄に想い人がいることも知らないんでしょう？」

　目をぱちくりする私に、伊都さんは「やっぱりね」と笑った。ソファから立ち上がり、私を追い詰めるようにじりじりと近付いてくる。

「雅兄にはね、小さい頃からずーっと想い続けている人がいるんですって」

　どくっと心臓が大きく跳ねた。皮肉っぽく口角を上げる雅臣の顔が脳裏をよぎる。

「でも……だって」

　迫ってくる伊都さんから逃げるように後ずさりしながら、いつか車内で交わした契約の瞬間を思い出す。

『俺の妻になれ』

　私をまっすぐに見て告げた雅臣は、付き合っている人も結婚したい人もいないと口にしていた。ひとりの女性に縛られたくないから、お飾りの妻として私を必要としているのだと思っていた、のに。

「どうせ世間の噂を真に受けて、遊び人の御曹司とでも思っていたんじゃない？」

　絶句する私を見て、伊都さんは薄く微笑む。

　私は雅臣から愛されていないと最初から知っているし、この先愛されることもないとちゃんとわかっていた。

　それなのに、どうして胸が痛むのだろう。

　女好きの遊び人だと思っていた時よりも、一途に想い続けている人がいると知った今の方が、呼吸が乱れるくらいに苦しい。

「でもまあ、そんなことはどうだっていいのよ。私が確認したいのは別のこと」

　伊都さんはすました顔で言うと、いきなり両手を伸ばしてきた。真剣な目で見下ろされ首でも絞められるのかと思った次の瞬間、力強く両胸を掴まれる。

「へ……」

　なにが起きているのか一瞬わからなかった。言葉を失っている私を尻目に彼女はブラウスの上から私の胸をむぎゅむぎゅと揉みしだく。

「やっぱり、大きいわね。サイズいくつ？」

「な、なにするんですか？」

　隠すように両腕をクロスすると、伊都さんは考え込むように目線を上げてからふたたび私を見下ろした。

「あのね、私、今ハマってるソシャゲがあるの」

「はい？」

　脈絡のないカミングアウトに頭がますます混乱していく。パニック寸前の私を置いてきぼりにして、伊都さんはさっきと打って変わって楽しそうに頬を持ち上げた。

「モケミっていうキャラクターがいてね、めちゃくちゃかわいくて、大大大好きなの！」

「あの、ソシャゲってなんですか？」

「ソーシャルゲーム。スマホでやるオンラインゲームのことよ」

　整った顔を上気させ、彼女はどんどん間合いを詰めてくる。広いリビングの片隅で壁まで追い込まれると、伊都さんは囲い込むように私の両側に手をついた。

「ね、モケミやってくれない？」

「意味が、わかりません」

　至近距離で覗き込まれて心臓が騒ぐ。伊都さんは肌がつるつるだし顔全体がきりりと整っていて同じ女性なのにどぎまぎしてしまう。話の展開についていけていないのに、勢いにのまれそうだ。

「前にオーダーしたモケミの衣装があるの。私だと全然似合わないのよね。ほら私って長身のスレンダー美女じゃない。完全にキャラが違うのよ」

「伊都さん、ちょっと、落ち着いて」

　目をぎらぎらさせている彼女を落ち着かせようとするものの、前髪が触れる距離まで詰め寄られて身動きが取れなかった。

「あなただったら絶対にぴったりだわ！　ねえ、やってくれない？　いいでしょ？」

　ギュッと目を閉じた。至近距離での美少女の視線は心臓に悪い。首を振ることもできない距離まで迫られて、もう降参するしかなかった。

「わ、わかりましたから」

「本当？　やったあ！」

　飛び跳ねるように喜ぶ彼女を見て肩の力が抜ける。壁にもたれながら、伊都さんはやっぱり善くんと双子なのだと再認識した。さっきまではつんとしていて近寄りがたかったけれど、無邪気に笑っている顔は年齢相応といった感じだ。

「待ってて！　すぐ準備してくるから」

　そう言い残し、伊都さんが雅臣邸を飛び出していく。ばたんと閉まる玄関扉の音を聞きながら、その場にへたり込んでしまった。

「なんだったの……」

　まるで嵐のようだ。たった五歳しか違わないのに伊都さんや善くんのパワーには圧倒されるものがある。それとも、二條家の人間だから普通の人よりも押しが強いとか？

　はあっと、肺の空気を丸ごと入れ替えるような大きなため息が出た。

　どうやら私は押しに弱いみたいだ。

　契約結婚を持ちかけてきた雅臣の魔王のような押しの強さを思い出しながら、リビングに座り込んでしばらくぼんやりしていた。




「あの、これは無理です」

「この世の中に無理なことなんてないわ！　私を誰だと思ってるのよ！」

　その後、衣装を抱えて戻ってきた伊都さんは私になにやら布を巻きつけると、背後から勢いよくヒモを引っ張った。編み上げ式になったコルセットがきつく締まり、腹部が激しく圧迫される。息ができないほどの締めつけにたまらず声をあげた。

「む、無理ですよう！」

　胸から腰までを覆うコルセット型のビスチェは、胸元にリボンがあしらわれ細かなレースで飾られていてかわいいけれど、透け感がある上に黒色だからやたらとセクシーだ。

　穿かされた黒いミニスカートもふわふわしたレース素材で、一見するとウェディング用のミニドレス、黒バージョンといった感じがしなくもない。

「すごいわね、ココ」

　どうにかヒモを留めて前に回ってきた伊都さんが、私の胸をつついた。補正されて寄った胸には普段以上の深い谷間ができている。

「あとはこれを装着してっと」

　私の頭に獣の耳みたいなふさふさな飾りを留めると、伊都さんは目を輝かせた。

「完璧だわ！　どこから見てもモケミちゃん！」

　きらきらした瞳に気後れしながら私は自分の格好を見下ろす。デコルテはむき出しで胸は最低限しか隠れていないし、ウエストは自分でも信じられないくらいにくびれている。うしろを見ると、腰のあたりからフサフサの黒いしっぽが垂れていた。

「なんですかコレ。猫？」

「黒キツネの神様よ！」

　訂正しながら、伊都さんはスマホを使ってバシバシと私の写真を撮っていく。

「ちょ、なに撮ってるんですか！」

「撮るに決まってるでしょ！　なんのために着せたと思ってるのよ！」

　当然の権利だといわんばかりの剣幕に勢いが削がれる。

「で、でも」

　こんな格好、下着姿よりも恥ずかしい気がする。

「モケミちゃん、ちょっとそこのソファに寝そべって」

「え」

「早く！」

　美人は怒ると迫力が増して恐い。勢いにのまれてしぶしぶソファに寝そべると、伊都さんは顔を真っ赤にしてさらにスマホを構えた。

「かわいい！　モケミちゃん最高よ！　視線、こっちに！」

　突然はじまった撮影会にわけがわからないまま言われた通りにポーズを作る。顔は終始引き攣っているけれど、笑ってとか怒ってとか表情への要求がないのが救いだ。

「モケミちゃん！」

　伊都さんは本当にうれしそうだった。

　子どもみたいに無邪気なはしゃぎようで、さっきまでの皮肉っぽい雰囲気とは正反対だ。だいぶ無理やりやらされているとはいえ、彼女の喜んだ姿を見ているうちにまあしょうがないかという気持ちになった。少々傲慢なところはあるけれど、伊都さんはとても素直で裏表がない人ということなのかもしれない。

「その写真、どうするんですか？」

　顔を寄せてふたりで写真を撮った後で尋ねると、彼女はしれっと答えた。

「ＳＮＳの専用アカウントでアップするわ」

「え、ネットに載せるんですか？」

　伊都さんに写真を撮られるのはまだしも、こんな格好をしている写真を不特定多数の人に見られるのはさすがに抵抗がある。

「それはちょっと」と言いかけた私に、伊都さんはつんとすました声で言う。

「うちに降臨したモケミちゃんとして載せるのよ。その中身なんて誰も興味ないわよ」

　よくわからないけれど、自意識過剰と言われた気がして口を噤んだ。

　そうやってどれくらい撮影会をしていただろう。言われるままポーズを取るのにも慣れてきた頃、彼女がハッとしたように時計を見上げた。

「やだ、もうこんな時間じゃない！」

　つられて見ると、棚の時計は午後六時半を差している。

「ゲーム動画の配信時間だわ。じゃあね！　楽しかったわモケミちゃん！」

　そう言うと、伊都さんはまさしく嵐のように去っていった。

　ソファにぽつんと残されたまま、呆然とする。いったいなんの時間だったのか、まだ頭の中で整理がつかない。

　ひとつわかったのは、二條家の人間はとてもクセが強いということだ。

　はあっと大きく息をついたところでふと自分の姿を顧みる。

　獣の耳にふさふさのしっぽ。ぎりぎり隠れているにすぎない胸と大胆に露出している脚。

　家の中だけならまだしも、見ず知らずの人たちにこの格好を見られるのはやっぱり抵抗がある。ＳＮＳへの写真投稿をどうにか止められないかなと考えているうちにハッとした。

　慌てて背中に手を回し、さっと血の気が引く。

　これ、どうやって脱ぐの？

　心臓がバクバクと不穏に響きはじめる。もう一度時計に目をやった。もうすぐ雅臣が帰ってきちゃう。慌てて髪に留めてあった獣の耳飾りをはずした。

　鏡に背中を映してとりあえず結んであったリボンを引っ張ったけれど、ヒモが解けたところで体の締めつけは緩まない。なにがどうなっているのか、編み上げの箇所を触ってみるものの、うしろ手だしよく見えないし一向に脱げそうな気がしない。

　なにをやっているんだおまえは。そう言って嫌そうに眉間へしわを寄せる雅臣が目に浮かんだ。もしくは呆れた顔をするだろうか。二條家の嫁になろうという人間がはしたない、と怒られる自分の姿が容易に想像できる。

「もう！　伊都さんたら!!」

　着せたなら、ちゃんと脱がせていってほしい。

　刻々と針を進めていく時計を見ながら、焦りばかりが募っていく。

　伊都さんを追いかけようにも、この格好で表に出ること自体に抵抗がある。どこで誰が見ているのかわからないのだ。雅臣の家族や使用人に私がこんな格好をしているところを目撃されたら、いろいろと面倒なことになりそう。

　普段だったら楓さんに頼めるのに、お休みの日に限ってこんなことになるなんて。パニックになりかけたところでハッと思いついた。

　そうだ。坂城さんに連絡しよう。

　本邸の使用人頭でありながら雅臣と私の事情にも明るい彼なら、呆れた顔をしつつも力になってくれるはず。

　我ながら名案だと思いながら携帯を取り出したところで、玄関の扉が開く音がした。

　沸き立った気持ちが一気に下降する。

　嘘、もう帰ってきた？

　どこかに隠れなきゃと辺りを見回すけれど、いつも楓さんがぴかぴかに掃除をしてくれている室内はどこもかしこも片付いていて、身を隠せそうな場所はない。

　どうしよう。

　ひとまずキッチンカウンターの陰に隠れようとした瞬間、リビングのドアが開かれた。

「帰ったぞ、愛」

　両腕に抱えた紙袋から中身を取り出しながら、雅臣が入ってくる。

「夕食用に『サルヴァトーレ』のパスタとピザを買ってきたから、皿を」

　そこまで言って、彼は言葉を切った。目が合い、時間が停止する。

　雅臣は固まっていた。ドアを開けたまま立ち尽くし、ぽかんとした顔で私を見つめる。視線が交差したまま私は動けなかった。

　時限爆弾が破裂する前の状況ってこういう感じなのかもしれない。今すぐ逃げ出したいのに、背中を向けた瞬間に爆発が起こりそうで目が離せないというか……。

　やがて形のいい唇が小さく開いた。

「なんて格好をしてるんだ、おまえは」

　静かだけれど鋭い声だった。睨みつけられ、慌てて弁明する。

「ち、違うんです。これは伊都さんに無理やり……」

　はあっとため息をついて、雅臣は荷物をカウンターに置いた。私の方を見ないまま「まったく」と不機嫌そうに呟き、紙袋からテイクアウトピザの箱を取り出している。

　どうやら言葉を失うくらい呆れられてしまったらしい。これまで以上にいたたまれない気持ちになって、私は手にしていた携帯を操作した。

「ひとりじゃ脱げなくて。今、坂城さんに連絡しようと」

　言い訳するように口にした途端、近付いてきた雅臣に腕を掴まれた。

「よせ」

　携帯を奪われ、私は固まる。

「そんな姿、夫以外の男に見せるな！」

　鋭い視線に見下ろされ、ぽかんとした。雅臣はもう一度、今度は肺の空気を全部出し切るような深いため息をつく。

「伊都のヤツ、ほどほどにしろとあれほど……。あいつのかわいいモノ好きにも困ったもんだな。写真とか撮られなかったか」

「え」

　携帯を返してもらいながら、整った顔を見上げた。いろいろと引っかかる言葉があったけれど、雅臣は依然として渋い顔をしている。

　言葉をこぼそうとしたら声が掠れた。小さく咳ばらいをして、ひとまず質問に答える。

「撮られました……ＳＮＳに載せるって」

「あいつ」

　舌打ちをこぼし、雅臣はポケットから携帯を取り出して耳に当てた。すぐに出たらしい伊都さんに厳しい口調で言い放つ。

「伊都、愛の写真を撮っただろ。ネットに上げるな。わかったな！」

　どうやら食い下がったらしい伊都さんを「うるさい！　なんでもだ！」と一喝し、電話を切る。ふうと息をつくと、雅臣は静かに私を見下ろした。

「さてと。自分が今、どんな格好をしてるかわかってるよな」

　冷えた声に背中を冷たいものが下りる。怒りを通り越して呆れられていたと思ったのに、また怒りが湧いてきたのだろうか。そんな風に思うくらい、雅臣の目は冷たい。

　でも確かに私は今、二條家に嫁入りする人間としてはふさわしくない格好をしている。たとえ不可抗力だとしても。

「その姿を坂城に見せてどうするつもりだったんだ？」

　長身の彼に威圧するように正面に立たれて、私は身を縮める。

「だって、ひとりじゃ脱げなかったから仕方なく……背中のヒモを解くのが難しいんです」

　ふと雅臣が一歩近付く。私の胸元に長い指が伸びる。

「解くんなら、うしろじゃなくてこっちだろ」

　谷間にかかったリボンの下の布地に指をかけて、彼は軽くひねった。きつく締まったビスチェが一部分だけふわりと緩む。

「えっ、前ホック……？」

「自分で着たのに、なんで気付かないんだ」

「着たというか着せられたというか。されるがままだったので手順までは見てなくて」

　なにか巻かれてるなとか、ヒモを結ばれているなとは思っていたけれど、背中の編み上げの締めつけが強烈すぎて、すべてが吹き飛んでしまったのだ。

「ここを外していけば簡単に脱げるだろ」

「そうですね」

　ホッと息をついたのもつかの間、ますます露出した胸の谷間に、ふたたび長い指が伸びる。一番上のホックが外れて奇跡的に胸が隠れている状態なのに、雅臣は二番目まで外そうと布地に指をかけていた。

「ちょっと待って！」

　とっさに彼の指を掴む。胸からおへその下にかけて縦に並んだホックをこれ以上外されたら、前がはだけて胸が丸見えになってしまう。

「どうした。脱ぎたいんだろ？」

「そうですけど」

　静かな目に見下ろされ、胸が騒ぐ。

「今脱がせてやるから、おとなしくしてろ」

　私の制止を振り切るように、彼の指が胸元で器用に動く。

「あ、ダメ！」

　外される寸前、体ごと横を向いて逃れた。全身に轟とどろくような心音を感じながら、今にも露出しそうな胸を隠す。

「も、もう大丈夫です。あとは自分でできますから」

　雅臣のことだから、どうせ女性の裸なんて見慣れていて私の体を見たところでなんとも思わないのだろう。でも、私はそうはいかない。下着同然の今の姿ですら、たまらなく恥ずかしいのだから。

「部屋に戻ります」

　彼の脇を通り抜けようとしたところで腕を掴まれた。振り返って目に入ったのは、やたらと力があるのに、どこか余裕のない茶色の瞳。

「ここまで煽あおっておいて、もう手を出すなと？」

「え――」

　両肩を掴まれて、気が付くとソファに押し倒されていた。

「ちょっと、なに」

　押しのけようとした手はすぐさま捕らわれ顔の横に押しつけられる。身動きが取れないまま雅臣に見下ろされた。

　心臓が激しく高鳴る。

　彫りの深い目元に影が落ちていた。いつも貫くような鋭い目線を私によこすのに、今は凛々しい眉を苦しそうに寄せていて、瞳はどことなく熱っぽい。微かに厚みのある唇が小さく開いた。

「おまえは、俺の妻だな？」

　確認するような問いかけだった。目の力に気おされそうになりながら、どうにか答える。

「書類上だけ、の話ですよね？」

　婚姻届には雅臣邸に引っ越してきたその日に記入も捺印も済ませていた。

　今日、彼の両親への挨拶が叶ったから、使用人だか秘書だかの手によって役所に提出されているはずだ。

　とてもあっけないと思う。

　結婚なんて紙切れ一枚で簡単にできてしまうただの契約ごとだ。その後契約当事者が夫婦として過ごしていかなくても、本人たちがそれでよければ法には触れない。

「それでも、おまえは俺に娶られた」

　胸の底に響くような低い声で、雅臣は口にする。有無を言わさぬ傲慢な態度なのに、不思議と恐怖も嫌悪感も湧かない。それどころか、深く澄んだ茶色の瞳に睨まれると胸が甘く高鳴る。

「――だったら、俺にはおまえを好きにする権利があるってことだよな」

　男らしく節の目立つ指がそっと私の頬を撫でて唇に触れた。

　きっとこんな風に、整った顔と強引な甘さでたくさんの女の人を虜にしてきたに違いない。

　そう思うと同時に、込み上げてきたのは怒りだった。

　この状況でどうして腹が立つのか、自分でもよくわからない。ただ雅臣の欲望が自分に向けられた途端、具体的に見えた気がしたのだ。御曹司にそっと寄り添う、遊び相手の影が。

「そんなの、契約にはなかった」

「夫婦っていうのは、そういうものだろ」

　ぐいっと顎を持ち上げられ、唇が合わさる。

　息をのんだまま、呼吸ができなかった。

　はじめてのキスは想像以上に甘く柔らかな感触で、全身の神経が一瞬で溶けたみたいに動けない。

　彫りの深い顔に筋張った手。体全部がごつごつした無骨な造りなのに、雅臣の唇はびっくりするほど柔らかい。

　このまま、触れていたい――。

　そう思う自分に驚いて、慌てて雅臣の顔を押しのけた。

「やめて！」

　ソファの隅の方に体をずらして逃げながら、目を細めて私を見ている彼を睨みつけた。

「私を相手にしなくても、遊び相手のところへ行ったらいいでしょう！」

　思い浮かんだのは車の前に立っていた女性の姿だ。栗色の長い髪を背中に流した、とても色っぽい女の人。

『未希』

　雅臣がそう呼んでいた彼女が、もしかしたら彼がずっと思いを寄せている人なのかもしれない。

　そんな考えに、ちくりと胸が痛む。結婚したいのに、なにか事情があってできない想い人。彼女との関係を続けるために雅臣は私を代役に立てた。そう考えると、いろいろなことの辻褄が合う。

　なぜか涙が込み上げそうになって唇を噛んだ。なんでこんなに悔しい気持ちになるのかわからない。

　二條家に形だけの妻として入る。私が大事な人のために決意したように、雅臣も大切な人のために決意したのだ。

　どうしてだろう。恐ろしくも悲しくもないのに、なぜこんなに裏切られた気持ちになるの――。

「どうせ、私は契約妻なんだから！」

　勢いのままクッションを投げつけると、雅臣はあっさりとそれをキャッチした。

「ぎゃあぎゃあとうるさい黒ネコだな」

　ため息をこぼし、私の髪をするりと撫でる。

「遊び相手なんて、とっくにいない」

「……え」

「二カ月前、俺はおまえにプロポーズをして結婚の約束をした。よその女と関係を持ったら不貞行為だろ」

「プ……」

　プロポーズ？

　言葉を失った。頭の中がぐるぐると混乱していく。

『俺の妻になれ』

　車の中で言われた言葉が脳裏をよぎる。確かにあの時、ちらっとプロポーズみたいだと思ったけれど、ただの契約にすぎないと思っていた。

　それなのに、当の本人はプロポーズをしているつもりだったの？

「でも、あなたは形だけの結婚をして、外で好き勝手に遊ぶつもりだったんですよね？」

　確認のつもりで口にすると、雅臣の整った眉間に深いしわが刻まれた。

「そんなことはひと言も言っていない。変な女とは結婚したくないと言っただけだ」

「えっと、ちょっと待って」

　頭の中にいろいろな言葉が飛び交ってまとまらない。

　雅臣が結婚を決意したのは世間体のため。私が選ばれたのは『度胸がある』からで、そこに愛はなかった。

　それなのに。

　私と形だけの結婚をして遊び歩いていると思っていたら、そんな相手はいないと言い、不貞行為になるなんて至極まっとうなことを口にする。

　いったい、どうなってるの。

「でも、だって。この間……長い髪の女の人と、本邸に行ってたじゃない」

　栗色のたっぷりとした髪が頭の奥にちらつく。女優のようにスタイル抜群で色気があって美しいあの人と、雅臣はキスをしていたのだ。最初に会ったあの桜の舞い散る日に。

「未希のことか」

　私の方へ乗り出していた体をわずかに戻し、雅臣はソファの背もたれに肘をついた。私にまっすぐな視線をよこし、あっけなく答える。

「あいつとはとっくに終わってる。おまえがうちに乗り込んできたその日にな」

「え……」

「この間は話をしただけだ。今までまったくその気がなかった俺が、どうして今になって結婚を決意したのか。ちゃんと聞くまで帰らないとごねられたんでな」

「決意……？」

　たまたまだったんじゃないの？

　私のようにお金も権力もなにひとつ持たない相手が現れて、交換条件を持ちかけるのにちょうどよかったから。絵を貸す代わりにその身だけを差し出せと。

　えっと、でも。雅臣は結婚した後も遊ぶつもりだったわけじゃなくて――。

　ダメだ。ますます混乱する。

　そもそも雅臣は、どうして私と結婚しようと思ったの。

「未希さんの方がずっと綺麗で、あなたの隣にいるのによっぽどふさわしいのに」

　心の声がなんの制御もかからずそのまま言葉になって落ちていった。

　ハッとして顔を上げると、雅臣と視線がぶつかる。静かな目で私を見つめていた彼は、微かに口角を持ち上げていた。

「妬いてるのか」

「えっ？」

　かっと頬が燃えた。顔を背けて強い瞳から逃れる。急上昇した熱を下げるように、冷えた両手で首を覆った。

「ち、違う。どうして私がヤキモチなんか」

　ぎしりとソファが軋む。せっかく距離を取ったのに、大きな体は簡単に間合いを詰めてくる。

「本当に、かわいいな、俺の奥さんは」

　至近距離で見つめられて心臓が破裂しそうだった。広い手のひらが私の頬をすっぽり覆い、その温かさにますます胸が鳴る。

　目を、逸らせない。

『私は、あなたのことを愛してないです』

『俺もだ』

　そう言って、私たちはお互いを伴侶にすることを決めた。

　そのはずだったのに。

　この胸の高鳴りは、なに？

　雅臣の目が、愛しいものを見つめるように優しいのはなぜ？

　ゆっくりと近付く唇から、逃げることができなかった。

　さっきみたいな唐突なキスではなく、探るようなためらうような速度で触れ合う。雅臣の唇の柔らかさがダイレクトに脳に伝わって、体が痺れる。

　やがて雅臣は私の唇を割って、するりと入り込んできた。はじめて感じる深いキスの感触に体が震える。それは熱くて柔らかくて、溶けてしまいそうなほどなまめかしい。

「結婚初夜って、いつのことを言うんだろうな」

　唇を離した彼がぽつりとこぼし、私は目を上げる。

「入籍日のことなのか、それとも挙式日のことか」

　彼の指先がそろりと私の唇から首すじをなぞって下りていく。鎖骨から胸に辿りつくと、ビスチェのリボンに指をかけた。するりと簡単にほどけるそれを見下ろしながら、私の胸は痛いほど脈打つ。

　抗いたいようなそのまま受け入れたいような、恐怖なのか緊張なのか自分でもわけがわからない感情が胸の中でせめぎ合っている。

　雅臣の目に見つめられると、動けない。

　思えば最初からそうだった。射抜くような強い瞳はいつだって私をまっすぐに見る。

「待って」

　むき出しの肩や鎖骨にキスをされながら、どうにかひと言だけ口にした。

　身動きが取れないでいる私を彼は静かに見下ろす。正直に言えば嫌じゃない。雅臣に触られると胸が甘く痺れる。でも、まだ……。

「お願い、待って」

　頭の中がごちゃごちゃなのに、そのまま突き進んではいけない気がした。なにも考えず勢いに任せてしまう方法もあるとは思う。でも、私は雅臣の心を知りたい。

　あなたは、私のことをいったいどう思っているの？

　一番聞きたいことは口にできないまま目を伏せると、ふっと小さく笑う声がした。

「『やめて』じゃなくて、『待って』なんだな」

　口角を上げて彼は薄く微笑む。どことなくうれしそうな表情にまた胸が締めつけられた。

「わかった」

　身を起こしながら雅臣は私の手首を引っ張る。体が引き寄せられ、広い胸にすっぽり包まれた。至近距離で感じる体温と匂いに私の胸は高鳴りっぱなしだ。

「今はこれだけで我慢してやろう、奥さん？」

　整った顔を傾けて雅臣はゆっくり唇を寄せてくる。

　避けようと思えば避けれたはずだ。でも私は動かなかった。

　下りてきた形のいい唇を、そっと受け入れる。

　自分の心臓の音を感じ取れるくらい、柔らかくて静かなキスだった。

　唇が離れると彼はふたたび私の背中に腕を回して抱きしめた。頭を撫でる手つきに優しさを感じて私はまぶたを下ろす。

　まだ馴染めていない大きな邸宅に、身の丈に合わないような高級なソファ。これまでに接点すらなかった上流階級の人たちとの交流。

　息をしているだけで体が強張るような生活の中で雅臣といると不思議と心が落ち着く。

　こうやって彼の匂いと体温に包まれていると、胸を騒がせる荒波がゆっくり引いていき気持ちが安らいでいく。

　どうしてだろう。

　傲慢御曹司だと思っていた彼が、なんだかんだで優しいから？

　遊び人で女性にだらしないと思っていたのに、本当は誰かをずっと思い続けている一途な人だから？

　ほどけるような穏やかな気持ちの奥にわずかな痛みを覚えながら、私は硬い胸に額をうずめた。私の髪を撫でる大きな手の感触。どこか懐かしくて、不思議と涙が出そうだった。










４．極上スイートルームの一夜




　分厚いガラス窓の向こうには都心のビル群が一望できた。ダークブラウンを基調にした室内には大きなソファやベッドが配置され、高級感あふれるインテリアで統一されている。

　ここが病室だなんて、今でも信じられない。

『まるでホテルのスイートルームみたい』と目をキラキラさせていた母が転院してきたのは約一カ月前、雅臣が病院に挨拶に来てくれた翌日のことだった。

「こんな立派な病院の院長とお知り合いだなんて、雅臣さんって本当にすごい方なのねぇ」

　ベッドに寄りかかって穏やかに笑っている母に、雅臣は曖昧に笑って答えている。

　母をずっと転院させたいと思っていたけれど口に出したことは一度もなかった。それなのに雅臣はあっという間にこの病室を手配してしまったのだ。まるで私の心を見透かしたみたいに。

　政治家や芸能人、海外のＶＩＰしか利用しないという豪華な病室は、病棟最上階の二十階、エグゼクティブフロアにある。

　ここに上がってくるだけでいくつものセキュリティをくぐり抜けてこなければいけなかった。そんな病室を一般人が借りられるわけがない。母には雅臣のことを『ちょっとお金に余裕のある人』くらいにしか伝えていないから、ここに転院できた理由は病院長と知り合いのためと説明してあった。

「まさに天と地の差って感じ」

　空きベッドのあった寒々しい六人部屋を思い出しながら地上にへばりついているビルを眺めていたら、ふと思った。

「そういえば、ここって高いところだけど、大丈夫なの？」

　ソファに座っている雅臣を振り返ると、彼はお茶を口に運びながらなんでもないように答える。

「俺は高所恐怖症じゃないと言っただろ」

「だって高層ビルが嫌いなんでしょう？　だからひとり暮らしをやめたって」

「嫌いだが入れないわけじゃない。落ち着かないだけだ。だから高層ビルでも仕事はできる。ただゆっくり寝れないから生活はできないってだけだ」

「ふうん。じゃあこっちで一緒に外を眺めましょう。東京湾が見えてなかなかの景色よ」

「ここからでも景色はしっかり見える。なるほど、湾が見えるな」

「……おとなしく高いところが苦手って認めればいいのに。素直じゃないんだから」

　ため息をつくと、くすくす笑う声が耳に入った。

　母が寝ているベッドは奥の壁際に置かれていて室内を見通せる。私たちに交互に視線を向けると、母はうれしそうに微笑んだ。

「仲がいいのね」

　どこが、と言いかけて口を噤んだ。母は私と雅臣が好き同士で結婚すると思っているのだから、ここで否定するのはおかしい。

「ま、まあまあよ」

「はい、とても」

　声がかぶさって彼に目を向ける。どうしても刺々しい言い方になってしまう私と違って雅臣の対応は完璧だ。嘘の関係を説明することにもためらいがないらしく、母に向けて優しい笑みを浮かべている。

　高級感あふれる室内でゆったりとソファに落ち着いている雅臣はどこから見ても完璧な紳士だ。身にまとうオーラも実際に身に着けているものも、すべてが一級品。そんな姿を目の当たりにしたら、家柄や身分といったものの違いをはっきりと突きつけられたような気分になる。

　地上にへばりつくように生きてきた私とは違う、雲の上の人。

　少し切ない気持ちになっていると、病室のドアがノックされた。

「失礼します」

　入室してきたのは白衣姿とスーツ姿の男性がひとりずつだった。坂城さんの部下にあたるスーツの男性が、雅臣のそばまでやってきて小さく告げる。

「準備が整いました」

「そうか。愛、お義母さんを」

「はい」

　雅臣に促され、私は病室に用意されていた車椅子をベッド脇に運ぶ。

「あら、どこかに行くの？」

「そうよ。お母さんにちょっと見てもらいたいものがあるの」

　白衣の男性に手伝ってもらい、不思議そうに首を傾げる母を車椅子に座らせた。

「なにかしら」

　廊下を進みながら母は胸に手を当てて呟く。プレゼントの箱を手渡された少女のような屈託のない表情を見つめながら、私は少しだけ緊張していた。

　ここのところ母はずっと調子がいい。雅臣が挨拶に来てくれた日から笑顔が絶えないし、一見すると元気そうだ。

　それでも体の方は着実に弱っている。

　病院が変わって出される食事が豪華になり、舌平目のムニエルやらツブ貝のクリーム煮やら、普通のレストランと変わらないレベルのものが提供されるようになった。おまけにおやつの時間には有名店のスイーツと様々な種類の紅茶まで用意される。

　母は美味しいものを食べることが好きだった。味や栄養バランスが完璧で見た目も華やかな食事が目の前に出されたら、食欲が湧くかもしれない。そう思っていたけれど、この病院の食事でもやっぱり残してしまうらしい。

　好きなものややりたいことに対する意欲がどんどん薄れていっている。そんな母に喜んでもらえる方法は、他になにかある？

　私にできることは？

　これから目にするものは、本当に母の気持ちを沸き立たせることができる――？

　廊下を進みながら不安が込み上げた時、そっと背中に手が触れた。

　隣を歩いている雅臣がまるで背筋を伸ばせというように私の背をぱんと叩く。

　そうだった。私が弱気になってどうする。母がなにより望むのは私が幸せでいることなのだから。笑っていなきゃ。

　エレベーターを降りて案内されるまま扉をくぐると、二面が窓に面した巨大な会議室のような場所に出た。

　床から天井までがガラスになっている大きな窓から光がたっぷりと注ぎ込んでとても明るい。絨毯敷きの床には机も椅子も置かれていなかった。百人は収容できそうな広い空間にあるのはステージに立てられた巨大な絵だけ。

　私の身長を超える大きさの絵には緋色の布がかけられていて、それと知らなければ絵画だとはわからないようになっている。

「まあ、なんだかすごいわね」

　白衣の男性が車椅子をステージの正面まで進めた。

　なにも知らない母を見つめながら心臓が忙しなかった。

　彼女がずっと見たいと願っていた、生前の父が唯一描いた母の絵。

　私の記憶からも抜け落ちてしまっているその絵は、いったいどんな色彩でどんなタッチで、この大きなキャンバスに描かれているのだろう。

　使用人の男性が布に手をかける。するっとなめらかに落ちていく赤い幕の下から父、瀬戸口アキラが残した作品が姿を表す――。

「これは……」

　母が息をのむのがわかった。同時に私の目もその絵に釘付けになる。

「アキラさんが、描いた――」

　衝撃に目を見開きながら母がこぼした言葉に自分の声が重なる。

「私……？」

　そこに描かれていたのは赤ん坊を腕に抱いて微笑む女性だった。

　それは母であるはずなのに、まるで私だった。ボブヘアの私よりわずかに髪が長い程度で、あとは目元も唇の形も今の私にそっくりだ。

　呆然としている私に気付いて母が小さく微笑む。

「ふふ、よく似ているわよね。でもこれは二十五年前の私なのよ」

　痩せた腕を持ち上げ、細い指でゆっくりと絵を差し示す。

「あなたは、こっち」

　女性の腕の中で眠る赤ん坊は生まれたばかりだろうか。髪の毛も眉も薄く、頭の形がはっきりとわかる。

「この赤ん坊が、私……」

「愛」

　名前を呼ばれたのだと思い振り返ると、雅臣はまっすぐに絵を見つめていた。

「この作品のタイトルだ。『愛』。親父が祖父から相続した財産の管理リストにそう書かれていたらしい」

　家賃代わりに渡されたこの絵はグループ会社から二條家へと渡り、前当主が亡くなった時に雅臣の父親の財産の一部になった。

「愛……」

　愛する妻へ。愛する娘へ。

　私の父はキャンバスに向かってばかりで母や私のことをろくに顧みなかったのだと思っていた。

「あなたが生まれた時、お父さん、とても喜んだのよ。名前は『愛』以外に思いつかないって、あの人がつけたの」

　そう口にした母の声は震えていた。優しいしわが刻まれた大きな目に涙を浮かべて、彼女は私を見上げる。

「アキラさんの、この絵をもう一度見られるなんて……夢みたい」

　胸が詰まる。

　母が喜んでくれて震えるくらいうれしいのに、同じくらい切ないのはどうしてだろう。

「ねえ愛。私、幸せよ。あなたが生まれてきてくれて、本当によかった」

　涙が込み上げる。それを隠すように私は母に飛びついた。細くて小さな体を目いっぱい抱きしめる。

「お母さん」

　私の方こそ――。

　感情が込み上げるまま口にしたかったけれど、言葉にできなかった。声に出したら一緒に涙もこぼれ落ちそうだった。

　喉の奥を締めつけるこの気持ちがなんなのか、わからない。

　ただ幼い子どもみたいに母親にしがみついて、わけもなく叫びたいような衝動を懸命にこらえた。そして優しく髪を撫でてくれる手の感触と懐かしい匂いを感じながら、私は遠い日に父のアトリエを訪れた時のことをぼんやり思い出していた。

　父のアトリエは、どこかの山奥に建つ工場に隣接した倉庫の一角にあった。

　それがなんの工場で、なんの荷物を置いている倉庫だったのかはわからない。私が勤めていた物流センターよりもずっと規模の小さい、もしかすると使われてすらいない倉庫だったのかもしれない。

　工場自体が山を切り開いて建てたような、森の真ん中の緑に囲まれた場所にあった。

　薄れかかった五歳の頃の記憶を手繰ると、私と母は週末ごとにお弁当を持って父のアトリエに遊びに出かけていた。といっても父は絵を描きながら片手間におにぎりやサンドウィッチを頬張るだけで、一緒に食事をしたことはほとんどない。

　たいていは母が絵を描く父をそっと眺めていて、私は子どもらしさ全開に落ち着きがなく倉庫の周辺でひとり遊びをしていた。

　そういえば一度だけ、森に迷い込んだことがある。

　めずらしい色の蝶々を追いかけて普段は足を踏み入れない獣道に入ってしまったのだ。

　戻る道がわからなくなって泣いていた私を見つけてくれたのは……。

　ああ、ダメだ。思い出せない。

　唯一覚えているのは、大きくて温かな手が私の手をしっかりと握ってくれていたことだけ。

　泣きべそをかく私を『泣くな』と不器用に励ましながら、森を抜けるまでしっかりと手を繋いでくれていたその人――あれは父だったのだろうか。

　車椅子の母にしがみつきながら正面の絵に目を戻す。赤ん坊を抱く彼女の柔らかな微笑は、絵の世界を飛び越え現実にいる私たちの心まで温かく包んでくれる。

　まるで迷子の子どものように私は母の細い指をキュッと握りしめた。母は私に目を向けると絵の中の彼女と同じ微笑を浮かべ、幼い頃にそうしてくれたように優しく私の頭を撫でてくれた。

　それが、最後に見た母の笑顔になった。




＊＊＊




「愛」

　名前を呼ばれて顔を上げた。ソファに座っている私を覗き込んでいるのはスーツ姿の雅臣だ。会社帰りらしくネクタイを緩めながらキッチンの方に視線を移す。

「夕食の時間だそうだ」

　ぼうっとしている私に彼は小さく息をついて手を差し出す。なにも考えず条件反射のようにその手を取ると、ソファから引き起こされ食卓まで連れていかれた。

　雅臣にエスコートされるままダイニングチェアに腰かける。彼が正面の椅子に座ると、楓さんがどことなく遠慮がちに料理を運んできた。

「今日は肉か」

「はい！　楓特製のステーキシチューですよ」

「うまそうだ。な、愛」

「え？　はい、そうですね」

　湯気を立てているお皿に目を落とすけれど、色彩が薄れてしまってそれがなんの料理なのかよくわからなかった。もちろん食欲だって湧かない。

　母が亡くなって一週間。なにを食べても、なにを飲んでも、味がしなかった。

　一日中起きているような眠っているような時間の中で、心と体がばらばらになってしまったみたいだ。

　私は生きることを放棄するようにすべてのことに対して無気力になっていた。家の外にも出ず毎日ぼうっとソファに座っているだけ。

　楓さんが気を利かせて話しかけてくれたり出かけようと誘ってくれたりしたけれど、どうしてもうまく反応することができなかった。

　このままじゃいけない。

　そう思うのに、今までどうやって笑っていたのか、どうやって生きてきたのか、どうしても思い出せないのだ。




「……それじゃあ、行ってくる」

「行ってらっしゃい」

　次の日も、朝出かける雅臣を玄関で見送ってからリビングのソファに寝転んだ。

　ぼんやりと高い天井を見ていると自分の輪郭がなくなって空気と一体化したような気分になる。

　あの絵を見せてから二週間後、母は息を引き取った。

　七月に入ったばかりのその日、窓の外には眩しいほどの青空が広がっていた。まだ明ける気配のない梅雨のさなかの見事な晴れ間で、病室からそのまま輝く空に飛び立っていったみたいに、母の顔も穏やかだった。

　お通夜や告別式は坂城さんが主体となって進めてくれたから、私は喪主の立場でありながらほとんどなにもしていない。

　そのうえ雅臣の両親や双子の妹弟まで顔を出してくれて、とても驚いた。参列しつつも驚き戸惑っている様子の彼らに、私は母についてなにも知らせていなかったことを詫びた。離縁されるかもしれないと覚悟していたのに、雅臣のお父さんも清香さんも私を労わるような言葉をかけてくれた。

　母を失うとわかっていたし、覚悟だってしていたつもりだ。

　だけど実際にいなくなってしまうと、どうしても実感が湧かない。まだどこかの病院に入院していて、私がお見舞いに行くのを待っている気がする。そして出かける支度をして、いざ玄関を出ようとした時にどこの病院に行っても会えないことに気付く。そんなことを何回か繰り返した。

　空虚だ。

　私はこれまで母のためだけに生きてきた。その本質が失われたら、これから先なんのために生きればいいのだろう。

　ふと髪を撫でられる感覚に意識が戻る。ゆっくりまぶたを持ち上げると、ソファの上でうたた寝をしていた。横を向いている私の頭の下からはスーツに包まれた長い脚が伸びていて、微かに雅臣の匂いが漂っている。

　いつの間に帰ってきたのか、どうしてこの態勢になっているのかわからないまま、ぼんやり視界に映るリビングの景色を眺めていたら、背後で交わされる小声が耳に入った。

「雅臣様、お夕食の準備が整いましたが……」

「愛をもうちょっと寝かせてやりたい。少し待ってくれ」

「かしこまりました」

　雅臣と楓さんのやり取りが、どこか遠くから聞こえる気がする。半分夢に沈んだまま、温かな膝に触れてそっと目を閉じた。




「おい、愛」

　気が付くと、また雅臣に顔を覗き込まれていた。

「出かけるぞ」

「え……？」

　時間の感覚すらなくなって、今がいったいいつなのかがわからなかった。リビングの大きな窓から注ぐ光が優しい色合いだから、もしかすると朝かもしれない。

　でも雅臣はスーツ姿ではなく、シャツにジーンズというラフな出で立ちだ。

「出かけるって、どこに」

「いいから、行くぞ」

　強引に引っ張られて、私は部屋着のワンピース姿のまま外に連れ出された。

　どこからかセミの声が聞こえる。空気はむしむしとまとわりつくようで、思っていたよりも気温が高い。雅臣邸は室温が快適な温度に保たれていたのだと今さら気付いた。

　私が立ち止まっている間に、季節はゆっくりと進んでいる。

　雅臣はいつもの黒塗りではなく、スポーツタイプの赤い車のロックを解除し助手席のドアを開けた。促されるままシートに乗り込み運転席に回った彼を見る。

「あの、今日はお仕事は？」

　雅臣はシートベルトを締めると、ボードに置いてあったサングラスをかける。

「休みだ」

　そう言うと、レバーを操作してアクセルを踏み込んだ。

　最初に連れていかれたのは映画館だった。といっても私が知っているような映画館とは全然違い、ＶＩＰ専用の入り口や通路を通って辿りついたそこはほとんど個室になっていた。

　お酒や食事を楽しみながら最新の映画を鑑賞できるプライベートルーム。そんなものが映画館にあるなんて、はじめて知った。

　運転をするからとアルコールを断った雅臣は、代わりにポップコーンを要求し、バケツみたいな大きさのそれを私に押しつけた。

「ほら」

　ぽかんとしてから手に持ったものを見下ろす。何度か母と映画館に行ったことはあるけれど、こんなに大きなポップコーンを頼んだことはない。

　雅臣に倣ってソファのような大きなシートに腰を下ろし、ポップコーンをひとつつまみ上げる。イチゴやらチョコやらキャラメルやら、いろんなフレーバーが交じったそれは、やっぱり庶民の食べるものと比べると贅沢品だ。

　流れ作業のように口に運んでいると、ふと手を掴まれた。そのまま持っていかれたと思ったら、雅臣は私がつまんでいたキャラメル味のポップコーンをぱくりと食べてしまった。

「ん、意外とうまいな」

　私の手を掴んだままの彼から、私は視線を逸らした。

「キャラメル味、食べるのはじめてですか？」

「キャラメル味……というか、これ自体はじめて食べる」

「えっ」

　驚いていると、雅臣は今度は自分の手で紙容器から菓子をつまみ上げた。

「鳥のエサみたいなものかと思ってた」

　ひどい言い様の御曹司は掴んでいた私の手に指を絡めて恋人繋ぎをすると、シートに深くもたれた。

　映画の予告編がはじまり、館内を照らしていた照明がさらに落ちる。

　心臓の音が静かに響いていた。

　右の手から流れ込んでくる温もりが、全身に穏やかに広がっていくような気がした。大きな手の感触は不思議と私の心を落ち着かせてくれる。

　雅臣の手に触れていると、味のしなかったポップコーンのフレーバーが鼻の奥でふわりと甘やかに香る。心がほどけていくのを感じながら、私は薄暗闇の中で静かに目を閉じた。

　そこは一面、花畑だった。小さな白い花びらがいくつも集まってひとつの花を咲かせているようなシロツメクサ。白と緑で編まれた花の絨毯に寝そべり真っ青な空を眺めていると、ふいに顔を覗き込まれた。

　奥行きのある茶色の瞳で、雅臣がまっすぐ私を見下ろしている。爽やかな青空を背景に見ても、やっぱり男らしく整った顔だった。気品があり、教養があり、自信にあふれた力強い瞳。その真ん中に私を映し、彼はゆっくり顔を寄せてくる。逃げようとも、抵抗しようとも思わなかった。

　唇が静かに重なる。柔らかな感触に胸の奥がじんとしびれて、なぜだか無性に泣きたくなった。

　ハッと目を開けた瞬間、鼻先に爽やかな匂いが香った。

　雅臣の香水だとわかるのと同時に、唇が合わさっていることに気付く。薄暗い室内で映画の音声がＢＧＭのように耳に流れ込んできて、今自分がどこにいるのかを思い出した。

　ふと、雅臣の顔が離れる。私と目が合うと彼は凛々しい眉を片方持ち上げて呟いた。

「やっとお目覚めか。眠り姫」




　二時間ちょっとの映画が終わって車に戻ると、雅臣はエンジンをスタートさせながら、ちらりと助手席を見た。

「せっかく連れていった映画館で、爆睡されるとは思わなかった」

　呆れた口ぶりでハンドルを操作する彼に対して、私は居心地悪く縮こまる。

「ごめんなさい……」

　だってあまりにも気持ちよかったんだもの。

　薄暗い映画館で座り心地抜群のソファに腰かけ、雅臣の手の温もりに安心しきっていた私は、いつのまにか彼の膝を枕にするようにして寝入っていたのだ。

　自分でも気付かなかったけれど、どうやら私は寝不足だったらしい。

　三十帖を超える寝室の中央に置かれたキングサイズのベッド。あの広すぎる部屋では、なんだかとても寂しくなってしまってうまく寝られないのだ。

「まったく」

　そう息をつきながらも、雅臣の表情はなんとなく楽しげだ。

「まあいい。次は寝入る暇もないだろうよ」

　そう言って連れてこられたのは、印象派を代表する有名な画家の展覧会だった。

「あ、これ、見たかった展示だわ」

　平日なのに入り口には行列ができている。けれど雅臣が係の人にかけ合うと、私たちは別の入り口から中に案内された。蒸し暑さの中で並んでいる人たちを横目に、ありがたさとうしろめたさが入り混じった気持ちになりながら涼しい館内へと足を踏み入れる。

　手渡された音声ガイドを耳に装着していると、ここのところ落ちっぱなしで変化のなかった気持ちも少しだけ沸き立ってくる。

「おまえは画家の娘だったな。いったいどんなご高こう説せつを賜れるのか、楽しみだ」

　同じようにイヤホンを装着しながら皮肉っぽく唇の端を持ち上げる雅臣に、むっとする。

「私には一般人程度の知識しかないですよ。そういうあなたこそ、美術品を蒐集していてもおかしくない立派なお家の生まれなんだから、さぞかし絵画への造詣も深いんでしょう」

　言い返す私を「ふん」と鼻であしらい、彼はさっさと歩きだす。

　雅臣とともに、混み合う館内を時間をかけてゆっくりと回った。それぞれの作品に画家の想いが込められ、そのひとつひとつにタイトルがつけられている。時代を追うごとに変化していく画風を眺めながら、ぼんやり父のことを思い出した。

　ブースを回るごとに新しい絵と出合い、その都度、心を覆い隠していた淀みが薄れていくような、そんな不思議な気分になった。

「知識勝負は引き分けだな」

「……今回は、それで許してあげます」

　蓋を開けてみれば、私たちの絵画の知識なんてたかが知れていた。お互いに音声ガイドの説明に感銘を受けるという形で勝負は終結したのだった。

「もうくたくただわ」

　気が付くと三時間立ちっぱなしで館内を回っていたのだ。疲れ切っている私を横目に、雅臣は平然とした顔をしている。

「まったく体力がないな。仕方ない。軽く休憩を取ってからにするか」

「休憩を取ってからって……まだどこかに行くの？」

　駐車場へ向かって公園内を歩きながら目を向けると、雅臣は大きな目をすがめた。

「ここからが本番だ」




　連れていかれた地上四十五階にあるフレンチレストランからは、東京のビル群を一望できるような夜景が広がっていた。人々の営みが小さな光になってちりばめられた宝石箱みたいな景色を見ながら、ふと正面で優雅にカトラリーを扱う彼を見る。

「随分高いところだけれど、平気なの？」

「夜だからな」

「……ふうん。『夜』は平気なのね」

　はっきりと地上の景色が見えないからだろうか。意地悪っぽく見ている私の視線に気付き、雅臣は一瞬しまったという顔になり、すぐに気を取り直したように食事を続けた。

「どうだ、ここの料理は」

「ええ、すごく美味しいです」

　今朝までは楓さんの料理も坂城さんが手配してくれたケータリングの食事も、なにもかも味がしなかったのに、今は少しだけ味覚が戻っていた。

　久しぶりに外に出て気分転換ができたからだろうか。

　結局あの後、美術館からカフェに向かって休憩を取ると、雅臣は私をテーマパークに連れていった。

　猫が主役の世界という設定のキャッツパーク。猫の目線を楽しむことができる巨大な街で、様々な乗り物に乗ったり猫グッズや展示物を眺めたり、日常を忘れるひと時を過ごした。

　敷地内にあった猫カフェに入った時は予想外のことも起きた。雅臣が猫から異様にモテていたのだ。猫に好まれるフェロモンでも発しているかのようにもふもふの猫たちに囲まれていた彼を思い出し、笑いが込み上げる。

「今日は楽しかった。ありがとう」

　さすがの私でも雅臣が今日なんのためにこんなにもあちこちに出かけたのか、わかっていた。

　照れ隠しなのか、「ふん」と目を逸らす彼をそっと見つめる。

　大魔王みたいに威圧的な態度を取るかと思えば、子どものように言い訳を口にしてくだらない言い争いにムキになる。

　雅臣は、本当はとても親しみやすい。最初に抱いた印象とは正反対の気持ちが湧いていて、私はこっそり息をつく。

　なにもかも持っている二條家の御曹司は、傲慢どころかとても優しい。

　忙しいだろうにわざわざ仕事を休み、私が行きたかったところに連れていってくれたのだ。

「とても満足です。もうなにも思い残すことはないくらい」

　ナイフとフォークを置いてふうと息をつくと、彼はいたずらっぽく目を細めた。

「まだだ。ここのエッグベネディクトを食べるんだろ？」

　海外セレブも数多く訪れるという五つ星のラグジュアリーホテル、『グランド・フロンティアホテル』。ここで提供される料理を食べたいと口にしたのはいつだっただろう。雅臣はそんなことまでしっかり覚えていてくれたらしい。

　上質な空気が漂う最高級のレストランは、それに見合った上品なお客で埋まっている。私は背筋を伸ばし、坂城さんから学んだマナーを思い出しながら食事を進めた。

　人々の落ち着いた会話を邪魔しない音量で美しいピアノのＢＧＭが流れている。ゆったりとした空気の中、私の気持ちはどことなく張りつめていた。

　一流の人たちにこそふさわしいこの場所で、私の存在は浮いていないだろうか。たとえどんなに美しく着飾っても、どんなに優雅にフォークやナイフを扱っても、私が私であることに変わりはない。

　グラスに注がれるワインを見つめながら、意識が遠のいていくような気がした。

　丸いグラスの中で赤い液体を揺らしワインの香りを楽しんでいる雅臣。周囲にいる人たちと比べても完璧に整った外見を持っていて、類まれなる名家の御曹司で……。私とは、生きる世界が全然違うのに。

「あなたは……どうしてそんなに、私に」

　優しくしてくれるの――？

　最後まで口にすることができなかった。ぐらりと視界が揺れて椅子から落ちそうになる。

「愛？」

　とっさのところでテーブルのへりに掴まった。ギュッと目を閉じてめまいをこらえながら、どうにか呟く。

「ごめんなさい。大丈夫です」

　慌てたように椅子を立つ雅臣に小さく笑いかけた。自分で思っているよりも疲れていたのだろうか。

「ちょっとお酒が回っちゃったみたいで――ひゃっ」

　急に体が浮いて、私は硬い胸にしがみついた。雅臣は私を横抱きにし、ゆっくり歩きだす。

「あ、あの」

　食事をしている人たちの視線が集まって、頬が熱くなる。

「雅臣……大丈夫だから、下ろして」

　そう訴えても彼は足を止めなかった。人々の目なんて気にも留めず、ただ黙って私をレストランの外へと連れていく。

　彼に抱え上げられるのは二回目だ。最初の時はまるで荷物でも持ち上げるみたいに乱暴な担ぎ方をされたけれど、今は全然違う。

　触れた手から労わりのようなものが感じられる。胸も腕もたくましいのに、まるで大事なものを守るかのように彼はそっと私に触れている。

　エレベーターで客室フロアに向かうと、雅臣は両開きのドアを開けて中に入った。随分と広い部屋だ。サロンのようなソファセットやゲストルームまである。ちょっとした邸宅のような室内を歩いてベッドルームの巨大なベッドに私を座らせると、彼は心配そうに顔を覗き込んできた。

「大丈夫か」

「だ、大丈夫です」

　真剣な瞳に見下ろされると調子が狂う。心臓が忙しなくて、私はごまかすように辺りを見回した。

「随分広い部屋ですね」

「スイートルームだ」

　人生初のスイートルームにあっけに取られている間に、彼はサイドテーブルに用意してあったガラスのコップに水を注ぎ入れる。

　グラスを受け取りながら、私は口を尖らせた。

「どうして部屋を取ってるんですか。最初から泊まるつもりだったの？」

「当然だ。エッグベネディクトは朝食だろ。泊まりもせずにわざわざ朝から食べにくるとでも思ってたのか」

　不遜な物言いなのに、その目はどこか柔らかい。胸が高鳴って仕方なかった。この人は、どうしてそんな風に私を見るのだろう。

　意地悪だったり優しかったり、掴みどころのない雲みたいにふわふわしているかと思えば、力強く抱き寄せてくれたりする。

　雅臣の考えていることが、わからない。

　ただひとつわかるのは、彼がなにひとつ持たない私と違いすべてを手にしている、住む世界が異なる人間だということだけ。

　今日一日楽しかった反動だろうか。気持ちが急速に下降していく。お酒を口にしたのに、高揚するどころか胸の奥が痛みだす。

「離婚、しましょう」

　気が付くと、そう口にしていた。

「は？」

　ぽかんと私を見ている彼を、私は静かに見上げる。

「あなたのおかげで私は目的を果たすことができました。お礼を言います。ありがとう」

　黙って私を見下ろす茶色の瞳は、いつでもまっすぐだ。ぶれることなく陰ることなく、貫くほどの強さで相手を見る。

「あなたが私を選んだのは、お金持ちの戯れでしょう？」

　はじめて二條家に忍び込んだあの日、雅臣はすぐに私が瀬戸口アキラの娘だと見抜いた。彼はもしかすると、あの絵を見たことがあったのかもしれない。そこに描かれていた母に私はとてもよく似ていたから。

　そしてなにひとつ持たない哀れな私に、雅臣は夢を見させてくれたのだ。八方塞がりになって祈ることしかできなかった夢を、こともなげに叶えてくれた。

　それだけで、十分すぎるほど幸福だ。

「私は救われました。もう大丈夫だから……あなたはもっとちゃんと、自分にふさわしい相手を選ぶべきです」

　本当に好きな人と、幸せになってもらいたい。

　豪勢なスイートルームを静けさが包む。私を見下ろしていた雅臣がはあと息をつき、隣に腰かける。

「……いいのか、おまえはそれで」

　静かな声に胸が軋む。

　私は最初、この人のことを恐れていた。憎んでいたとも言えるかもしれない。選びようのない選択肢を与えられ、あたかも私に選ばせたような形で自分の思い通りに物事を進めた傲慢な御曹司。

　結果はともあれ、はじまり方はひどく強引で契約上やむを得ず一緒になっただけだ。そこに愛はなかった。だから目的さえ果たせれば、後は別れたって一向にかまわない。

　そう思っていた、はずなのに――。

「俺から離れて、おまえはどうやって生きていく？」

　まっすぐ注がれる視線を受けとめられない。目を逸らし、胸の痛みをごまかすように私は微笑む。

「そうですねえ」

　とても現実とは思えない豪勢な部屋の中で、霧がかかったようにはっきりとしない未来をぼんやり想像する。

「母が亡くなってひとりになったことだし、自由気ままに好きなところに行って、のんびりと過ごしていければいいかな」

　思ってもいない言葉が口をついて出た。

　好きなところなんてない。行きたい場所なんて思いつきもしない。

　だって私の世界は母がすべてだったのだ。

「誰にも気兼ねせず、誰にも関わらない」

　笑っていたつもりなのに、声が掠れる。

「ちょっと寂しいけれど、そうやってひとりで生きていければ――」

　ふいに肩を抱き寄せられ、唇に柔らかな感触が触れた。突然のキスに驚く間もなく、広い胸に閉じ込められる。

「……残念ながら、おまえはひとりにはなれない」

　低い声は、直接脳に響いてくるみたいだ。

「おまえは俺とともに人生を歩むんだ。泣こうが喚こうが、この先ずっと」

　シャツ越しに硬い胸の感触を感じる。香水だろうか。息をするたびに、雅臣の鋭さを体現したようなシャープな香りが私の中に充満していく。

「運が悪かったな」

　言葉が次々と頭上から降ってくる。まるで優しい雨に打たれているみたいに、雅臣のセリフは私の中にじわりと沁み込んでいく。

「おまえを待ってるのは、寂しいなんて思う余裕もないくらい、忙しい未来だ」

　なんて傲慢なのだろう。

　最初からそうだった。雅臣は私の話なんて聞かないで物事をひとりで決めてしまう。いつも強引で、勝手に結婚を決めたり、勝手に画材を買ってきたり、勝手に私を連れ回したり。

　そうやっていつも――私のために。

　抑えていたものが決壊して、ぼろぼろと頬をつたっていく。あふれ出た涙はあっという間に雅臣の服まで濡らしていく。

「だから、おまえは黙って俺のそばにいろ」

　シャツをきつく掴んで、彼の胸に顔を押しつけた。そうしないと、嗚咽が漏れそうだった。

　大きな手のひらが私の頭に触れる。髪をすくように優しく、慈しむように私を撫でてくれる。

　どうして雅臣に触れていると、こんなにも安心できるのだろう。強張っていた心が丸ごとほどけていくみたいで、私は子どものように彼にしがみついた。

　頬を落ちていく涙すら温かく感じるのは、この広い腕の中にいるからだろうか。

　抱きしめられたまま、私は泣いた。

　これまでずっと、それこそ母が倒れてからずっと我慢していたものが一度にあふれたみたいに、涙はちっとも止まらない。

　雅臣はもうなにも言わなかった。

　ただじっと、私が泣き疲れて眠るまで、優しく包み込んでくれていた。




　目が覚めると、夢みたいに寝心地のいいベッドの上だった。

　ここのところ寝起きに感じていた倦怠感が嘘のようになくなっている。薄曇りのようにぼんやりしていた頭がすっきり冴えわたっていて、久しぶりにぐっすり眠れたのだと気付いた。

　いつもと違うベッドだからかな？　でも、高級に違いないマットレスや手触りのいいシーツなら雅臣邸のものだって同じだ。

　不思議に思いながらごろりと寝返りを打った瞬間、目と鼻の先に端正な顔が現れて悲鳴をあげそうになった。

「ま、雅臣……」

　寝息を立てている彼を起こさないようにそろりと身を起こす。いつの間にか閉じられていた分厚いカーテンの隙間から、微かに光が差し込んでいた。

　布団をめくって自分の姿を確認すると、昨日と同じワンピースを着たままだ。しわが寄ってしまったスカート部分を気にしながら隣で眠る彼を見下ろして、ふたたび悲鳴をあげそうになった。

　雅臣は裸だった。かろうじて下着は身に着けているけれど、むき出しの上半身に心臓が激しく脈打つ。

　見た目のスマートさからは想像がつかないくらい、その体はがっしりとしていた。胸からお腹にかけて筋肉の筋がいくつも走っている。

　はじめて目の当たりにした男性の裸身。胸の音が忙しないのに、つい見入ってしまう。

　私、昨日この胸に顔を押しつけて泣いたのか……。

　そんなことを考えて、改めて気付く。

　雅臣は私のことをひと晩中抱きしめてくれていたのだ。

　寝顔をそっと見つめる。眠っている彼はとても無垢だ。起きている時にまとっている威圧感が消えると、見目麗しい好青年になる。

　目を閉じていると、まつ毛の長さが際立つ。形よく隆起した鼻に微かに開いて呼吸をする唇。すぐ隣で無防備に寝ている雅臣を見ていると、温かいなにかが胸の底にじわりと広がっていった。

　その時、閉じていたまぶたがぱちりと開いた。茶色の瞳と視線がぶつかって、ぎくりと体が強張る。

「……まだか」

「えっ？」

「俺の寝込みを襲うんじゃないのか？」

　低い呟きと同時に、腕を引っ張られてベッドに引き戻される。スプリングが跳ねて、あっという間に組み敷かれた。

　寝起きの気だるげな目に見下ろされ、どきりとする。

　尖った喉ぼとけとか、鎖骨のくぼみから肩にかけての筋とか、女性とは違う体のつくりに目を奪われてますます心臓が騒ぐ。

「お、起きてたんですか。というか、寝込みなんて襲うわけないでしょ！」

　私を見下ろす視線から目を逸らして言い放つと、顎を掴まれて引き戻された。

「そうか。それなら俺が襲ってやろう」

「え――」

　言葉を奪うように唇が重なった。両手の指が絡め取られ、顔の両側に押しつけられる。

「んん」

　ついばむようなキスが徐々になまめかしいものに変わっていく。

　身動きが取れなかった。雅臣の押さえつける力は寝起きとは思えないほど強い。もしくは私の力が抜けてしまっているのだろうか。

　次の瞬間、大きな手がワンピース越しに胸に触れてびくりとした。

「ま、待って」

　私を見下ろす瞳は、いつもよりどことなく物憂げだ。そのまま彼はさらに唇を寄せてくる。

「愛しい新妻が横にいるのに、触れるなという方が無理な話だろ？」

　肌を晒した雅臣はフェロモンがすさまじかった。ダメと拒絶したいのに彼の発する色気にのまれそうになる。口だけのセリフだとわかっていても、目を合わせると問答無用で強い瞳に絡めとられてしまう。

「待ってくれるって、言ってたじゃない」

　目をつぶりながら訴えても雅臣は止まらない。背中に手を回されたと思ったらあっという間にホックを外されてしまった。

　嘘、服の上から？　なんて驚いているうちに今度はワンピースの裾から手が入り込んでくる。

「ちょっ」

　太腿をなぞられ、くすぐったさに身をよじる。甘い感覚と焦りが胸の中で混ざり合って、自分でもどうしていいのかわからなくなっていく。

　嫌じゃない。もっと触ってほしい気もする。

　でも。

「ま、雅臣！」

　叫ぶと、私の耳元に唇を付けていた彼が私を見下ろした。うかがうように彼を見上げ、強い瞳に負けないよう目に力を込めて訴える。

「待って……お願い」

　視線がぶつかると、雅臣はくっと小さく肩を震わせた。

「それは……逆効果だ」

「え――」

　ふたたび唇が合わさり、さっきよりも激しいキスをされた。逃げようと思って舌を引いてもあっけなく捕らわれ、小刻みにくすぐられたり大胆に吸いつかれたり。なまめかしい動きに翻弄される。

　呼吸が上がっていく私の様子をうかがいながら、雅臣は首筋に吸い付き少しずつ下がっていく。

　くすぐったさに身じろぎをしても押さえつけるようにキスをされた。そして彼の右手がワンピースの裾を押し上げていく。太腿を通り過ぎ、下着がゆっくり露出していく感覚に体が固まる。

「ま――」

　その時、サイドテーブルに置かれた電話が音を立てた。

　室内に響き渡る電子音に、雅臣の動きが止まる。広い部屋に呼び出し音だけが響き、時間が静止したみたいだった。

　ぼんやりと物憂げだった雅臣の瞳に少しずつ光が宿っていき、やがて彼はハッとしたように私を見下ろした。ワンピースを胸の下までまくり上げられ、ショーツをあらわにした私の姿を見て、雅臣は慌てたように跳ね起きる。

　はあっと息をついて頭をかきながら、彼はベッドを下りて電話を取った。

　裸の背中にはやっぱり筋肉の筋が浮いている。どぎまぎしながらも急いでワンピースを着直した。

　通話を終えて振り返った雅臣は、どことなく気まりが悪そうな顔で小さく呟いた。

「エッグベネディクトの、準備ができたそうだ」










５．傲岸な夫のスイートハート




「セレブは一日にしてならず……」

　後部座席に沈み込む私に、冷めた視線が注がれる。

「なによ、もうへばったの？　だらしないわね」

　隣に座った伊都さんは抱えていた大量のショップバッグを足元に置き、小ぶりの紙袋だけを手元に残した。

　車内は当然のように冷房が効いている。行く先々のお店ももちろん空調は快適に保たれていたから、外の蒸し暑さを体感したのは店舗と車を行き来する間だけだった。もはや夏の暑さを懐かしく感じるくらいだ。

「本当にお手頃価格よね。あの値段でこんなにかわいいなんて、掘り出し物だと思わない？」

　伊都さんは高級ブランドのロゴマークが入ったショップバッグから中身を取り出してうれしそうに眺めている。ハートが組み合わさって花の形になっているかわいいピアスだ。

　鏡面仕上げのゴールドがまばゆい輝きを放っているそれは、真ん中に至高の宝石、ダイヤモンドが埋め込まれている。お値段およそ三十万円。

「ええ、二條家の皆様の感覚が、私とは二桁ずれてるということがよくわかりました」

「なにわけのわからないことを言ってるのよ」

　伊都さんに冷たく言われながら、ため息が落ちた。

　二條家の嫁として、もっとふさわしい人間になりたい。そう思った私はこの二週間、積極的にセレブ的な生活に馴染もうと努力していた。

　坂城さんに取り寄せてもらった習い事のパンフレットを読み漁り、英会話やお茶の教室に通ってみたり、今まで入ったこともなかった高級ショップに足を踏み入れてみたり。

　今日は買い物に出かけるという伊都さんにお願いしてくっついてきたのはいいのだけれど、本物のお嬢様は私が想像していたよりもずっとパワフルだった。行動力も、お金の使い方も。

「さてと、じゃあ帰る前にちょっとお茶していきましょ」

　伊都さんの言葉にようやくひと息つけると思い、体の力が抜けた。

　片道が四車線もある都心の交差点が窓の向こうに見えている。夕方の四時になろうというのに、七月の空はまだまだ明るかった。




「あの……ここってパティスリーでもカフェでもないですよね」

　階段を下りて入った地下のお店には、天井から威風堂々と豪華なクリスタルのシャンデリアが吊られていた。

　七人が座れるカウンター席と四人がけのソファテーブルが四卓。店内はさほど広くないけれど、そのぶん一席ごとにダウンライトが優しく注いでいて、しっとりした落ち着いた空間になっている。

「まあね。気に入ったグラスやお皿があれば購入もできるわよ」

「そういうことではなくて」

　ボックス席に腰を下ろす彼女を、テーブルに置かれたキャンドルライトが淡く照らす。ろうそくが入っているグラスには繊細な細工が施されていて、ゆらめく炎を美しく増幅している。

「ここはお酒を飲む場所……つまり、バーですよね？」

　どう考えても買い物帰りにちょっとお茶をしに来るところではない。おまけにあちこちにさりげなく飾られたクリスタルのキャンドルスタンドやらオブジェやら。あれらはもしかして、泣く子も黙るラグジュアリーブランドのクリスタル製品なのでは……。

「いいじゃない、バーだって。美味しいケーキが食べられるんだもの」

　普通に考えたら二十歳になったばかりの大学生がこんなお店に出入りできるのもおかしい。そう思うけれど、伊都さんは店員とも顔見知りのようで彼女がなにも注文せずとも心得たようにチョコレートケーキと焼き菓子が載った皿が運ばれてきた。

「んー美味しい！　やっぱりここ、落ち着くわ」

　洗練された大人の空間に体を縮こまらせて緊張している私と違い、伊都さんは慣れたものだ。

「いつもこういうところでお茶をするんですか？」

「あまり外ではお茶をしないわね。ケーキも飲み物も、欲しいものを言えばそれが家まで運ばれてくるから」

「お友達と学校帰りにカフェに寄ったりは？」

「友達なんていないもの」

「え」

　しれっと口にした伊都さんをまじまじと見つめてしまう。彼女はつんとした表情のまま、なんでもないようにケーキを口に運ぶ。

「私は二條伊都なのよ。みんな私を見る時、『二條家』のフィルターを通すの。逆らったらなにをされるかわからないって、勝手にこびへつらったり、逆に一切近付いてこなかったり」

　あっけに取られている私に、名家のお嬢様は皮肉っぽく口角を上げた。

「誰も彼も決して本音を口にしない。そんな人たちと友達になりたいと思う？」

　つやつやの唇についたクリームをナプキンで拭って、彼女は紅茶に口をつける。

「善みたいになーんにも考えてなかったり、晴兄みたいにすべてをわかった上でうまく立ち回って利用できる器用な人なら、うまくやれるんでしょうけど。私や雅兄みたいに正直な人間には難しいのよ」

　頭に思い浮かんだのは車の後部座席にもたれて脚を組んでいた雅臣の姿だ。私と結婚の条件について話をしていた時、彼は自分に近付いてくる女性たちを『ハイエナ』と呼んでいた。

　伊都さんの言葉は、私がこれまで考えたこともない類の疑問を生じさせた。

　私とは真逆の環境で育ってきた二條家の子どもたち。お金も権力も生まれながらにすぐそばにあって、望めばなんでも好きなものを手に入れられる。

　でも、だからこそ、彼らは本当は孤独だったと言うの？

「……たまに、なにひとつ持たない人間に憧れたりするわ」

　彼女はふっと笑って少しだけ遠い目をした。

「そういう人たちって強いじゃない。宝石なんかで飾り立てなくても、その人自身に輝きがある。生きる力とでもいうのかしら。魂の美しさみたいな。だからキールはカッコいいのよね」

　どうやら途中からソーシャルゲームの話になっていたらしいけれど、それでも伊都さんの言葉に胸を衝かれた気がした。

「持たざる者の強さ、ですか……」

　ふと、店内に「いらっしゃいませ」という控えめな声が響いた。なにげなく目を向けた瞬間、おもわず「あ」と声が漏れる。

「うわ」

　同時に声をあげたのは伊都さんだ。見ると眉間に深いしわを寄せている。

　お店に入ってきたのは長い栗色の髪をうしろで束ねた女性だった。

　体のラインが出るぴたりとした服はスカートに大胆なスリットが入っている。スタイルのよさを前面に押し出したその人は、私たちの方を見てわずかに眉を上げた。

「あら、伊都さんじゃない」

「……こんにちは、連れん城じょうさん」

　頬が引き攣ったような不自然な笑みを浮かべる伊都さんに薄く微笑みかけて、連城と呼ばれた女性は奥のカウンター席に着く。それを見やって伊都さんは聞こえないくらいの声で呟いた。

「……ビッチ」

　手にしていたフォークを置いて、彼女は立ち上がる。

「さ、帰りましょ」

「え」

　口をつけていた紅茶のカップを慌てて置いた。バッグを手にして扉に向かう伊都さんに続きながら、ふと振り返る。

　ひとりで座っている栗色の髪の女性はお酒を注文したらしく、カウンターに頬杖をついてシェイカーを振る店員の姿をぼんやり眺めている。

　脳裏をよぎるのは車の前で仁王立ちをしていた美しい姿だ。ずっと頭の隅に引っかかっていた彼女が、今、そこにいる。

「伊都さん、すみません。先に帰っててもらえますか」

　振り返る彼女を見上げて、私は不自然にならないように笑顔を繕った。

「まだ疲れが取れなくて……。せっかくなので、もう少しゆっくりしていきたいんです」

「まったく、しょうがないわね。じゃあ後で迎えをよこすように坂城に言っておくわ」

　つんとした態度のまま気遣うようなセリフを口にする彼女に少し笑ってしまう。伊都さんも雅臣と同じだ。本当は優しいのに、素直じゃない。

「大丈夫です。電車で戻りますから。ありがとう、伊都さん」

　照れ隠しなのか「ふん」と鼻を鳴らし、彼女は扉をくぐってフロアを後にした。細い背中を見送ってから、私はふうと深呼吸をする。両手を握りしめてカウンター席へ進んだ。

「あの、連城……未希さん、ですか？」

　正面を向いていた薄い色の瞳が静かに私を見る。なんの感情も読み取れないような表情は、私を認めても変わらなかった。

「……どちら様？」

　気だるげな口調で呟く。そのぽってりした唇は雅臣と何回触れ合ったのだろう。そんなことを考えそうになり、急いで振り払った。

「私、瀬戸口――いえ、二條愛と申します」

「二條？」

　それまで無関心だった瞳が、ふいに強い光を宿す。何度か顔を合わせたことがあるのに、彼女はやっぱり私のことなんて少しも気に留めてなかったらしい。

　猫のような強い目でジッと私を見つめ、やがて興味をなくしたように正面に向き直った。

「そう。あなたが雅臣の」

　なにも語らなくても彼女は即座に事情を理解する。

「なに？　私になにかご用？　心配しなくても、雅臣とはもう会ってないわよ」

　カウンターに置かれたカクテルグラスを口に運びながらつまらなそうに言う未希さんは、きっと雅臣にとって特別な存在だ。遊び人と噂されながらも自身に寄ってくる女性を毛嫌いしていた雅臣が、深い関係を結んでいた相手なのだから。

　隙のないメイクが施された横顔をそっと見る。額から顎にかけてのラインが、とても美しい。

　気だるげながらも気品のある佇まいや、なにげなくつけている装飾品の洗練された雰囲気からすると、どこか名の知れた家の令嬢という可能性もある。

「あの、あなたは雅臣の……」

　遊び相手？　それとも恋人だった？

　疑問は最後まで口にできなかった。気になるのに、いざ口に出そうとするとためらわれる。ここまで話しかけておいて肝心なところで臆病風にふかれてしまうなんて。

　この女性と雅臣との関係がよくわからない。遊び相手だと思っていたけれど、雅臣は遊び人というほど女性好きにも思えないのだ。

　引っかかっているのは伊都さんから言われた言葉だった。

『雅兄に想い人がいることも知らないんでしょう？』

　この女性が、その相手だとしたら――。

「変な人ね。自分から私に話しかけてくるなんて。普通、夫の過去の女になんて会いたくないんじゃない？」

「……やっぱり、あなたは雅臣の恋人だったんですね」

　彼女からしたら私の存在はなんて鼻持ちならないことだろう。付き合っている相手が突然、どこの馬の骨ともわからない女と結婚するなんて言い出したら。想像しただけで胸が焼けこげそうだ。

　話しかけるべきではなかった。言ったそばから後悔に襲われていると、彼女はくすりと小さく笑った。

「恋人？　まさか」

　薄く微笑んで、彼女は隣の椅子に目くばせをした。座ったら、と言われた気がして、おそるおそるスツールに腰を預ける。

　未希さんはグラスのきらめきを楽しむように目を細めた。

「そりゃあ私は雅臣のことを好きだったわよ。でも、関係を持ってたのは彼だけじゃないし。私たちは――そうね、同志みたいなものかしら」

「同志？」

　雅臣を好きだと言いながら他の男性とも関係を結んでいたという未希さんの『好き』の意味を測りかねていると、彼女は形のいい唇を皮肉っぽく引き伸ばした。

「私たちはおちこぼれなのよ。家の規則や習わし。そういったものにうんざりしてるのに、結局狭い箱庭からは逃げられない。うまく立ち回ることもできず、子どもじみた反抗を続けてる」

　ふっと小さく息をついて未希さんは頬杖をつく。

「私には十五歳も歳上の許嫁がいる。その人のために貞淑な妻となることを厳しく言いつけられてきたことに対する反抗。雅臣は自分たちを裏切った父親からの一方的な押しつけに対する反抗。私たち、家の中では居場所がないの」

「自分たちを裏切った父親……？」

　本邸のリビングで顔を合わせた雅臣の父親、二條公親の顔が思い浮かんだ。厳格な雰囲気をまとっていたあの人と雅臣の間には、やっぱりなにかがあるのだろうか。

「詳しいことは本人に聞いて。とにかく、私たちはお互いを都合よく使ってただけ。奥様が気にするような関係じゃないわよ」

『奥様』とわざとらしく発音した言葉に、どことなく嘲りが含まれている気がした。なにも知らない部外者だと軽んじられたみたいに。

　でも確かに、私は雅臣のことをなにひとつ知らない。

「彼には、小さな頃からずっと想い続けている人がいると聞きました」

　あなたのことですか？

　そう続けようと思ったら、未希さんは大きな目をきょとんと瞬いた。

「あら、そうなの？　それは初耳」

　グラスに口をつけると、不思議そうに首を傾げる。

「ずっと想い続けてる……ねえ。あの女嫌いの雅臣が」

「女嫌い？　女好きではなくて？」

　私にちらりと視線をよこし、彼女は皮肉っぽく口角を持ち上げる。

「雅臣が好きなのは女の外側だけよ。中身なんて、これっぽっちも興味ない。それって普通に考えて女を道具としか見てないってことじゃない」

　失礼な話よね、と呟いて未希さんは小さくため息をついた。

「女好きだけど女嫌いで、家名を捨てたいけど捨て切ることもできず、あげく昔から想い続けてる相手がいるのに別の女と結婚？」

　別の女と言われた瞬間、喉の奥が痛んだ。人から言われると自分で思っている以上に胸に刺さる。

　未希さんは「面倒な男ね」と呆れたように口にすると、私を振り返ってほんの少し優しげに微笑んだ。

「あなたも大変ね」




　地上に続く階段を上り、ふっと息をついた。腕時計に目をやるともうすぐ午後七時。辺りはまだうっすら明るいけれど、見上げた空に太陽は見当たらない。

　西の空を見ても屹立するビル群に阻まれて陽が沈んだのかどうかはわからなかった。それでも周囲には太陽が残した熱が立ち込めている。

　むっとした空気の中を駅に向かって歩きだす。近道のために公園を突っ切っていると、涼しげに水を噴き上げる噴水が目に入った。

　通り沿いのビルはどこもかしこも明かりを灯して煌々と眩しいけれど、この時間の公園はビルに囲まれているとは思えないほどひっそりとしている。

　暗闇が押し寄せるように、私の脳もぐるぐると同じことを考え続けていた。

　雅臣がずっと想いを寄せている人。未希さんじゃないのなら、いったい誰なんだろう。

　これまで聞いた話をまとめると、雅臣は心は開かないものの必要に応じていろんな女性と関係を持っていたということになる。でも私との結婚が決まって、すべてを終わらせた。そんな彼の心の中に、ずっといる女性って……。

　ふと脳裏を明るく笑う顔がよぎった。

　雅臣のことを昔から知っていて彼が唯一心を開いている女性――。

　ハッとして足を止めた。

『私はあの方と付き合いが長いですからね。小さな頃は一緒に遊んだものです』

　まさか、楓さん？

　これまでのやり取りをすべて思い出すように思考をめぐらす。

　楓さんは雅臣の三歳年上で、坂城さんにくっついてよく二條家の本邸に遊びにきていた。そのまま家事手伝いとして働くようになって……。楓さんはやがて、二條家に出入りをしていた男性と結婚した。

　そこまで思考が至り、どきりと胸が鳴る。

　もしかして、雅臣は失恋したのだろうか。

　楓さんのことが好きだったのに、想いを伝える前に彼女は別の男性と結婚してしまった。だけどあきらめきれなくて、彼女をそばに置いておきたくて、今でも家事手伝いとして家に来てもらっている。そこまで考えると、それが正しいような気がした。

　息がうまく吸えない。肺が軋んで胸が締めつけられる。

　雅臣は成就することのない気持ちを抱えながら、好きな人をそばに置いている――？

「なによ、それ」

　切ないにもほどがあるじゃない。

　雅臣の心を想像すると、胸が張り裂けそうになる。楓さんの様子からして、彼女が雅臣の気持ちに気付いているとは思えない。それでも彼は、彼女をそばに……。

　考えはじめると、もう止まらなかった。これまでの彼らのやり取りを思い出せば思い出すほど、隠された恋心が浮き上がってくる気がする。

　自分が置かれた境遇を考えて、じりりと胸が焼けこげた。だけどそれ以上に、雅臣の気持ちに苦しくなる。

　なんて悲しいんだろう。

　あの人はずっと孤独だったのかもしれない。多くの女性と関係を持っていたくせに、唯一心を許せる女性は別の誰かのものになり、どこにも居場所がなかったのだとしたら――。

　立ち尽くしていると、バッグの中でスマホが震えた。画面を見ると雅臣の名前が表示されていて、急いで耳にあてる。胸にひしめく感情を押しやって、「はい」と普段通りの声を出した。

《愛か。今日は出かけてたそうだな》

「ええ。伊都さんと買い物をしてて」

《今どこにいる。俺もこれから帰りだから、ついでに乗っていけ》

「ええと、ここは」

　スマホ越しに響く雅臣の声に、胸がつまる。切ない気持ちをこらえて周囲に目を走らせ、公園名を告げようとした時、突然なにかに口を押さえられた。

「んんっ？」

　うしろから誰かに口を塞がれたのだと気付いた時には、持っていたスマホを奪われていた。噴水に投げ込まれたそれが、ぽちゃっと音を立てて沈んでいく様に目を見張る。

「ん――!!」

　パニックになりながら叫んだ瞬間、お腹に衝撃を受けた。痛みを覚えるよりも先に夕暮れに沈んだ公園を映していた視界がブラックアウトしていった。




　気が付くと、薄暗い場所で地面に横たわっていた。古い木材と錆びた鋼鉄みたいな、ほこりっぽい匂いが鼻をつく。

「ここは……」

「やあ、愛ちゃん。目が覚めた？」

　身を起こした瞬間、横から声がしてぎくりとする。

　パチッとスイッチを入れる音が聞こえ、辺りにオレンジ色の明かりが降り注いだ。眩しさに目を細めながら、そこに現れた人物に息をのむ。

「沢渡、さん」

　声を震わせる私を見下ろすと、かつての指導係だった彼は薄い唇の口角を上げてうっすら笑った。

「相変わらず、かわいいね」

「どうして、あなたが」

　ブルーシートがかけられた木材やなにかの古い機械が置かれているこの場所は、どこかの倉庫らしい。さほど広くはないスペースで、ゆっくり歩を進める彼から逃れるようにコンクリートの地面をあとずさった。

「愛ちゃんと話したくて、ずっと機会をうかがってたんだ。それにしても驚いたよ、まさか常務と結婚してたなんてさ」

　沢渡さんは落ち着いた様子で、あくまで一歩ずつ間合いを詰めてくる。ほこりっぽい空気が汗ばんだ肌に絡みつくけれど、込み上げる不快感はそのせいだけじゃない。

「沢渡さん。ここはどこなんですか」

「なにか弱みを握られてたんだろ？　そうじゃなきゃ、あんなやつと結婚なんかするもんか。だって愛ちゃんは金なんかには釣られない子だろ？」

「沢渡さん、聞いてください。私は」

「最悪だよな、あの男。人を脅して手に入れようなんてさ。ひどいことされてない？　かわいそうに」

「違います。そうじゃないんです」

　どんなに訴えても、私の声は沢渡さんに届いていないようだった。いつもかけていた黒縁眼鏡の奥の目はオレンジ色の照明を受けてぎらついている。

「でも、もう大丈夫。愛ちゃんのことは、俺が守ってあげるから」

　どうしよう。

　壁面には手を伸ばしても届きそうにない高さに窓があり、その奥は真っ暗だ。今が何時なのかもわからなければ、ここがどこなのかもわからない。

　幸いバッグは手に届く場所に転がっているけれど、肝心のスマホはさっき目の前で噴水に投げ込まれてしまった。

　雅臣との電話の途中だったから彼も不審に思ったかもしれない。でも、こんな風に連れ去られているなんて、普通は考えないだろう。

「……帰ります」

　壁に手をついて、ゆっくり立ち上がる。バッグを拾い上げ、沢渡さんから距離を取りながら少しずつ彼の後方にあるドアを目指す。

「帰るって、どこに？　キミのお母さん、死んじゃったんでしょ。帰る場所なんてないじゃないか」

　倉庫の真ん中に立ち止まっている彼を睨みつつ、じりじりと出入り口に近付いた。

「かわいそうな愛ちゃん。ひとりぼっちになっちゃったんだね」

　沢渡さんはうっすら笑みを浮かべながら憐れむように私を目で追っている。彼が呟いた言葉を私は心の中で繰り返した。

　そう、私はひとりだ。だからちゃんと、自分の力であの人のところに帰らなければならない。

「生活に困ってるなら心配いらないよ。俺が面倒見てあげるから」

「その必要はありません。私にはちゃんと、帰る場所がある」

「あいつのところ？　無理やり結婚させられたんだから、逃げればいいじゃないか。それともやっぱり弱みでも握られてる？」

「私は、自分の意思であの人と一緒にいるんです。だから帰ります」

　雅臣のところへ。

　ドアに向かって一気に駆けだす。取っ手を掴んだ瞬間、肩を掴まれて引き戻された。背中が壁にぶつかり、痛みを感じている間に完全に逃げ道を塞がれていた。

「好きでもない男と一緒にいてなんになる？　それともやっぱり金目当て？」

　真正面から見下ろされ、体が凍りついたように動かない。沢渡さんの目が笑っているのに冷たくて、ぞわぞわと怖気が止まらなかった。

「あいつは女をとっかえひっかえしてる男だよ。そんなヤツといて、愛ちゃんが幸せになれるわけないだろ？」

　どうして体が動かないのだろう。

　どうして、こんな人に自由を奪われなければならないのだろう。

　雅臣のことをなにもわかっていない、この人に――。

　込み上げる悔しさに、喉が痙攣しそうだった。

「確かに、彼は私のことをなんとも思っていないかもしれない。ただ義務感で一緒にいるだけかもしれない」

　頭に浮かぶのは、いつかの病室の景色だった。母に綺麗な花束を持ってきてくれた雅臣の、まっすぐな言葉。

『愛さんのことは、私が一生をかけて必ず幸せにします』

　涙が落ちそうで、唇を噛んだ。

　私はもう十分に涙を流した。あの人の胸に縋りついて。

　ははっとバカにしたように笑って、沢渡さんが埃で汚れた眼鏡を押し上げる。私を覗き込む目は、淀んだ沼みたいに真っ黒だ。

「ほら、だったらすぐにでも離れるべきだ」

『おまえは黙って俺のそばにいろ』

　雅臣の声が、遠くから聞こえた気がした。

「いいえ！　それでも私は、あの人のそばにいます。この先、なにがあっても」

　たとえ雅臣が心の底では別の人のことを想っていても、私は彼のそばにいたい。

　こんな状況で思い出すのは、雅臣のことばかりだ。

　子どもっぽく悪態をつくところや意地悪な笑顔、広い胸に抱きしめられた時の優しい温もり――。

「キミを幸せにしてあげられるのは、僕だけだよ」

　ふいに声のトーンを抑えて、沢渡さんは私の左手を掴んだ。万力で締めつけられたような痛みに、思わず呻き声が漏れる。

「愛ちゃん、キミは騙されてるんだよ。常務はただ金を持ってるだけの最低な人間だ」

「やめて」

　不気味に光る真っ黒な瞳が徐々に近付いてくる。呼吸を乱しながら、彼は唇の端でくくっと笑った。

「あんなヤツ、二條の名前がなきゃなんにもできないクズ同然の野郎だ」

　思わず体が動いていた。

　パンッと乾いた音が響き、手のひらに痛みが広がる。私の平手打ちを受けた沢渡さんが、あっけに取られたようにこちらを見下ろす。

「愛ちゃん……？」

「それ以上言ったら、許さない」

　恐怖で体がすくんでいたはずなのに、心は燃え滾るようだった。込み上げる怒りに、手のひらが震える。

「夫を侮辱するのは、やめてください」

「夫って。なに言ってるんだよ愛ちゃん。あいつは」

「あの人――二條雅臣は、私にとって、この世にふたりといない大切な人です！」

　倉庫中に響くような声で言い放つと、沢渡さんの頬がぴくりと痙攣した。蒼白だった顔がみるみる憎悪で赤く染まっていく。

「この、わからず屋」

　髪を掴まれて強引に上を向かされた。鋭い痛みに顔をしかめながらも、唇を奪おうとする彼を両手で押しとどめる。

「嫌！」

「こうなったら、力ずくでも」

　ますます強く髪を引っ張られた時、すぐ近くでバンッと激しい音が響いた。なにかが爆発でもしたかのような振動に目を向けた瞬間、もう一度激しい音を立てて出入り口の扉が乱暴に開かれた。

「愛！」

　飛び込んできた人物を見て、息をのむ。

「雅、臣……？」

　仕事帰りの格好のまま一瞬立ち止まった彼は、私たちを見つけると慌てたように沢渡さんの胸倉を掴んで私から引きはがした。

「愛、大丈夫か！」

　雅臣の大きな手が私の髪に触れる。

　心配そうに私を覗き込む深い茶色の瞳に声が出なかった。会いたいと強く願った私の願望がいきなり叶えられ、胸の高鳴りが激しい。

　なにも口に出せないまま泣きそうになっている私を抱き寄せて、雅臣は優しく頭を撫でてくれた。

　心がほどけていく感覚に、痛感する。

　やっぱり雅臣の温もりは私の気持ちを一瞬で落ち着かせてくれる。どんな絶望の淵に立たされてもきっと守ってくれると思えるような、絶対的な安心感をくれる――。

「常務、あんた……なんで、ここが」

　雅臣はゆっくり私を離すと、眼鏡がずれたまま目を見開いている沢渡さんを冷たく見やった。

「携帯のＧＰＳ機能を辿ってね」

「バカな。愛ちゃんのスマホは噴水に」

　焦ったように私を見る彼に、雅臣は呆れたように口にする。

「彼女のじゃない。表の車に置きっぱなしだろ？　社用携帯。律儀に持ち歩いてくれてて助かった」

「な……あんた、従業員の社用携帯にＧＰＳなんて仕込んでるのか？」

「おまえのだけだ」

　ひときわ冷えた声を放ち、雅臣はゆっくり沢渡さんに近付いていく。

「いつまた愛に近付くかわからなかったんでね、沢渡さん」

　頬を引き攣らせている彼を静かに見下ろして、雅臣は凍りつきそうなほど冷たい声を出した。

「せっかく降格で済ませてやってたのに。こんな犯罪行為をやられたら、処分するしかないな」

　遠くから赤い回転灯を連想させるサイレンの音が近付いてくる。それに気付いた沢渡さんがポケットからなにかを取り出した。オレンジの照明を受けてぎらりと光る切っ先に、思わず悲鳴が漏れる。

「くそ！　あんたのせいで！」

「雅臣！」

　ナイフを振りかざして突進していく沢渡さんがスローモーションで見えた瞬間、目の前をなにかが横切った。

　気が付くと、沢渡さんは地面に転がって伸びていた。

　先ほどと同じ姿勢のまま立っている雅臣の前では、白髪交じりの髪にきちんと背広を着た五十代半ばの男性が手をぱんぱんと払っている。

「遅いぞ、坂城」

「申し訳ありません。周囲に危険がないか探っていたので」

　沢渡さんを投げ飛ばした執事の彼は私を振り返り、いつもと変わらない生真面目な表情をする。

　そして発せられたのは、マナー講習を受けていた時には聞いたことのないような、柔らかい声だった。

「災難でしたね、奥様。お怪我はありませんか」




　四月の終わりに引っ越してきてから三カ月近く暮らしている自室に戻ると、ホッと吐息がこぼれる。今日の午後に家を出たばかりなのに、随分長いこと帰っていなかった気分だ。

　照明を落としてもまぶたを閉じても、目の奥は冴えわたっている。一向に訪れる気配のない睡魔を待つことにも疲れ、のそりと体を起こした。

　リモコンで明かりをつけると必要最低限の家具しかない寒々しいほどの空間が広がる。

　あと三人は余裕で寝られるベッドの上でぼんやりしているうちに、ますます眠気が遠のいていった。

　今日はいろんなことが起きて疲れているはずなのに。

　結局あの後、沢渡さんは駆けつけた警察官に連行されていったけれど、雅臣が働きかけてくれたおかげか、私が警察署で事情を説明することはなかった。

　たいしたケガもしていなかったし、おおごとにしたくないという私の気持ちも伝えたから、沢渡さんはすぐ釈放されるはずだ。ただし、私には二度と近付かせないと雅臣が不敵に笑っていたから、念書を書かせるくらいはしたかもしれない。

　……変に脅してないといいけれど。

　あんな風に危害を加えられて怖かったし許すわけじゃないけれど、沢渡さんには仕事でたくさん助けられたしお世話にもなった。できればまっとうに働いてちゃんと生きていってほしい。

　ぼんやり考えているうちに余計に頭が冴えてしまい、抱きしめていた枕を放った。

「ああ、もう」

　ベッドから下り、椅子にかけてあったカーディガンを手に取る。当初は着るのが恥ずかしかったレース仕上げのワンピース型ネグリジェも、慣れてしまえば肌触りがよくて重宝している。その上にカーディガンを羽織り、部屋のドアを開けた。

　足元に配置されたダウンライトが廊下を淡く照らしている。上に続く階段をしばらく見上げて、私は足を踏み出した。

　これまで何度も階段を行き来しているけれど、三階にはほとんど上がったことがない。一段一段踏みしめるようにステップに足をかけ、静かに歩を進める。辿りついたフロアはひっそりとしていた。

　廊下をまっすぐ行くと、突きあたりにシアタールームがある。その手前が雅臣の部屋だ。

　忙しなく響く心臓を落ち着けるように、ふうっと大きく息を吐いた。

　時刻はあと五分ほどで真夜中の十二時。以前、夜型だと言っていたからきっと起きているはず。

　意を決して、扉をノックした。しんとした廊下にコンコンと硬い音が響く。

「雅臣、起きてる？」

　少しして、内側からドアが開いた。本でも読んでいたのだろうか。ナイトガウンに眼鏡という見たことのない無防備な姿に胸が跳ねる。

「どうした、こんな時間に」

　いつになく不思議そうな顔で私を見下ろす彼を直視できないまま、私はもごもごと口を開いた。

「いえ、あの……その」

「なんだ？　はっきり言え」

　眉を顰める彼に、目をつぶってどうにか口にする。

「い、一緒に寝てくれませんか」

　雅臣はぽかんと口を開けた。

「……は？」

「べ、ベッドが広すぎるから、落ち着かなくて寝られないんです」

　慌てて言葉を続けながら、頬は燃えそうに熱かった。自分でもなにを言っているんだろうと思うけれど、もう引き返せない。

「だから、一緒に寝てほしくて」

　恥ずかしすぎて雅臣の顔を見られず、カーディガンの裾を握りしめて俯いた。

　心臓がこれまでにないくらい音を立てて、いまにも破裂しそうだ。

　しばらく沈黙が漂ったと思ったら、はあとため息が聞こえた。

「断る」

　低い声に目を上げると、雅臣はふいと顔を逸らした。

「ひとりで寝るのが寂しいなら、楓に泊まってもらうなり、伊都を呼ぶなりすればいい」

「なんで、ですか」

　断られるとは思っていなくて、胸が軋む。私と目を合わせない雅臣をジッと見つめた。

「どうして、ダメなの？」

「どうしてって。あのな」

　ふたたび大きなため息をついて、彼はどことなく言いづらそうに口にした。

「隣で寝てるのに手も出せないなんて、そんな生殺しみたいな状況を受け入れられるわけないだろ」

「出していいのに」

　間髪をいれずに答えた瞬間、また沈黙が流れた。

「えっ」と振り返る雅臣から、今度は私が目を逸らす。恥ずかしすぎて、顔から蒸気が噴出しそうだ。

「今、なんて言った」

「だから、手を出してもいいって、言ったんです」

　またしても無言の時間が流れて、心臓が悲鳴をあげる。

　もうダメ。いたたまれない。

　恥ずかしさに耐え切れず、雅臣の顔を見ないまま小さく叫んだ。

「も、もういいです！　聞かなかったことにしてください！」

　おやすみなさい、と早口で言ってその場を立ち去ろうとしたら、うしろから腕を掴まれた。

　振り返った瞬間、端正な顔と目が合ってしまう。

　雅臣は見たことのない表情を浮かべていた。

　眉を顰め、戸惑うような苦しそうな顔で私をまっすぐ見下ろしている。いつも強気で傲慢な態度を取ってばかりの人間とは思えない、自信なさげな表情だ。

「……本当に？」

　聞いたことのない弱気な声に、きゅっと胸が締めつけられる。掴まれた腕から雅臣の体温がじりじりと伝わってくる。

　気恥ずかしさをこらえながら頷いた途端、部屋の中に引っ張り込まれた。広い胸に抱き留められ、すぐさま唇が合わさる。確認するようにキスを繰り返した後、雅臣は余裕のない声で呟いた。

「途中で待てと言っても、待たないからな」

　抱き上げられ、小さく悲鳴をあげる。私をベッドに寝かせると、彼はぎしりとスプリングを軋ませて覆いかぶさってきた。

　注がれる深い茶色の瞳に、胸の高鳴りがやまない。唇が重なり、さっきよりもずっと深いキスに呼吸が乱れる。

　粘膜から直に流れ込む雅臣の体温に、落ち着くどころか高揚していくのが自分でもわかった。そっと唇を離す端正な顔も、上気しているように見える。

　手を伸ばして眼鏡の柄に手をかける。彼も気付いたようにわずかに俯いて、されるがまま私の仕草に身を任せた。雅臣から眼鏡を外した途端、すぐにまた唇が合わさった。

「ちょっと、眼鏡がまだ」

　ナイトテーブルに置こうと思っていたのに、という言葉も雅臣の舌に絡め取られてしまう。

「壊すなよ」

　小さく呟いて、彼は私の首筋から鎖骨へと唇を這わせていった。

「や、ちょっと」

　裾から入り込んだ手に胸をまさぐられ、くすぐったさに体をひねる。眼鏡を持ったままの私の手を片手で覆うと、雅臣は耳元でくすりと笑った。

「大事に扱え。職人に作らせた一点ものだ」

「嘘。待って、それなら」

　ちゃんと向こうに置いておかなきゃ、と口にする前に、胸元に唇を付けられて悲鳴をあげた。甘い刺激に力が入りそうになり、慌てて眼鏡を枕元に置く。

「待ってってば」

「待たないって言っただろう」

　皮肉っぽく笑う顔に、頬が燃えた。焦ってるはずなのに、甘ったるい感覚が胸に広がっていく。

「なんで、そんな意地悪するのよ」

　なんだか悔しくて目を伏せると、思いもよらない答えが返ってきた。

「おまえがかわいいからだ」

　目を上げると視線がぶつかった。着ていたものを脱いで私を見下ろす彼は、めまいがしそうなほどの色気を放つ。

「だいぶ待たされたからな。これくらいの悪戯は許されるだろ？」

「ずるい」

　どうしてそんな目で見るのよ。なぜ愛しいものを愛でるように、優しく笑うの。私があなたを想っているほど、あなたは私を想ってはいないでしょう。

　あなたが好きなのは、女の外側だけなんでしょう。

　……たったひとりの女性を除いて。

　雅臣の唇や指先に翻弄されながら、甘くて苦い感情に胸が焼けこげそうだった。

　でもそれでいい。そんな雅臣を私は受け入れようと決めたのだ。

　いや……そうじゃない、かな。

　体中に感じるはじめての感覚に戸惑いながら、それでも満たされていくのがわかった。雅臣の熱を全身で感じて私は心から喜びを抱いている。

　ふと動きを止めて、雅臣が私を見下ろした。

　長い指が伸びて、私の目尻から流れ落ちるしずくを拭い取る。

「どうした。泣くほど気持ちいいか？」

「……バカ」

　いたずらっぽく口角を上げる彼に、自分から腕を伸ばしてしがみついた。

　不思議そうに「愛？」と呟く彼の耳元で囁く。

「好き」

　心の声がそのままあふれたように、言葉はなんの抵抗もなく、なにものにも阻まれることなくこぼれていく。

「好き、雅臣」

　私を支える手に力がこもり、きつく抱きしめられた。首筋から耳まで流れるようにキスをされ、囁かれる。

「俺もだ、愛」

　熱っぽい声に、ギュッと胸が軋んだ。

「おまえが好きだ」

　喜びと一緒に切なさが込み上げて、ますます涙があふれ出す。

　私は知っている。雅臣がとても優しい人だと。だからこそ私の気持ちをきちんと受け止めて、応えてくれようとするのだ。

　行き場を失った想いを抱いていることがどれほどつらいことか、彼自身が知っているから。

　指が絡んでいる。ひとつひとつの歯が交互に噛み合う歯車みたいに、ぴたりと合わさって私をベッドに縫いとめる。

　どんなに重ねても決してひとつになることはない体を限界まで近付けて、お互いの吐息や体温を溶けあわせて、何度も交わったその夜。

　私は雅臣の隣で、ひさしぶりに夢も見ないくらいぐっすりと眠った。










６．剛毅な妻のスイートハニー




　本邸の長い廊下には同じようなドアがいくつも並んでいて一度訪れた程度ではどこになにがあるのか、とうてい把握できない。

　いつも冷静沈着で感情を表に出さない坂城さんが、私の前を歩きながらどことなく不安げな視線をよこした。

「本当に、お会いになるのですか？」

「はい」

　はっきり返事をしたら、ふっと吐息の漏れる音がした。呆れられたのかなと目を向けると、優秀な執事の口元にはなぜか笑みが浮かんでいる。

「こちらです」

　そう言ってひときわ大きなドアの前で立ち止まり、坂城さんは手早くノックをした。

「旦那様、愛様がお見えです」

「入りなさい」と声がして、坂城さんが扉を開く。

　最初に目に入ったのは大量の本だった。壁に備え付けられた書棚に隙間なくびっしりと書籍が詰まっている。壁面のほぼすべてを本に占領された部屋の真ん中で、二條公親はソファにゆったりと腰かけ分厚い本をめくっていた。

「私はこれで」と言って坂城さんが扉を閉めると、雅臣の父親はフレームのない眼鏡を外して顔を上げた。

　鋭い眼光に体が強張る。

　ギュッとこぶしを握りしめて私は頭を下げた。

「突然お邪魔して申し訳ありません。少しだけ、お時間をいただけませんか？」

　顔を上げると二條公親と視線が交わった。雅臣とよく似ているくっきりとした二重まぶたの目に見つめられ、握りしめた手に汗が滲んでいく。

　ほんの数カ月前にはこうやって視界に入ることすら叶わなかった相手だ。そんな二條公親に、私は今、真正面から言葉をぶつけている。

　恐ろしかった。だけど怯んではいられない。

　思い出されるのは雅臣からいつか言われたセリフだ。

『間違いなく、度胸がある。二條の家でやっていくために必要な、唯一の資質だ』

　ぐっと唇を引きしめる。そして私はこの国の経済を支えていると言っても過言ではない二條グループのトップに立つ人物に、まっすぐ告げた。

「どうしても、お願いしたいことがあるんです」

　――これは、私にとっても大切なことだから。

　まっすぐ私を見据える威厳に満ちた二條公親の顔に彼の次男の顔が重なる。

『俺は愛を知らない』

　そう言って雅臣が自分のことを話してくれたのは、一週間前。はじめて体を重ねた日の夜だった。
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「俺の親父は最低の父親で、最低の夫だった。だから俺は、妻を愛する夫というものを知らない」

　それは、私が口にした『どうして優しくしてくれるの？』という問いかけの答えだった。

　私の髪をすきながら雅臣はキングサイズのベッドのヘッドボードに寄りかかって、遠くを見るように呟いた。

「俺の妻になった人間には、母のように寂しい思いをさせたくない。だから、俺なりに理想の夫でありたい思った」

　結婚したいと思える女性がおらず、特定の彼女を作ることも面倒。だけど、いつか結婚したら変わらなければいけない。

　そんな風に考えていたのだと、雅臣は告げた。すべては自分の母親が生前寂しく過ごしていたことに起因しているのだと。

　雅臣の告白をベッドの中で聞きながら、私は彼の父親と後妻である清香さんのことを思い浮かべた。彼らの再婚が雅臣の中で大きなわだかまりになっているのだろうか。

「雅臣のお父さんは……なにをしたんですか？」

「なにもしなかった」

「え？」

「自分の伴侶が死の淵にいるのに、あいつは見舞いにも来なかった」

　雅臣のお母さんはもともとそんなに体が丈夫じゃなかった。それでも跡継ぎを望まれているからと子どもをふたり儲け、雅臣を産んだ後は入退院を繰り返していたという。

「そんな母をあいつは遠ざけた。都心の最新設備が整った大学病院から、地方の分院に転院させた」

　そう続ける雅臣の声は怒りや悲しみで震えることもなく、淡々としていた。そういった感情はすべてどこかに置いてきてしまったみたいに、ただ遠い記憶として口にしているようだった。

「母が危篤だった時もあいつは来なかった。後から知ったことだが、秘書と旅行に出かけていたらしい。そして母親が死んですぐ、あいつはその秘書と再婚した」

　清香さんの美しい微笑みが脳裏をよぎって、ざわりと心臓が騒いだ。雅臣の父親は自分の妻が病と闘っている時に秘書と不倫をしていたというの……？

「母は病を押して俺たちを産んだのに、あいつは俺と兄貴を道具としか思ってない。本当は、後を継がせる気なんかないのさ」

「どうして、そう思うの？」

「愛。いい名前だよな、本当に」

　ふいに話が変わって戸惑う私の頬をそっと撫で、雅臣は静かに口にした。

「俺や兄貴の名前とは、全然違う」

「え……？」

「二條晴臣、二條雅臣。臣っていうのは臣下って意味だろ。大臣とも言うが、結局は高官どまり。トップを支える役目ってことだ。つまりあいつにとって俺たちは自分を支えるコマでしかない」

　なんて返せばいいかわからず固まっている私に、雅臣は少しだけ皮肉っぽく笑った。

「それでいて再婚相手の息子に〝善〟だと。親父の本命は、あの能天気な腹違いの弟の方なのさ」

　ふっと呆れたように笑う雅臣の顔をとっさに抱きしめていた。

　彼がずっと抱えてきた孤独の根源に、触れた気がしたのだ。

　雅臣が年上の楓さんに想いを寄せているであろうこと。私の母の転院先をすぐさま手配してくれたこと。なにもかも彼にとっては必然だった。

「ねえ、雅臣。私、ちゃんとあなたの妻になるから」

　シーツに膝をつき彼の頭を胸に抱いて硬めの髪に顔を埋めるようにして呟いた。

「二條家にふさわしい女性に、きちんとなってみせるから――」

　まるで誓いを立てているみたいだ。

　ねえ雅臣。あなたの孤独を私に分けて。孤独な私と、孤独なあなたが一緒になったら、きっと孤独なんて概念ごと消し飛んでしまうでしょう？

　だってあなたは約束してくれたもの。私との未来を。私たちを待っているのは、『寂しいなんて思う余裕もないくらい、忙しい未来』なんでしょう？

　固まっていた雅臣が、そっと、ためらうように私の背中に腕を回した。優しく触れた大きな手に少しずつ力がこもり、やがて彼は力いっぱい私を抱きしめた。

　雅臣の髪に私の胸に、お互い顔を埋めて、存在を確かめ合うように体温を感じる。

　それぞれ心と体を持つ別々の人間だからこそ抱きしめ合うことができる。たとえそこに愛がなくても、触れ合うことで共鳴するようにわかり合える。そうやって言葉では伝えきれないなにかを共有するみたいに、私たちはしばらく抱き合っていた。
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　二條公親の部屋を訪れてから二週間後、八月中旬の空は直視できないくらい眩しく輝いていた。

　冷房が効いていた車内から外に出た途端にセミの声が耳を打ち、都内よりも勢いのある大合唱に思わず苦笑いがこぼれる。

「こっちの方は多少、涼しいな」

　運転席から降りて車にロックをかけると、サングラス姿の雅臣は私につばの広い麦わら帽子を差し出した。

「ちゃんとかぶっとけ。少ない脳みそが蒸発するぞ」

「しません！　……かぶるけど」

「少ないってのは訂正しないんだな」

　苦笑する雅臣の背中をぽかぽか叩きながら、私たちは緑にのみ込まれそうになっている駐車場を出て石段を上りはじめた。

「そういえば、前に私のお母さんにも花束を用意してくれたでしょう。あの花、どうやって選んだの？」

　雅臣が抱えている白や黄やピンクの色鮮やかな花束を見ながら言うと、彼はサングラスを外して胸ポケットにしまいながら呟いた。

「あの絵に描かれてたからな。似合うと思った」

「……やっぱり、そうだったのね」

　母の最後の願いだった父の絵。そこには若かりし日の母と赤ん坊の私を囲むように、たくさんの花が描かれていた。黄や白のバラや温かい色合いのガーベラ、グリーンのカーネーション。すべて母の好きな花だ。それらを花束にして雅臣は母のお見舞いに来てくれたのだ。

　私が父のことを話したから雅臣はあの絵を見たのだろうか。

　長い石段を上りきると見晴らしのいい丘に出た。拓かれたその場所は小規模な霊園になっていて、景色を臨むように墓石が並んでいる。その中の一番高い場所で雅臣は足を止めた。

　目の前には他の墓石を見下ろすように一本の樹木が立っていた。二條邸にそびえていた桜よりは小さいけれど、生い茂った鮮やかな緑の葉が風に柔らかく揺れている。

　雅臣はその根元に花束を置いて、ぽかんとしている私を横目で見た。

「ハナミズキだ。ここに母が眠ってる」

「え……？」

　樹木葬だと呟いて、彼は青空に向かって枝を広げるハナミズキを見上げる。

「母は、なによりも自然を愛していた」

　手を合わせるでも膝をつくでもなく、ただ流れる風の音を聞いているみたいに雅臣は目をつぶった。

　頭上に広がる青空を小鳥が舞い、辺りには緑の匂いが立ち込めている。

　雅臣と、彼のお兄さんである晴臣さんを産んでくれた二條公親の前妻――依より子こさん。彼女はこの近くの病院で長らく療養していたのだという。

　そっと祈りをささげる雅臣の隣で、私も同じようにまぶたを閉じた。

　重奏のように響いていたセミの声にさわさわと柔らかな葉擦れの音が混じる。穏やかな空気に包まれながら、心の中で祈る。

　この地に眠る故人に、あなたの残した家族を見守ってほしいと。

　目を上げると、隣から視線を注がれていた。

「な、なに？」

「随分熱心に祈ってたようだが？」

「いいでしょう、べつに」

　心の中を見透かされたような気がして慌てて目を逸らすと、大きな手にくしゃっと頭を撫でられた。

　いたずらっぽい目で私を見る雅臣は前よりも随分と穏やかな表情をするようになった気がする。私の気のせいか、それとも私の気持ち自体が変わったせいだろうか。

「さて、行くか」

　踵を返し歩き出そうとした雅臣が急に足を止めたので、広い背中にぶつかりそうになった。耳に入った小さな舌打ちに前を覗き込むと、向こうからひとりの男性が歩いてくる。

　四角く角ばった輪郭の中の鋭い双眸。白髪交じりの頭髪を撫でつけ、周囲を威圧するようなオーラをまとったまま近付いてくるのは――。

「親父……」

　低い声にわずかに苛立ちが混じっていて、心臓が小さく音を立てた。急激に張りつめた空気に、唇が乾いていく。

「なにしに来た」

「……話をしにな」

　雅臣のつっけんどんな言い方に対して、二條公親の答えは静かだ。

「話？」

　皮肉っぽく口角を上げる雅臣を横目に、二條家の当主は木漏れ日を揺らすハナミズキの前に立つ。供えられた花束を一瞥してから手を合わせ、祈りを込めるように微かに俯いた。

「ふん」

　なにを今さら。そうあざ笑うように鼻を鳴らし、雅臣がふたたび足を踏み出す。母親が眠る樹とその前に佇む父親から遠ざかろうとするシャツの背中を思わず掴んだ。

「待って、雅臣」

　不思議そうに振り返る彼に思い切って告げる。

「話を……お義父さまの話を、聞いてください」

「なに？」

　祈り終えて顔を上げる父親と私を交互に見て、雅臣は凛々しい眉を寄せた。

「愛、まさかおまえ」

　今日この場所を訪れたのは、私が雅臣に亡くなったお義母さんに会いたいと頼んで連れてきてもらったからだ。そして彼の父親がここに現れたのも――。

『どうしても、お願いしたいことがあるんです』

　坂城さんに案内してもらった二條家当主の書斎で頭を下げた時のことを思い出していると、雅臣が険しい表情を浮かべた。

「話すことなどない」

　そう吐き捨て「行くぞ」と歩き出そうとする彼の腕に、慌ててしがみついた。

「ダメです」

「おい、こら」

　腕を引こうとする雅臣に食らいつくように手に力を込める。

　彼が父親を嫌う理由は聞いたけれど、私にはどうしても二條公親がそんなにひどい人間には思えないのだ。

　雅臣たちの事情を詳しく知っているわけじゃないし、根拠のない直感にすぎないと言われればそれまでの話。だけど彼のお父さんは、二條の家にちっともふさわしくない私をすんなり受け入れてくれた。

　はじめて雅臣の家族と顔を合わせた時、『なんでまた雅兄と結婚することになったの？』と善くんに無邪気に突っ込まれて返答に困っていた私に、助け舟を出してくれた。

　そう、やっぱりあの時、雅臣のお父さんは私を助けてくれたのだ。

　二條公親は威厳に満ちていて恐ろしい人だったけれど、最初に目が合った時から目尻に刻まれたしわはとても優しかった。

「雅臣は、お義父さまから直接、話を聞いたことはないのでしょう？　だったらしっかり聞くべきです」

　あなたの父親がなにを考えて、どう依子さんとの時間を過ごしたのか。

「はっ、そんなのはわかりきっている。親父は政略結婚で好きでもない相手と結婚させられた。だから妻を蔑ろにした。それだけだ！」

　強い口調で吐き捨てた雅臣に私は言い返す。

「それはあなたの勝手な考えでしょう！　そうやってずっと思い込んできただけかもしれないじゃない！」

　ぐっと言葉をのみ込む雅臣を見上げていたら、うしろの方からくつくつと笑い声が聞こえた。振り向くと、二條公親がコホンと咳ばらいをする。どうやら私たちのやり取りを見て笑っていたらしい。

「いや失礼」

　目元に優しいしわを浮かせて、二條家の当主は私たちを交互に見つめた。

「なかなか剛ごう毅きな嫁をもらったな、雅臣。依子も――おまえの母親も、強い女だった」

　名前を呼ばれたのは久しぶりだったのだろうか。ずっと吊り上がっていた雅臣の凛々しい眉が、わずかに下がる。小さく舌打ちをして、二條家の次男は私を振り払おうと引いていた腕をゆっくり下ろした。

「この土地は、依子が幼い頃を過ごした場所だ」

　枝を広げるハナミズキをちらりと見上げて、二條公親は穏やかに言葉を紡ぎはじめる。

「最新医療でモルモットよろしく新薬を試されるより、自然に囲まれたこの場所で穏やかに過ごす方が、彼女にとってはいいと思った」

　都内の最新設備が整った医療機関から地方の病院に転院させられたと聞いたことを思い出す。雅臣も同じことを考えていたのかもしれない。彼がギュッとこぶしを握って、私はつい手を伸ばした。きつく閉じていた大きな手が緩んで私の指と絡む。

「依子は献身的な女で、体を悪くする前からよく支えてくれたよ。そして厳しい女でもあった。倒れた後は、見舞いに行くと叱られたものさ」

　――こんなところに来ている暇があるのなら、やるべきことをやってください。あなたの肩には、何万という人間の生活がかかっている――

　依子さんが口にしたというセリフを懐かしそうに呟いて、二條家の当主は空を仰ぐ。

　巨大グループを率いる大企業のトップに立つ人間がどれだけの重責を負わされるのか、私には想像もつかない。なんとなくわかるのは、そんな人の奥さんともなると相応の覚悟が必要になるということだけ。

「依子のためにも周りに認められる働きをしなければと、私は懸命に働いた。そして新規プロジェクトのための視察中に容体が急変して、彼女は逝ってしまった」

　父親の話を黙って聞いていた雅臣が、ふいに口を開いた。私と繋がった手にはずっと力が込められている。

「……そんな、取って付けたような話、信じられるか。だいたい、あんたは母さんが死んですぐ、あの女と再婚しただろ」

「依子の遺言だったからな」

「……は？」

「清香は会社のために人生をささげていた女だ」

　伊都さんと善くんの母親である美しい女性。本邸のリビングの椅子に上品に腰かけ、優しく微笑んでくれた彼女の姿が脳裏をよぎった。

　当時秘書だったという清香さんと雅臣のお父さんは、ある時依子さんに呼び出され、病室で告げられたのだという。

　――清香さんにしか頼めない。私に代わってこの人を支えることができるのは、あなただけです――

「そう言って、依子は私たちに頭を下げた。逝ってしまう一週間前だったな。まるで自分の死を予期しているようだった」

「そんな……話」

　信じられるか、と吐き捨てようとする雅臣の手が、震えている。私はギュッと彼の手を握りしめた。

　雅臣が、ずっと知り得なかった真実。

　きっと知ることが恐ろしくて、踏み込もうとしなかった過去。

　どんな結末でも私は雅臣を支えよう。そう心に決めて今日、この場所にやってきたのだ。

　だからしっかり手を握りしめた。崩れ落ちてしまわないように。私もここで一緒に立っていることを彼に知っていてもらうために。

「清香は承諾してくれた。彼女は彼女なりに、今が幸福だと言ってくれる」

「……はっ、あんたも年を食ったしな。それで末息子が一番かわいくなったってわけだ」

「……なに？」

　わずかに首を傾げる父親に、雅臣は皮肉っぽく笑う。

「だいたい愛した女との息子につける名前じゃないだろう。一般家庭とは違うんだ。二條の家に生まれて、臣おみ――陰で支える者、なんてな」

「……おまえたちの名前は、私がつけた」

「はは、そうか。やっぱりな」

　半ば自暴自棄になっている雅臣の手を、握りしめる。きっと彼が私と手を繋がずにこぶしを握っていたら、爪が食い込むくらい握りしめて自身を傷つけていたに違いない。

　そう思うくらい、雅臣の手は強張って震えていた。それでも彼は私の手には爪を立てないでいてくれる。

「思いやりを持ち、相手に尽くす。依子そのものだ」

「……は？」

　眉をひそめる息子をまっすぐ見て、二條公親は呟く。

「臣というのは、依子のことだ。晴臣、雅臣。おまえたちの名前には、母親への敬意が込められている」

　雅臣の手から、少しずつ力が抜けていくのがわかった。

「なん……だと」

「私は依子に感謝している。おまえたちを残してくれ、私を奮い立たせてくれた。自分よりも、私たちの将来のことばかり気にかけていた」

　立ち尽くしている雅臣に静かな目を向けて、厳格なオーラに包まれた二條家の当主は呟いた。

「依子は、私の最愛の妻だった」

　風が吹いて、緑の葉が舞う。

　さわさわと柔らかい葉擦れの音を聞きながら、二條公親はハナミズキの樹を優しい目で見上げる。

　そして彼は立ち尽くす息子の横を通り過ぎ、ゆっくりと通路を進んでいった。

　ずっと向こう、緑にのみ込まれかけた石段の手前でスーツ姿の優秀な執事が雇い主がやってくるのを待っている。

　二條家のとりまとめ役である坂城さんは、もしかするとすべてを知っていたのかもしれない。

　自分が仕える二條家当主の気持ちも、その息子の感情も、すべて――。

　辿りついた二條公親をエスコートするように石段脇に寄った坂城さんは、振り返って私たちを見た。

　そして敬礼するように背筋をまっすぐ伸ばし、深く頭を垂れた。




　帰りの車内は無音だった。

　音楽やラジオを流すでもなく、雅臣はハンドルを握ったまま黙って前を向いている。

　いろいろと気持ちを整理する上でドライブは最適かもしれないと思った。雅臣もきっと、流れる景色を眺めながら様々な感情をあるべき場所にひとつずつ納めているに違いない。

　そう思うのは、彼の表情がどことなくすっきりして見えるからだ。

　派手な車に乗っているわりに落ち着いた運転をする彼は、赤信号待ちの交差点でふとウインカーを出した。

「ついでだから、寄り道をしていくか」

「寄り道？　どこに――」

「この少し先に、倉庫がある」

　倉庫？と眉をひそめる私に薄く笑いかけ、彼はハンドルを操作した。

　峠道を進み、両脇から木々が迫ってくるような細い通りを抜けていく。正午過ぎの太陽はますます燃え盛り、窓から容赦なく日差しを注いでくる。

　しばらくすると、雅臣はロープが張られた草むらの手前に車を停めた。

「さて、どうなってるかな」

　サングラスを外してドアを開ける彼にならい、私も外に出る。さきほどよりも緑の深いその場所には、木々が生い茂っているだけで倉庫と呼べるような人工物は見当たらない。

「寄り道って、ここ？」

「もう少し先だ。そこを抜けていく」

　雅臣が足を向けたのは、わずかに人が通れる程度に土が露出している舗装されていない道だった。いや、道とも言えない、ただ踏み固められただけの獣道だ。

　幸い踵の高い靴は履いてこなかったけれど、バックストラップのサンダルでここを歩くのは心もとない。ためらっている私に気付き、雅臣が「ほら」と手を差し出した。

　大きな手に迷わず掴まる。肌になじむ体温に勇気づけられ、私は足を踏み出す。ふと雅臣が笑みを漏らした。

「懐かしいな。前にもここで、小さな子どもの手を引いてやったことがある」

　太陽光が届かない鬱うっ蒼そうとした森の奥を見やり、「といっても、俺も子どもだったけどな」と付け足す。

　いつ途切れてもおかしくないほど細く頼りない道をためらうことなく進み、雅臣はどこか楽しそうに続けた。

「随分昔の話だ。たしか女の子だったか、迷子になってたようでわんわん泣いてな。宥めるのが大変だった」

　穏やかに笑う雅臣を見ながら、なんだか胸が温かくなる。

　やっぱり雅臣は子どもの頃から優しかったんだな。そう思いながら、自分にも似たような経験があることを思い出した。

「そういえば、私も――」

「着いたぞ」

　ふいに森が拓けて視界に古びた建物が映る。

　おとぎ話に出てくるような三角屋根のシンプルな造りの倉庫だった。瓦の屋根に壁には横長の木板が縦に重なるように取りつけられていて、ログハウス風になっている。

「ここって……」

　記憶の奥底からなにかが浮上しようとしていた。

　私はこの場所を知っている。来たことがある。

「ここもいいかげん、取り壊さないといけないな」

　朽ちかけた建物は入り口のドアが生い茂った草に埋もれそうになっている。それらをかき分け雅臣がドアノブに手をかけると、扉は軋んだ音を立てて開いた。

「……鍵が壊されてるな。誰かに使われてた可能性がある。さすがに、中に入るのはやめておくか」

　入り口手前から簡単に中をあらためただけで扉を閉じた彼は、振り返ってきょとんと目を瞬いた。

「どうかしたか？」

　呆然と立ち尽くしている私に気付き、慌てたように戻ってくる。私の前でひらひらと手をかざしながら、長身を屈めて心配そうに顔を覗き込んできた。

「具合でも悪くなったのか？　熱中症か？　待ってろ、今、水と帽子を取りに」

　獣道に引き返そうとする雅臣のシャツをとっさに引っ張る。

　ぱくぱくと口を開いても、空気しか出てこない。咳ばらいをしてどうにか発した声は掠れていた。

「ここって、もしかして」

「二條グループの子会社が所有していた倉庫だ。おまえの父親のアトリエに使われていただろ」

　なんでもないように言われて、彼の腕を力いっぱい掴み直す。

「どうして、この場所を知っているの」

　声を震わせている私を不思議そうに見下ろして、雅臣は説明しづらそうに頭をかいた。

「どうしてと聞かれてもな。子どもの頃はよくここに来ていた。母の病院も近かったし、おまえの親父が絵を描いてるところを見てるのが楽しかったからな」

　どくんと胸が跳ねた。これまでの雅臣とのやり取りがフラッシュバックする。

　本邸の豪奢な応接ルームではじめて対峙した時、まるで大魔王と向き合っているみたいだと思ったこと。

　絵が必要なら一億円を支払えと言われたこと。

　病院の広いカンファレンスルームで、私とお母さんにその絵を見せてくれたこと――。

「待って。じゃあ、あなたは、あの絵のことを前から知っていたの……？」

　私が二條家に忍び込むきっかけとなった絵。

　父が、唯一描いた母の絵。

「当然だ。あれは、俺にとっても忘れられない絵だからな」

　さらりと口にする雅臣を、信じられない気持ちで見上げた。私の目線には気付かず、彼はどこかうれしそうに続ける。

「あれは『母性』を象徴した作品だ。子を抱く母の微笑は、当時の俺にとってなによりも心の慰めになっていた」

　ほんの少し寂しそうに呟く彼の目には、廃屋となったアトリエが映っている。

　父があの絵を描いたのは私がちょうど生まれた頃だ。つまり二十五年前。――当時の雅臣は、たしかお母さんを亡くしたばかりだった。

「おまえの父親――瀬戸口アキラは俺に言った」

　倉庫から私に目を移し、雅臣は微かに目元をほころばせる。懐かしそうに、私の知らない私の父との思い出を口にする。

　――坊ちゃん。お母様を亡くされてお気の毒に。この絵でよければ、いつでも見にきてくださいよ――

　いつもキャンバスに向かってばかりで背中しか覚えていないのに、帆布に塗り込められる油絵の匂いがふと鼻先をかすめた気がした。

　――母親は、子どもの笑顔を守るために笑うもんです。そういう想いを込めて、描いた絵ですから――

「子どもの笑顔を、守るために」

　どうしても思い出すことができなかった姿が、記憶に刻まれてすらいないと思っていた父の顔が雅臣に重なる。

『泣くな』

　不器用に私を励ます男の子の背中が、唐突に頭の奥で弾けた。

　蝶を追いかけて迷い込んでしまった暗い獣道。その真ん中でうずくまって泣いていた私を見つけ、手を引いてくれた男の子。

　離れないようにしっかり繋いでいてくれた手の感触が、鮮明に思い出される。大きくて温かくて、私を安心させてくれた優しい手――。

『泣くなよ。あの絵を見せてやるから』

　振り返った少年の顔と彼が口にしたセリフがくっきり脳裏によみがえった途端、笑ってしまった。

「なんて偉そうな」

　私のお父さんが描いた絵なのに。

　ふふっと肩を揺らす私を不思議そうに見下ろして、雅臣はさらに続けた。

「母が他界した後も、学校が長期休みになると坂城や他の使用人に頼んでしょっちゅうここに連れてきてもらっていた」

　私がお母さんに連れられてアトリエに来ていた頃、雅臣もまたこの場所を訪れていたのだ。でも交わったのはほんの一瞬だけ。まるで時空のゆがみに入り込んでしまったみたいな、獣道でのめぐりあい。

　そして雅臣は、飽くことなく私の父が描いた絵を眺めていた。幸か不幸か、絵のモデルである母本人に出会う機会はないまま。

「失った母親の姿を重ねるようにあの絵を眺めていたが、今思うと、あれは憧れに近い気持ちだったな」

　不敵な笑みをこぼし、彼は冗談めかして言う。

「おまえの母親は、俺好みの美人だったからな」

「え……」

　心臓が、ひときわ大きな音を立てた。

　あの絵に描かれていた若かりし頃の母は、今の私とそっくりで――。

　さわりと風が吹き抜ける。木々を揺らし、地面に複雑な模様を描いた木漏れ日が踊る。

　くっきりとした二重まぶたに鼻筋の通った石膏像みたいに端正な顔立ち。深い茶色の瞳に見下ろされて脳裏をよぎるのは、薄紅の花びらが舞い散るはじまりの季節だ。

「あの桜が舞う日。おまえが空から降ってきたとき、俺がどれだけ驚いたかわかるか？」

　なんだろう。胸が詰まる。あまりにもたくさんの感情が複雑に混じりあって、口にしたい言葉が見つからない。

「ずっと憧れに留めていた女を具現化させるほど、俺は思い詰めていたのかと」

　まあそれは大袈裟だが、と笑って、雅臣はいたずらっぽく目を細める。

「運命が降ってきたと思った」

　改めて思い出す。二條家にそびえる桜の樹をよじのぼり、はじめて二條家の敷地に足を踏み入れたあの日のことを。

　桜の樹の上で足を踏み外した私を雅臣が受け止めてくれたことを。

「おまえを妻に迎えて、俺は自分の責任を果たす。二條家の人間として、腹をくくって生きる」

　はじめて目にした時から吸い込まれそうだと思っていた強い瞳は、今でも変わらない。ぶれることなく、まっすぐ貫くように私を見つめる。

「そう決めたんだ。おまえと出会った、あの日に」

　雅臣の腕を掴んだまま、私は喉が震えそうになるのを懸命にこらえた。言葉の代わりに吐息を何度かこぼし、どうにか口にする。

「じゃあ、伊都さんが言ってた、雅臣がずっと想いを寄せてた女性って」

　彼の凛々しい眉がぴくりと動いた。わずかに表情を曇らせ、気まずそうに目を逸らす。

「あんまり言うな。確かに伊都には口を滑らせたことがあるが……恥ずかしいだろ、絵の中の女を好きになっただなんて」

　体から力が抜けて、私はその場に座り込んだ。「あ、おい」と私を支えようとしてくれた雅臣も地面に膝をつく。

　胸の中でいろんな感情が入り混じり、化学反応でも起きたみたいに全部が弾けた後、残ったのは安堵だった。

「なんだ……」

　はあと大きく息をつく私を見やり、雅臣は眉根を寄せる。

「なんだとはなんだ。俺がせっかく思い出話を――」

　目を三角にして怒りだそうとする雅臣に、勢いよく飛びついた。

「うわ」と勢いあまってうしろに尻もちをつく彼の首に腕を回し、ギュッとしがみつく。

　最初に出会ったあの日、私を抱き留めてくれた時と同じ体勢になっていて「ふ」と笑みがこぼれた。

「愛？」

　困惑しつつも、彼は私の髪を撫でてくれる。

　セミの声が降り注ぐ草むらで、私たちはしばらく抱き合った。生い茂った木々が太陽の光を遮り、熱を吸収してくれる。心地よい風に包まれながら、雅臣の心臓の音を聞いていた。

　規則正しいリズムに、気持ちが落ち着いていく。

　ゆっくりと顔を離すと、私を見下ろす大きな瞳と視線がぶつかった。

　どちらからともなく唇を寄せ、優しく口づけを交わす。柔らかな感触を楽しむように、もう一度。ちゅっと音を立てて唇に吸いつくと、雅臣はそのまま私の後頭部を支えて身を乗り出してきた。

　こちらからのしかかっていたはずが、あっという間に組み敷かれる格好になる。そのまま首筋にキスをされ、胸を触られて、慌てて声をあげた。

「ちょっと、ここじゃ、さすがに」

「……わかってる」

　押しとどめようと伸ばした私の手を取り、指にキスをすると、雅臣は呟いた。

「指輪、いいかげんに用意しないとな」

　薬指を這う唇の感触に、ぞくぞくと背筋が痺れる。それをわかっているように、雅臣は私の指先を順番に愛撫していく。

　そういえばあまりに慌ただしい日々が続いていて、指輪のことなんて思いつきもしなかった。

　入籍を済ませたのにいまいち彼の妻だという実感が湧かないのは、結婚式を挙げていないせいかと思っていたけれど、ふたりを繋ぐ証がなかったせいかもしれない。

「んん、もう、やめてったら」

　こらえきれずに手を引っ込めると、雅臣は口角を上げて不敵に笑う。

「そんな顔をされたら家までもたない。……車でするか」

　強い瞳に覗き込まれ、慌てて身を起こした。

「もう、色ボケ御曹司！　欲望の塊！」

「おまえのせいだ」

　立ち上がりかけたところを引っ張られて、うしろから抱きしめられた。広い胸に包まれると、安心感で満たされてしまう。

　ふいに「お」と声を出し、雅臣が私から手を離した。振り返ろうとすると、「そっち向いてろ」と頭を押さえられる。

「な、なに」

　彼の膝の間でしばらく座っていると「よし、いいぞ」と声をかけられた。振り向いた私の手を取り「やり直しだ」と楽しそうに笑う。

　雅臣は、私の指にシロツメクサで作った指輪を嵌めた。

「愛、俺と結婚してくれ」

　不意打ちだった。真正面から言われた言葉に、ぽかんと口を開けてしまう。

「……なんだ、その顔は」

「だって、もう、結婚してますよ？」

「それはそうだが、前のプロポーズは、あまりプロポーズらしくなかったから」

　口を曲げてすねはじめる彼に、笑みがこぼれてしまう。

『瀬戸口愛。俺の妻になれ』

　なんの音もしなかった黒塗りの車の後部座席で、不機嫌そうに私を睨んでいた雅臣を思い出す。もしかすると彼は彼で必死だったのかな。そう思うと、愛しくてたまらなくなる。

「不束者ですが、どうぞよろしくお願いします」

　その場に三つ指をついて頭を下げた。顔を上げると穏やかに微笑む彼の姿が目に入る。

　お互いが同じ気持ちでいる。そういられることが、それがわかることが、これほどまでに幸福だなんて。

「私は、あなたを愛してます」

　想いが言葉になって、自然と口からこぼれた。

　一瞬、驚いたように眉を持ち上げた雅臣は、やがてうれしそうに破顔した。

「俺もだ」

　お互いの顔が近付き、ゆっくりと唇が合わさる。

　それはまるで誓いのキス。

　肌の触れあいでありながら、気持ちの触れあいでもあり、たくさんの過去が終わりを告げた瞬間であると同時に、ふたりだけの未来のはじまりでもあった。

　甘くて、優しくて、神聖で。

　セミの声が祝福のように降り注ぐ中、雅臣は噛みしめるように私の耳元で囁く。

「ありがとう」

　思いがけない言葉にきょとんとしていると、顔を傾けるようにして目を覗き込まれた。

　雅臣の瞳の中で、光が揺れている。

　私の顎に長い指が触れ、もう一度、ゆっくりと唇が重なる。

　ふと声が聞こえた。

　――愛してる。

　それは実際に音として耳に入ったのかどうかわからないほど微かで、そのぶん切実な響きだった。

　もしかすると本当に心の声だったのかもしれない。

　でも確かに、雅臣の声は私の胸の奥深くに届いて、大きく響いた。

　――愛、おまえは俺の、最愛の妻だ。










エピローグ




　それは八月、お盆明けの土曜日のことだった。

「雅臣！」

　二階から駆け下りてドアを勢いよく開く。キッチンでティータイム用の紅茶を淹れていた楓さんがびっくりした顔でこちらを向いた。

「愛さん、どうされました」

「私の荷物が、服が」

　ダイニングを通り抜けてリビングに向かったものの、ソファに目当ての人物はいない。

「なにかあったんですか？」

　トレーに紅茶セットを載せてやってきた楓さんが、センターテーブルに三段式のスイーツスタンドやカップを並べはじめる。それを見て条件反射のように口にした。

「あ、私はさっき伊都さんとケーキを食べてきたので、お茶だけいただきます」

「あら、そうですか」と微笑む楓さんにつられて「うふふ」と笑ってから、ハッとした。

「そうじゃなくて、私の荷物がなくなってるんです！」

　伊都さんとの買い物から帰宅して二階の部屋に戻ったら、ベッドや椅子などの家具を残してなにもかもが消えていたのだ。棚に置いていた雑貨もクローゼットの服も、跡形もなかった。

「どうして急に。泥棒……のわけないですよね。楓さん、なにか知ってますか？」

「いえ、私はなにも。でもそういえば、さっき所用があって出先から戻ってきた時に、本邸の使用人とすれ違いました」

　顎に手をあてて首を傾げる彼女を、まじまじと見つめる。

「本邸の使用人って、普段はここに来ない人たちですよね」

　その人たちが、私の荷物を持っていったってこと？

　どうして……。

「まさか。今になってやっぱり私はこの家にふさわしくないってことになったんじゃ……」

「そんなまさか」

「だって、他に私の荷物を持ち出す理由なんてあります？」

　苦笑する楓さんに掴みかかる勢いで近付いた時、リビングの扉が開いた。

「なんだ、騒々しい」

　Ｔシャツにジーンズというシンプルな装いで現れた雅臣は、今日は仕事が休みだったらしい。調べものでもしていたのか眼鏡姿で、手にはなにやら紙袋を下げている。

「わたしの荷物知りません？　まるごとなくなってて」

「ああ、それなら俺の部屋に移動させた」

「え……」

「そろそろ寝室は一緒でいいだろう。おまえが使ってた部屋はもともとゲストルームだしな」

「え……でも」

　突然のことに戸惑っている私に、雅臣は目を細めて意地悪っぽく唇を持ち上げる。

「夜眠れないんだろう？　俺が隣にいないと」

「あら、そうなんですか」

　楓さんがぱっと楽しそうに笑って、私は慌てて首を振った。

「ち、違います！」

「違わないだろ。夜這いしにきたくせに」

「それは！」

　言葉を探している私を見下ろし、雅臣はニヤニヤした笑みを浮かべている。そんな私たちを見て楓さんがくすりと笑った。

「まあまあ、仲がよろしいことで。本当に、雅坊――雅臣様は、愛さんが来てからよく笑うようになりましたよね。あれほど女性不信だったのに……楓はうれしゅうございます」

「おい、やめろ。ばあやか」

「誰がばあやですか！」

　目を吊り上げる楓さんをつまらなそうに一瞥して、雅臣はソファに腰を下ろした。紅茶のカップを手に取ると、受け皿を使わず簡易な持ち方で口に運ぶ。

「仕方ないだろ。愛は最初から特別だ」

「あーはいはい。まったく見てる方が胸やけ起こすくらいラブラブで。なんてまあ喜ばしい」

　私のぶんの紅茶を淹れると、楓さんは立ち上がった。

「それじゃあ、『ばあや』はおふたりのためにお部屋を磨いてきますかねえ」

　わざとらしく「やれやれ」と廊下に消えていく彼女を見送ってから、私はなんでもない風を装って雅臣の隣に腰を下ろした。けれどすぐに鋭い声が飛んでくる。

「なにを赤くなってる」

「べつに、赤くなってなんか……」

　耳まで熱いことを自覚しながら、紅茶を口に運んだ。芳醇な香りが鼻に抜けていくのを感じながら、頭の中では何度も同じ言葉が繰り返されている。

　――愛は最初から特別だ。

　雅臣はいつも、なにげない時に私をドキッとさせるようなことを言う。

　それでいて本人は無自覚なのだから始末が悪い。なんの前触れもなく、人目すらはばからずに甘さを垂れ流されたら、どう反応すればいいのかわからない。

「ああそうだ。これをやろうと思ってたんだ」

　ふいに紙袋を差し出され、私は紅茶を置いた。紙袋を広げると中にはピンク色の不織布でラッピングされたものが入っている。

「なんですか？」

「開けてみろ」

　言われた通り、紙袋から取り出してリボンを解く。黒いレースの中身が見えて「ハンカチですか？」と取り出した私は、布を広げて絶句した。

　黒いレースとフリルがあしらわれたそれは、キャミソールタイプのミニドレスにも見えるけれど、布地が薄くて涼しげだった。言い換えると透け透けだ。つまりそれはベビードールといわれるセクシーなナイトウェアだった。

「な、なんですか、これ」

「なにって、プレゼントだ。伊都にさせられてた格好もなかなか悪くなかったから、似合うだろうと思って」

「こんな、破廉恥な」

「普段の寝巻きとそんなに変わらないだろ」

「いつものネグリジェよりも性的な意図がびしばし感じられます！」

「はは」

　当然だろ、と言わんばかりに軽く笑われて、頬が熱くなった。

「あなたの頭の中は、いつもこんなことばっかりなんですか!?」

「ああ、もちろん。決まってるだろ」

　私のセリフは余裕の笑みで一蹴された。おまけに腰に回された手にあっという間に引き寄せられる。いたずらっぽく笑いながら、雅臣は内緒話をするように耳打ちした。

「初心な新妻をどうやって悦ばせるか、夜な夜な研究中だからな」

「なっ」

　くすぐったさと恥ずかしさで距離を取ろうとしたものの、肩を掴まれてそのままソファに押し倒された。不敵に笑う雅臣は、どう考えても私の反応を見て楽しんでいる。

「なんなら今着てみるか？」

「き、着ない。夜になったって着ないから」

「なぜ？　絶対に似合うのに。かわいい妻が普段は隠してる妖艶な顔。考えただけでそそるな」

　舌なめずりをするように囁き、雅臣は湿った吐息を私に浴びせる。

　色気を漂わせているのは私じゃなくてあなたです！

　心の中で叫びながら、どうにか逃げ出そうとするけれど、覆いかぶさる大きな体から逃れる術はない。

「夜まで待ちきれないな。なんなら今ここで――」

「ちょ」

　組み敷かれたまま雅臣の唇が私に触れそうになった時。

「……なにをしてるんですか」

　ソファのうしろから声がして、ふたりで同時に振り返った。呆れた顔で立っていたのは坂城さんだ。

「気配を消してうしろに立つな！」

　一喝する雅臣にため息で答えると、「少しよろしいですか」と言って、坂城さんはソファの前に回り込んできた。

　なにも見ていませんというスタンスを貫き通す執事に対し、雅臣はあきらめた様子でソファに座り直す。

「挙式と披露宴のプランと、新婚旅行を含めたスケジュールについてご確認を」

　坂城さんがテーブルに広げた資料やパンフレットを手に取ると、雅臣はタブレットを操作してカレンダーのスケジュールと照らし合わせる。

「挙式なら海外でやる方がいいな。この披露宴は省けないのか？　というか、結婚式はお義母さんの喪が明けてからだろ」

「スケジュールの関係上、これだけはどうしてもこのタイミングで行っていただきたいのです。国内でこの規模の披露宴を一度してくださるなら、後はご自由に」

「だとさ。大丈夫か、愛」

　急激にビジネスモードになったふたりの話を他人事のように聞いていたら、いきなり話を振られてぽかんとしてしまった。

「へ？」

「聞いての通り、当事者の事情より政財界の重鎮のスケジュールが優先されるんだ。俺はそもそも挙式はふたりでして、披露宴は知人だけを集めて簡単にやりたいんだが、そういうわけにもいかないらしい。おまえにとっては知らない人間ばかりのつまらない宴会になる」

　吐き捨てると、雅臣は分厚いパンフレットをばさりとテーブルに置いて面倒そうにソファにもたれる。私はソファの上に正座した状態で、ため息をついている自分の旦那様と苦笑を浮かべる執事を交互に見た。

「なるほど。二條家の嫁として、最初のお仕事ですね」

　雅臣が放り出した資料を拾い上げる。二百人を超える招待者のリストに会場のレイアウト、引き出物に進行プログラムに当日の料理など、細かい内容がパワーポイントで説明されている。

　なんだか学園祭の劇みたいだと思った。

　自分の結婚式で私は与えられた役を演じるのだ。二條家に嫁ぐ花嫁役を。

「任せてください！」

　片手でガッツポーズを作ってみせた。私にしかできない役割がようやく与えられたようで、実際に気持ちも沸き立っている。

　不安はあるけれど、それでもきちんと役割を全うできる気がした。雅臣とふたりでなら――。

「完璧にやりきってみせます！」

　笑顔で答えると、私の旦那様と二條家の優秀な執事は、毒気を抜かれたように目を瞬いた。ふっと吐息の漏れる音がする。

「なんとも頼もしい奥様ですね」

　普段から厳しくてなかなか笑顔を見せない坂城さんがふわりと表情を崩すと、雅臣はあきらめたようにため息をつき、背筋を伸ばした。

「……仕方ない。こなしてやるか。俺は二條家の息子だからな」




　その夜、十一時。

　ふたり掛けソファの隅で縮こまっていると、部屋のドアが開いて雅臣が入ってきた。髪が乾ききっていないせいでいつもよりも幼く見える彼は、私を認めて眉根を寄せる。

「……なにをしてる」

　私は羽織ったナイトガウンの裾を慎重に押さえながら、ソファに座り直した。

「なにをしてればいいか、わからなくて。ただゴロゴロしてました」

　そう言うと、雅臣は呆れた顔で私の隣に腰を下ろした。

　ふわりと石鹸の香りがして、なんとなく距離を取る。ただでさえ、いきなり寝室を一緒にされてどうやって過ごせばいいのかわからないのに。

　改めて、今夜から雅臣とふたりきりの夜を過ごすのだと考えると、なぜか緊張してしまう。

「おい」

　ふいに腕に触れられて飛び上がりそうになった。

「なにをそんなに驚く」

　怪訝そうに私を見下ろす彼に「なんでもありません」と答えると、雅臣はまたしても私に紙袋を差し出した。

「プレゼントだ」

　瞬間的に眉をひそめてしまう。

「これは……昼間の紙袋では」

　黒いセクシーなナイトウェアをくださった雅臣様は、他にもいかがわしいものを私に身に着けろというのだろうか。

　げんなりしている私を見て、雅臣は少し怒った口調で答えた。

「そうだが、違う」

「はい？」

「底まで確認してなかっただろう。ちゃんと見ろ」

「え……？」

　不思議に思いながら中を覗き込むと、さらに小ぶりなショップバッグが入っていた。取り出した拍子に中身が見えて、どきりと胸が跳ねる。

「これ……」

　手のひらに収まるサイズの白いジュエリーケースだった。円形で蓋にリボンがあしらわれていて、まるでそれ自体がデコレーションケーキみたいに可憐だ。

　私の手からひょいとそれを取り上げ、雅臣はケースの蓋を開く。台座に収まっていたのは、真ん中にきらめく石が嵌め込まれた華奢なリング。

　綺麗な長い指でそれを拾い上げると、雅臣は少しふて腐れたように呟いた。

「こっちが本命のプレゼントだ」

　私の左手を優しく持ち上げ、薬指にそっとリングを嵌める。

「もう婚約指輪ってわけでもないが……妻に贈り物をするのに、理由はいらないだろ？」

　いたずらっぽい笑みに心臓がきゅっと締まった。涙腺が緩みそうになっている私を満足そうに見下ろして、彼は指輪を嵌めた私の薬指にキスをする。

「雅臣って」

「ん？」

　端正な顔が上目遣いに私を見上げ、ますます心臓が騒ぐ。

　自分の旦那様にこんなに胸がときめくなんて。結婚を受け入れた最初の時は考えもしなかった。

「十分、愛情深いと思います」

　不思議そうに私を見つめる彼を、まっすぐ見つめ返す。

　あなたは『愛を知らない』なんて言ってたけれど。

「愛されてるって、ものすごく感じるもの」

　妻になれと言われた時、私はこれから先に訪れるかもしれなかった誰かとの恋愛の機会を捨て去って、恋も愛も知らないまま、ただ形だけの妻として役割を果たすのだと思っていた。

　女として愛されることもなく、誰かを愛することもないまま生きていくのだと思っていたのに。

「私、今、すごく幸せだわ」

　心からの想いを口にして微笑んだ瞬間、思いがけず目尻から涙がこぼれ落ちた。驚いたように目を見張っていた雅臣が、ふっと表情を崩す。

「そうか」

　静かに抱き寄せられ、おとなしく彼の胸におさまった。雅臣の体温はいつだって私に優しくて手放しで安心できる。

　しばらくそうやって抱き合っていたら、「ん？」と頭上から声が降ってきた。

　次の瞬間、いきなりガウンのうしろ襟をひっぱられ、心臓が止まりそうになる。

「や、ちょっ」

　慌てて乱れた服を直そうにも手遅れだった。雅臣の顔には不敵な笑みが浮かんでいる。

「なるほど、着たのか。今夜はもっと深く愛し合えそうだな」

　大魔王みたいに威圧感たっぷりに呟き、彼は私のガウンのひもに手をかける。もう抗う余裕はなかった。射抜くような瞳は私を無抵抗にさせる魔法をかける。

「やっぱり似合うな」

「……バカ」

　どうにか口で抵抗しても、雅臣は余裕たっぷりに笑うだけだ。

「かわいいよ、愛」

　唇がゆっくり合わさる。

　私の旦那様はなんて強引で傲慢な人なのだろう。

　だけど私は、そんなあなたが心から愛しい。

　長い夜。鳴りやまない胸のときめきに幸せを噛みしめながら、温かい体温に包まれる。

　形のない感情をお互いの体に刻むように、私たちは深く深くどこまでも愛を交わして、愛を与えあって、愛に溺れて、その深さに到底辿りつけないまま、眠りに落ちていった。




【完】
















特別書き下ろし番外編










愛に溺れるバスルーム【二條雅臣編】




　二百人以上を収容できるだだっ広い会場に、規則正しい模様を描くようにいくつもの円卓が並んでいる。着席して料理やアルコールを口に運んでいる人間たちが、どいつもこいつも肉食獣に見えてきて、息をついた。

　十一月某日。用意された披露宴はその名の通り、二條物産ロジスティクスの常務取締役とその配偶者となる人間のお披露目および、ビジネス交流のための会だった。

　結婚式という名目でありながら挙式は簡略化され、情緒もなにもあったものじゃない。正式な式はいずれ挙げるにしても、見世物のように一段高い舞台に座らされるのは苦痛以外の何物でもなかった。次々に挨拶に来るゲストに貼りつけた笑みを返す、ただそれだけの一日。




「ひどい顔だったな」

　肩を叩かれたのは、堅苦しい酒宴から解放され若者だけの集まりになった三次会でのことだった。

「主役なんだからもっとうれしそうに笑ってやればいいのに」

　前髪をすべてうしろに流したオールバックスタイルの男は、人酔いを醒ますために俺が占領していたボックスソファに悠々と腰を下ろす。

「迅じん……来てたのか。社長になったばかりで忙しいんじゃなかったのか」

「旧友に招待されたんじゃ、来ないわけにはいかないだろ」

「旧友、ね」

　精悍な顔立ちに薄く笑みを浮かべるその男は、幼稚舎に通っていた頃からの腐れ縁で、二條グループの中核企業、『二條商事』と双璧をなす大手企業『飛鳥あすか商しょう事じ』の取締役だ。つい最近、関連会社の社長に就任し、悪化の一途だった業績を回復させるべく再建に乗り出しているらしい。

「まあ、披露宴には軽く出席できた程度で、ここには仕事を片付けてから気晴らししに戻ってきたってのが本音だ」

「ま、そんなとこだろうな」

「しかし雅臣が結婚とはな」

　貸し切りになっている会員制クラブのラウンジでは、二十代から三十代の男女がそこここで談笑している。女性陣に囲まれて話している愛の姿を視界に収めながらグラスを傾けた。

「次はおまえの番か、迅？　弟の方が早かったりしてな」

「さあ、どうかな」

　含むように笑い、古くからの同輩は背後を振り返る。

「それよりいいのか？　彼女を放っておいて」

「俺よりよっぽど警戒心が強い伊都が、ぴったりくっついてるからな」

　愛の着飾った姿がよほど気に入ったのか、かわいいモノ好きの腹違いの妹はこの会場に入ってから姫を守る騎士よろしく彼女に寄り添っている。華やかな女性陣の陰になっていて姿をはっきり見ることはできないが、きっと愛の横で近付いてくる輩に目を光らせているのだろう、と思っていたら。

「伊都ちゃんならさっき酔っぱらったからって帰ったぞ。その隙を狙って大おお沢さわがおまえの嫁さんに粉かけてた」

「なんだと？」

　慌ててソファを立つ。

「そういうことは先に言え！」

　駆けだす瞬間、笑いをこぼす迅の顔が見えた気がした。

「愛！」

　彼女を取り囲んでいた女性陣が一斉に振り返った。色とりどりの衣装の彼女たちは、どこそこの令嬢だとか大学の同窓だとかだったはずだが、一人ひとりの顔と名前はもはや一致しない。

「あ、雅臣」

「雅臣さん、このたびはおめでとうございます」

　ホッとした顔で口を開きかけた愛を遮ったのは、花嫁よりも目立ちそうな格好をしたひとりの女だった。口元に皮肉っぽい笑みを浮かべ、その女は言う。

「愛さんはとても素朴な方ですね。雅臣さんはどこに惹かれて彼女との結婚を決められたんですか？　愛さんにうかがっても、教えてくださらなくて」

　鼻につく物言いにすっと気持ちが冷える。よくいる手合いだ。自分より弱い立場の人間を見つけては自分の優位性を示して満足する、承認欲求の塊。護衛の伊都が帰ったのをいいことに、愛に嫌みでも浴びせていたのかもしれない。

　愛に手を差し伸べ、静かに答える。

「どこに惹かれるもなにも、俺が彼女を心底愛しているからですよ」

　淀みなく言い放つと、周囲から音が消えた。

「ちょっと失礼。愛、こっちに」

　彼女の手を掴んでラウンジの奥にある個室に引っ張っていく。扉を閉めると、薄いブルーのロングドレスを身にまとった愛が俺を見上げた。

「そんなに慌てて、どうかしたの？」

「伊都は？」

「あ……伊都さん、さっきお茶と間違えてお酒を一気飲みしちゃって、善くんが連れて帰ったの」

「あのバカ……」

　はあ、と額を押さえると、愛はすまなそうに眉を下げた。

「ごめんなさい。一緒にいたのに、気付けなくて」

「いや、愛のせいじゃない。それに善が一緒なら大丈夫だろ。それより」

　指を伸ばし、俯きがちな彼女の顎を持ち上げる。ヘッドドレスで飾られた小さな頭。形のいい唇は艶めいていて、普段のかわいらしさとは違う妖艶さがあった。

「大沢にちょっかい出されたのか？」

「大沢って？」

「軽薄そうな男に声をかけられなかったか？」

　まさか、と嫌な予感を覚えつつ尋ねると愛は首を振った。

「女性の皆さんから質問攻めにされてたから、男の人とは話してないわ」

「あいつ……」

　不遜な態度の旧友に心の中で舌打ちをした。ため息をついてソファの背もたれに腰を預けると、小柄な彼女と視線の高さが一緒になる。小ぶりな顔に手を伸ばし、なめらかな頬をそっと撫でた。

「顔が赤い。酒飲んだのか？」

「飲んでない。赤いのは、だって、雅臣があんなこと言うから……」

「あんなこと？」

「……なんでもない」

　ますます顔を赤らめて、彼女は目を逸らした。困ったような怒ったような表情に腹の奥がざわついて、ソファから立つ。

「疲れただろ。こんな宴会、さっさと切り上げて部屋に戻ろう」

　頭をぽんと叩いて唇に軽くキスをすると、愛しい新妻はびっくりしたように大きな目で俺を見上げ、また恥ずかしそうに俯いた。




　スイッチを押すと、バスルームのカーテンがゆっくり開いていき、地上四十五階からの夜景が眼前に広がる。最上階のスイートルームに備え付けられた円形のバスタブは、十人くらいが同時に入れるサイズで窓際に造りつけられている。湯の中でうしろから愛を抱くようにして座っていると、彼女が呟いた。

「ど、どうしてこんなことに」

　前で縮こまっている華奢な体は、首まで真っ赤だ。

「せめて、離れましょう。こんなに広いんだから」

　距離を取ろうとする彼女の腕を掴んで、胸の中に引っ張り戻した。

「ここにいろ。おまえに触ってると落ち着く」

　うしろから抱きしめ直し、半分笑いながら口にする。

「高いところが苦手なんでね」

　勢いよく振り向いた彼女は、頬を染めて声を尖らせた。

「嘘ばっかり。夜景なら大丈夫のくせに」

「はは。だいぶ俺のことがわかってきたな」

　純真な彼女は感情が素直に顔に出る。怒ったり、笑ったり、恥ずかしそうにしたり。くるくる変わる表情を見るのが楽しくて、ついからかってしまう。

　腕の中で固まっていた体からふっと力が抜けた。観念したように息をつき、彼女はゆっくり俺にもたれる。

「あっという間の一日だったわ」

「二條家の人間として、はじめての大役だったな。知らない奴に笑いかけるのも大変だっただろ」

「でも、楽しかった」

　ふふっと笑いをこぼし、愛はうれしそうに言う。

「もともと、あなたと出会うまで結婚式を挙げる日が来るなんて思ってなかったし……」

　上目遣いに俺を見る彼女は、怒涛の一日を過ごしたばかりとは思えないほど目をきらきらさせている。

「あんなに大勢の人たちに祝福してもらえるなんて、とてもすごいことじゃない？　絶対に、私だけの人生だったらあり得なかった」

　バスタブに沈んだ俺の手にそっと自分の手を重ねて、彼女は続ける。

「ありがとう、雅臣。私と一緒にいてくれて」

　背中を見せたまま口にする愛は、素直な性格のくせに妙に意地っ張りなところがある。おとなしそうな見た目に反して負けん気も強い。そんな彼女の嘘のない言葉は、まっすぐに俺の胸を打つ。

「あなたを好きになってよかった」

　思わず、目の前の体をきつく抱きしめた。湯が音を立てて揺れ、夜の空を映した窓ガラスに跳ねる。

「ま、雅臣、ん」

　濡れた髪の間から覗く細いうなじに唇をつける。チュッと音を立てて吸うと愛が悲鳴に似た声を漏らした。

「ちょっと」

「本当に、煽り上手な奥さんだな」

　耳にキスをして舌でなぞると、愛は体を震わせた。

「もう、人がせっかく、素直に気持ちを言ってるのに」

「だから俺も、素直な気持ちを見せてやろうと思ってね」

　耳の奥に舌を差し込みながら、次々とあふれてやまない愛の言葉を囁く。

「好きだ」

　自分がどうかしてしまうほど、狂おしいほどに、おまえが愛しい。

　幼少期に母を失って沈んでいた時、俺は愛の微笑に救われた。いや、ただしくは愛の母親の笑顔になるのか。ただ、その顔が深層心理に深く刻まれたことには変わりない。

　父親への不信感が増していく中、多感な中学・高校時代には手当たり次第、女と付き合った。だが絵の中の彼女の微笑ほど、俺の空虚を埋めてくれる存在はいなかった。

　大学に上がるとともに女の計算高さに辟易して心のない関係を求めるようになり、誰かと触れ合って孤独を埋めようとすればするほど寂しさが募った。

　誰も愛さず、誰にも心を開かないまま、俺はこの先ずっとつまらない人生を送るのだろう。そう、あきらめかけていた時なのだ。

　桜の花びらが舞う中に、彼女が降ってきたのは。

「天使が降ってきたかと思えば、気は強いし、言うことは素直に聞かないし、誘拐されるし……」

　彼女の頭に顎を乗せながら呟くと、愛が泣き笑いのような声を出した。

「ため息つきながら人の胸をまさぐらないでください！」

「ああ悪い。ちゃんと集中して気持ちよくしてやらないとな」

「そういう意味じゃ」

　彼女の体を抱え上げ、バスタブの縁に座らせた。露出した胸に口をつけ、優しく歯を立てる。悩ましい声をあげる愛にもっと声を出させるべく、体を丁寧になぞっていく。

「やだ、待って雅臣。するならちゃんとベッドに」

「もちろん、ベッドでもするさ」

　上気した頬をいっそう赤らめる彼女が愛しい。素直な反応は、いつだって俺にいたずら心を湧かせる。

「ほら、その顔。やっぱり煽ってるだろ？」

「ちが、煽ってない」

　刺激を与えるごとに彼女は声を震わせ、うるんだ目で俺を見る。睨みつけているらしいが、色っぽく挑発しているようにしか見えなかった。無自覚なところがまた罪深い。

「まずいな、止められない」

　彼女に口づけをし、自分を落ち着けるように深く息をつく。それでも高ぶった気持ちは収まりそうもない。

　熱気に満ちたバスルームに、甘い声と息遣いが充満していく。彼女の熱を感じながら、俺は繰り返す。

「愛してる」

　声にした途端消えてなくなる言葉を、その細い体の内側から刻み込むように何度も何度も彼女を求めた。体を大きく逸らし、細い体がくたりとバスルームの壁にもたれる。そんな彼女を抱え上げ、バスタオルを片手に濡れたままベッドに移動した。

「ま……雅臣」

　戸惑っている愛の体を拭いてやりながら愛撫を続けると、火照った肌が感度よく跳ねる。シーツに組み敷いてキスをすると、彼女はつたないながらも舌を絡めて応えた。

　はあっとこぼした俺の吐息にすら反応するように、愛妻は肩を震わせる。

「悪いが、今夜は寝かせてやれそうもない」

　言いながら、彼女の温もりを抱きしめる。

　そこにあるのは、紛れもない愛だった。自分からあふれているのか、彼女から与えられているのか定かではないけれど。

　でも確かに、長年吹きさらしだった心の空洞が、隙間なく埋まっていくのを感じる。

「なあ、伝わったか？　俺の気持ちは」

「はい……十分すぎる、ほど」

　俺にしがみつきながら、こくこくと頷く彼女に笑いかける。

「でもな。まだまだ、こんなもんじゃないんだ」

　俺のおまえへの愛は――。

「一生かけて、わからせてやるから。覚悟しておけ」

　腕の中に愛を抱きながら、驚くほど穏やかな気持ちで、俺は彼女に何度もキスを落とした。




【完】
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　はじめまして、橘樹杏です。たちばなあんずと読みます。一読でわかりづらいうえに画数が多くてどうしてこのペンネームにしたのか自分でも謎ですが、雰囲気で決めてしまいました。字面の感じでなんとなく皆様の記憶の片隅にぎりぎりでも引っかかってもらえたらありがたいです。

　さて、このたびは『一億円の契約妻は冷徹御曹司の愛を知る』をお手に取っていただきありがとうございました。

　こちらの作品を書くきっかけをお話しするには橘樹杏として活動を始めた二〇一七年に遡る必要があります。当時オフィスラブ書きたい症候群に襲われていた私は、デビュー作となる『無慈悲な部長に甘く求愛されています』を書くにあたりネタ帳に男前だらけの世界を構築していました。そこには巨大企業の重役からＩＴベンチャーの辣腕社長、鬼部長ならびにエリート営業マンが存在していて、またイケメン弁護士たちが働く法律事務所があり、それぞれに悩みや問題を抱える財閥系の御曹司たちがいました。今回の二條雅臣もその世界の住人のひとりです。つまり本作は二條雅臣ありきの作品となります。御曹司である彼とどこにでもいる普通の女の子が運命のように出会って恋を始めるためには。そこから物語の構想はスタートしました。

　余談になりますが、書き下ろし番外編に登場する雅臣の旧友、迅の物語もマカロン文庫から刊行させていただいております。本作と合わせて箱庭シリーズと（作者だけが）呼んでいます。箱庭に飛び込んでいく本作のヒロインに対して、そちらでは箱庭から救い出されるヒロインを描きました。機会がありましたら試し読みなどしていただけますと嬉しいです。

　今回あとがきを書く機会をいただいてなにを書けばいいのか悩み、思い余って宣伝行為に及んでしまいましたが、舞い上がってるんだなと温かい目で見守っていただけますと幸いです。

　最後になりましたが編集の丸井さん、編集協力の鈴木さん、素敵すぎるイラストを描いてくださった水野かがり先生、出版にあたり関わってくださった皆様に感謝申し上げます。そして作品を読んでくださった読者の皆様。書き続ける力は皆様からいただいております。本当に、ありがとうございました。
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